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ア 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況

Ⅰ．学生確保の見通し

１．入学定員設定の考え方

本学は、農と生命を科学する総合大学として、高度化と複雑化が加速する現代社会

の要請に的確に応え、広義の農学領域の課題解決に貢献できる人材を育成するため、

学部等の改編など、教育の質的転換を推進してきた。これらの施策により本学の教育

理念・目的、教育内容が高く評価され、本学の養成する人材の需要が高まり、近年の

本学卒業生の高い進路決定率と入学試験の安定した高い志願者数の確保に繋がってい

る。 

本学短期大学部の廃止(2018年11月6日認可)に伴い、これまで本学短期大学部卒業者

に修学機会を提供するため、本学生物産業学部(北方圏農学科、食香粧化学科及び自然

資源経営学科)が設定してきた3年次編入学定員を廃止する。あわせて、生命と農を科

学する総合大学として、高度化と複雑化が加速する現代社会の要請に的確に応え、広

義の農学領域の課題解決に貢献できる人材を育成する本学の使命を果たすため、廃止

する編入学定員を本学部(海洋水産学科及び食香粧化学科)の入学定員に取り入れる。 

入学定員は、教員組織、教育研究施設等をもとに、教育の質の維持向上が可能な範

囲で設定した。特に、入学定員を増員する学科については、学生確保の見通しについ

て過去の入学志願動向等をもとに学生が確保可能であることを確認し、また、卒業後

の進路について学科毎に過去の進路状況等をもとに各学科が掲げる養成する人材像が

今後も社会的な需要があることを確認した上で設定した。 

２．定員充足の見込みと根拠

（１）本学及び他大学等の入試動向

内閣府が文部科学省の資料を基に作成した「18 歳人口と高等教育機関への進学率等

の推移」資料１によると、18 歳人口は、2009～2020 年頃までほぼ横ばい（120 万人前

後）で推移するが、2021 年頃から減少（114 万人）し、高等教育機関への進学率はここ

数年頭打ちの傾向が示されている。 

次表の示すとおり、日本私立学校振興・共済事業団「私立大学・短期大学等入学志願

動向」によると、2014年度に 82,167 人であった農学系の志願者数は、2018 年度は 83,392

人とほぼ横ばいであった。また、本学の志願者数も同様の傾向を示しており、農学系を

志望する者の多くは本学を志願先として認知していることがわかる。 
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志願者数（2014 年度から 2018 年度）の推移 

2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 

農学系(学部系統)（注） 82,167 85,235 83,540  85,357  83,392 

東京農業大学 34,153 31,233 29,815 35,852 33,397 

（注）出典：日本私立学校振興・共済事業団「私立大学・短期大学等入学志願動向」 

次表は、日本私立学校振興・共済事業団「私立大学・短期大学等入学志願動向」に基

づき、2014 年～2018 年までの 5 カ年における大学のカテゴリー別志願倍率を示したも

のである。これによると、本学と農学系の志願倍率は、他に比べいずれも高く、全国的

な 18 歳人口の減少にかかわらず、本学は受験生から高い入学意向を維持している。 

カテゴリー別志願倍率（2014 年度から 2018 年度）の推移

カテゴリー 2014 

年度 

2015 

年度 

2016 

年度 

2017 

年度 

2018 

年度 

全大学（注 1） 7.53 7.58 7.76 8.13 8.57 

入学定員(1500-3000 人)（注 1） 9.07 9.07 9.47 9.51 9.87 

農学系(学部系統)（注 1） 11.81 11.34 11.12 11.03 10.04 

東京農業大学 13.77 12.39 11.83 12.80 11.21 

（注 1）出典：日本私立学校振興・共済事業団「私立大学・短期大学等入学志願動向」 

志願倍率は次式による。志願者数÷入学定員 

また、本学における直近 5 年間の入学志願動向をみると、志願者数は約 30,000 人、

志願倍率（志願者数÷入学定員）は 12 倍前後で推移しており、いずれも全国平均を上

回っている資料２、資料３。 

2018 年度入試を例に確認すると、志願者数の合計は 33,397 人であり、これは入学定

員の 2,978 人の約 11 倍にあたり、過去の入試実績からも学生確保の見通しについて、

十分に担保できる状況にある。 

以上、同系統他大学の志願動向及び本学のこれまでの入試実績から、収容定員変更後

も十分に学生確保の見込みがあると判断した。 

（２）学科別の入試動向

2020 年度から入学定員の変更を予定する生物産業学部の 4 学科について、学科毎に

直近 5年間の入学志願動向から定員充足の見込みと根拠を示す。 
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１） 北方圏農学科

2020 年度から入学定員を現在の 100 人から 91 人に削減する。本学科における直近 5

年間の入学志願動向 資料４ をみると、2014 年度 412 人あった志願者が 2018 年度には

361 人と減少傾向にある。しかし、志願倍率（志願者数÷入学定員）は 4倍前後を維持

している。さらに、今回、入学定員を 9人減員する計画であり、本学科は十分に学生確

保が可能であると判断している。 

２） 海洋水産学科

2020 年度から入学定員を現在の 80 人から 91 人に増員する。本学科における直近 5

年間の入学志願動向 資料４ をみると 2014 年度 749 人あった志願者が 2018 年度には

727 人と減少傾向にある。しかし、志願倍率（志願者数÷入学定員）は 9倍前後を維持

している。今回、入学定員を 9 人増員する計画であるが、農学分野に対する社会からの

期待の高まりもあって、本学科は十分に学生確保が可能であると判断している。 

３） 食香粧化学科

2020 年度から入学定員を現在の 80 人から 91 人に増員する。本学科における直近 5

年間の入学志願動向 資料４ をみると 2014 年度 635 人あった志願者が 2018 年度には

498 人と減少傾向にある。しかし、志願倍率（志願者数÷入学定員）は 6倍前後を維持

している。今回、入学定員を 9 人増員する計画であるが、農学分野に対する社会からの

期待の高まりもあって、本学科は十分に学生確保が可能であると判断している。 

４） 自然資源経営学科

本学科は編入学定員を削減するが、入学定員は現在の 90 人のまま変更しない。本学

科における直近 5 年間の入学志願動向 資料４ をみると 2014 年度 412 人あった志願者

が 2018 年度には 361 人と減少傾向にある。しかし、志願倍率（志願者数÷入学定員）

は 4倍前後を維持している。前述のとおり、農学分野に対する社会からの期待の高まり

もあって、本学科は十分に学生確保が可能であると判断している。 

Ⅱ．学生確保に向けた具体的な取組状況

１．学生確保に向けた具体的な取組状況（予定を含む）

本学は建学の精神「人物を畑に還す」と教育の理念「実学主義」に基づき、教育研究

活動に取り組んでいる。これを踏まえ、本学や農学系分野の特色及び各学科の教育内容

等について、受験生、保護者に本学の魅力を伝え、高校教員、予備校関係者等に本学の

理解を深めるために大学説明会やＷeb、新聞雑誌等の媒体を利用した広報活動を実施し

ている。平成 31 年度の学生募集活動は例年行う内容と同様に実施する予定である。ま

た、農学・生命科学系及び関連分野にも積極的に参加予定である。平成３０年度の広報

活動を以下に記す。 
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① 学外進学相談会（首都圏私立大学進学相談会 15 大学 資料５、農学・獣医学・生物

環境系進学ガイダンス、夢ナビ、大学フェアー等）（本学ﾌﾞｰｽ動員数約 1,514 名） 

② 学内イベント

1)キャンパス見学ツアー（年 2 回開催）・（世田谷 2,147 名、厚木 314 名、オホーツ

ク 149 名）

2)オープンキャンパス（キャンパスごとに開催）資料６・（世田谷 9,231 名、厚木 

2,680 名、オホーツク 431 名）

3)収穫祭・進学相談会（各キャンパスごとに開催）・（世田谷 750 名、厚木 185 名、

オホーツク 69 名）

③ 高校訪問（訪問高校数 319 校）

④ 出張講義（出張高校数 90 校）

⑤ 大学見学（来学生徒数 2,696 名）

⑥ 大学案内（学科、研究室、キャリア、入試日程等を紹介）

⑦ 新聞等（朝日、読売、日経新聞、高校生新聞、東進タイムス等）資料７ 

⑧ 看板広告（世田谷キャンパス外周）資料８ 

⑨ 受験雑誌等（大学発見ナビ、マナビジョンブック（保護者版）等）

⑩ WEB 広報等（スタディサプリ進学、マナビジョン、マイナビ進学キャリタス進学等）、

大学ホームページ

２．学生確保についての具体的な取組状況及びその効果、反応等

各種広報活動の実施により、入学定員を確保している。 

アドミッション・ポリシーの発信や、学科の教育内容や特徴、ディプロマ・ポリシー

等を明確に説明することで、学生が希望に沿った学科を選択できるように取り組み、不

本意入学をできるだけ防ぎ、卒業時に高い満足度が得られるように配慮している。 

このような取り組みが、以下の入学定員に対する志願者の倍率に示されるとおり、効

果がでているものと考える。 

全学部の志願者の推移（入学定員・志願者数（全入試制度）・志願倍率） 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 

入学定員 2,520 名 2,520 名 2,800 名 2,978 名 2,978 名 

志願者数 31,233 名 29,815 名 35,852 名 33,397 名 31,380 名 

志願倍率 12.39 倍 11.83 倍 12.80 倍 11.21 倍 10.53 倍 
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イ 人材需要の動向等社会の要請

Ⅰ．人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要）

１．教育目標

（１） 生物産業学部

生物産業学部は、その教育研究上の目的を踏まえ、次のような者の養成を教育目標と

する。 

① 広義の農学を基盤とした生物産業学に関する高度な専門知識と技術を幅広く有す

る者

② 生物産業学の専門家としての意欲と責任を自覚し、実学主義のもと意欲的に課題に

取り組む問題解決能力を有する者

③ コミュニケーションおよびプレゼンテーション能力を有し、社会貢献できる者

（２） 北方圏農学科

北方圏農学科は、その教育研究上の目的を踏まえ、次のような者の養成を教育目標と

する。 

① 陸圏領域における生物生産科学についての深い探求心を有する者

② 生物資源の生産（生物生産）や生態系保全に係わる課題を主体的に解決する力を有

する者

③ 生物生産や生態系保全に関する専門的知識のみを有するのではなく、市民社会との

連携を取ることのできる者

（３） 海洋水産学科

海洋水産学科は、その教育研究上の目的を踏まえ、次のような者の養成を教育目標と

する。 

① 水産学を基盤として、水圏の生物学と食料生産に関する専門知識と技術を幅広く有

する者

② 水圏の生物学と食料生産の専門家としての責任を自覚し、水産業にかかわる問題解

決能力と意欲を有する者

③ 適切なコミュニケーションおよびプレゼンテーション能力を有し、水産業を通じて

社会貢献ができる者

（４） 食香粧化学科

食香粧化学科は、その教育研究上の目的を踏まえ、次のような者の養成を教育目標と

する。 

① 食品、香料および化粧品の素材についてその生物学的特性と機能性を理解し、その

知識を研究開発に応用する能力を有する者

② 食品、香料および化粧品の加工技術について幅広い知識を有し、素材の特性を生か
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した安心で安全なものづくりを実践できる能力を有する者 

③ 優れたコミュニケーション能力とプレゼンテーション能力を有し、自ら問題意識を

持って積極的に問題解決に取り組む技量を有する者

（５） 自然資源経営学科

自然資源経営学科は、その教育研究上の目的を踏まえ、次のような者の養成を教育目

標とする。 

① 広義の農学である生物産業学を基盤とした自然資源経営学における専門知識と技

術を有する者

② 専門家としての責任を自覚し､実学主義のもと問題解決能力と意欲を有する者

③ 適切なコミュニケーションおよびプレゼンテーション能力を有し、社会貢献ができ

る者

２．教育研究上の目的

（１） 生物産業学部

本学部は、人類生存にとって極めて重要な生物産業（生産、加工、流通・ビジネス）

と自然環境との共生をテーマに、これらを取り巻く自然科学的・社会科学的現象を教育

研究の基盤とした文理融合の体系的な学びを通して、生命・食料・資源・環境問題に関

する深い知識を持ち、持続的循環型社会に貢献しうる人材を養成する。 

（２） 北方圏農学科

本学科は、多様な陸圏領域の教育・研究が実践できるように配置した植物系、動物系、

資源・環境系の分野において、北方圏や高緯度地帯等を対象とした新しい生物資源の開

発や多様な環境に配慮した生物生産力の拡大、生物資源機能の新しい応用等にかかわる

理論と技術を教育研究し、国際的な視点で地域産業の発展に貢献できる人材を養成する。 

（３） 海洋水産学科

本学科は、豊かな生態系と高い生産性に恵まれたオホーツク海を主たる場として、資

源の生物学的知見と、それを育む水圏の環境及び生態系にかかわる知見とを統合的に理

解させることを教育研究の目標とし、水圏環境の保全、水産資源の増養殖、解析、管理、

未利用資源の開発、漁獲物の利用加工や流通等に資する人材を養成する。 

（４） 食香粧化学科

本学科は、 オホーツク地域の農水畜産資源を活用した食品や香料、化粧品の製造・

加工法、 製品の安全・安心に関わる微生物学的研究、 機能性食品や香粧品の性状と機

能に関する生物化学的研究に重点をおき、 基礎から応用まで総合的な教育研究を行い、 

産業界で即戦力として活躍できる人材を養成する。 
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（５） 自然資源経営学科

本学科は、自然資源を活かした農林水産業、食品加工業、観光業、環境ビジネスなど、

地域の生物産業を支える経営を実践するための経営学理念を修得するとともに、生物産

業を中心とした経営体の持続的発展、産業間連携の支援を通じて地域産業の再生・活性

化・創造に貢献し、地域産業の担い手たる人材を養成する。 

３．卒業後の進路

（１） 北方圏農学科

本学科の卒業生は、進学（大学院）の他、農業・林業・種苗・花卉・薬品・その他農

業関連の生産技術者（開発、製造等）・卸売・小売、環境・エネルギー関連業、医療・保

健衛生業（胚培養士等）、農業協同組合連合会、農業協同組合、高等学校教員、公務員

等の分野での活躍が期待される。 

（２） 海洋水産学科

本学科の卒業生は、進学（大学院）、農業・漁業・食料品・その他水産関連の生産技

術者（開発、製造等）・卸売・小売、環境・エネルギー関連業、運輸業、漁業協同組合連

合会、漁業協同組合、中学校教員、高等学校教員、公務員等の分野での活躍が期待され

る。 

（３） 食香粧化学科

本学科の卒業生は、進学（大学院）、食料品・飲料・香料・化粧品・薬品・化学工業関

連生産技術者（開発、製造、品質管理等）・卸売・小売、エネルギー関連業、医療・保健

衛生業、農業協同組合連合会、農業協同組合、中学校教員、高等学校教員、公務員等の

分野での活躍が期待される。 

（４） 自然資源経営学科

本学科の卒業生は、進学（大学院）の他、食料品等の製造業をはじめ、卸売・小売業、飲

食業、環境・エネルギー関連業、建設業、運輸業、金融業、情報サービス業、放送事業、観

光業、農業協同組合連合会、農業協同組合、生活協同組合、中学校教員、高等学校教員、公

務員等の分野での活躍が期待される。 

Ⅱ．上記が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根

拠

１．養成する人材像に対する人材需要の動向

（１） 北方圏農学科

食料・農業・農村基本法において、農業については、その有する食料その他の農産

物の供給機能および多面的機能の重要性に鑑み、農業資源および農業の担い手確保、
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地域特性に応じた農業構造の確立、農業の自然循環機能が維持増進されることによ

り、その持続的な発展が図られなければならないとしている。また、平成 29 年度食

料・農業・農村白書において、地域資源を活かした農村の進行・活性化として中山間

地域の農業の活性化、多面的機能の維持・発揮、鳥獣被害対策（ジビエ）、地域資源の

積極的な活用などが採り上げられている資料９。 

本学科は、食料生産圃場と国立公園や国定公園が隣接する地域において、地域の生

産者や関係者の協力の下、現場実習を重視した実学教育と社会人基礎力を高めるカリ

キュラムを展開している。このため、本学科の卒業生には、現在行われている農業関

係の施策への従事、農業や自然の保全に関連する業種での活躍、それらを下支えする

後進の育成と、今後のわが国や地方の発展に寄与する人材を輩出してきている。 

今後の持続可能な社会の実現へ向けて、食料生産や自然環境の保全に対して実践的

に思考し活躍できる人材育成はますます重要になるものと考えられる資料 10。 

（２） 海洋水産学科

本学科の卒業生には、水産業を基盤とした種々の関連産業での活躍が期待されてい

る。水産業は、我が国周辺の豊かな水産資源を持続可能な形でフルに活用することに

よって、国民に対して水産物を安定的に供給することと同時に、漁村地域の経済活動

や国土強靱化の基礎をなし、その維持発展を担うことが期待されている。そのため、

国が進める重点施策を推進する事ができる人材を育てる必要がある。水産業に関わる

国の施策は毎年水産白書にまとめられているが、最新版の平成 29 年度版では平成 30

年度の重点施策が、新たな水産基本計画に基づき、①浜の活力再生プランを軸とした漁

業・漁村の活性化、②漁業・漁村の活性化を支える取組及び③東日本大震災からの復興に

ついて、総合的かつ計画的に推進することとなっている。

（http://www.jfa.maff.go.jp/j/kikaku/wpaper/h29_h/measure/m_00_1.html）。 

具体的に見ると、いままで閉鎖的であった魚類・貝類養殖業等への企業の参入が謳

われているが、本学科のディプロマ・ポリシーに基づき、水に生きる動植物を増やす

ための増養殖技術の開発手法を学ぶ 2研究室を擁する水圏フードシステム分野が設置

されており、国の施策に合致するものとなっている。 

また、水産業における女性の参画の促進や持続可能な漁業・養殖業の確立を目指す

ために栽培漁業及びサケ・マスふ化放流事業の推進が挙げられており、本学科の女性

卒業生が水産施策を推進する立場や栽培漁業の技術を担う立場に巣立っており、この

傾向が増大することが期待される。 

さらに、東日本大震災からの復興については着実な復旧・復興が謳われているが、本

学科の水産増殖学研究室では被災干潟の再生に関わる調査研究を実施しており、学生

がこれに取り組むことにより復興の重要性を理解し、その役割を担う人材に育ってい
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くことが期待される。 

以上のことから、本学科が養成する人材像は、社会的・業界的な動向を考慮した場合、

今後一層需要が増加することが強く予測される。 

（３） 食香粧化学科

北海道の生物資源を食品、香料、化粧品業界に向けた素材展開を目標とし、それぞれ

の業界に向けた人材を輩出するために、素材開発を通じた地域の課題解決や食品、アロ

マ、コスメのものづくりに取り組む学科独自の教育プログラムを低学年次から設定して

いる。こうした中で、従来の食品業界に加えて香料や化粧品業界に就職する学生が増加

している。とりわけ香りやコスメなどの感性に訴える製品開発の素地として、大自然に

抱かれた本物を知る経験と専門知識の重要性が認知され、受験者数の下げ止まりや就職

先の拡大に現れている。 

直近の就職活動学生が選ぶ志望業界に、水産・食品業界や医薬品・医療関連・化粧品

業界がトップ３を構成しており、今後もこれら業界への進路を希望する高校生の進学先

として本学科の需要は強まると考えられる。厳しい自然環境におかれた学生が互いに助

け合う状況は、協調性と人間力の向上に寄与しており、素直で誠実な人材は企業の求め

る人物に合致しており、人材需要は安定している。 

（４） 自然資源経営学科

現在、多くの企業では ESG（環境、社会、ガバナンス）を含む持続可能性への取り組みを

開示しており資料 11、多くの企業がステークホルダーによる ESG 等に関する非財務情報の

開示要請が高まっていると感じている資料 12。実際に、多くの企業が投資家等の情報利用

者の要請に応えるべく、環境パフォーマンスデータの開示の範囲を拡大している資料 11。

今後に向けては、ESG 等に関する非財務情報を本業のビジネスや将来の企業価値と結び付け

て開示・説明することが課題となっている資料 12。 

また企業の間では、国連が 2015 年 9 月に採択した持続可能な開発目標（SDGs）への取り

組みを開示する動きも活発化しており、その開示が今後さらに拡大すると見られている資

料 11。SDGs への取り組みにあたっては、部門横断的な組織体制が必要とされることから、

いわゆる CSR 担当部署や IR（投資家対応）部署だけでなく、全ての部門に持続可能性を組

み込むことが重要であると考えられている資料 13。さらに、SDGs の達成には様々なステー

クホルダーの間におけるパートナーシップ（連携）が不可欠であると考えられている資料

14。

一方、地方自治体においても SDGs は注目されており資料 15、SDGs への取り組みは地方

創生の実現に資するものと認識され、政府においても自治体による取り組みを推進する事

業を行うなど、支援を強化している資料 15。 

以上のことから、今後の実業界及び地域社会において、持続可能性への取り組みを通じた
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企業成長や地域活性化、またこれに必要となる各種ステークホルダー間の連携について理

解し実践しうる人材への需要が高まることは明らかである。したがって、本学科が養成する

人材像は、社会的な動向を考慮した場合、今後一層需要が増加することが予測される。 

２．進路状況

（１） 北方圏農学科

① 進路状況 資料 16 

資料は直近 5 年間（2013 年度から 2017 年度）の進路状況を表とグラフで示したもの

である。2017 年度を例に検証すると、卒業者 115 人に対し、就職 95 人（82.6％）と進

学 5 人（4.3％）の合計は 100 人となり、全体の 87.0％に上る。残り 15 人（13.0％）

は、公務員試験や大学院進学の再チャレンジなど、卒業時点で最終進路が決定しなかっ

た学生などである。 

② 就職状況 資料 16 

資料は直近 5 年間（2013 年度から 2017 年度）の就職状況にいついて、業種分類毎に

グラフで示したものである。2017 年度を例に検証すると、就職先の業種は就職者の多

い順に、サービス業、農業、製造業、小売業と続く。 

株式会社リクルートホールディングス「ワークス採用見通し調査（新卒：2020 年卒）」

資料 17 によると、本学科の主な就職先業種であるサービス業は 2020 年の新卒採用見

通しにおいて 10.7％、同様に製造業は 6.1%採用が増えるとの見通しを示している。 

以上、本学科における就職状況及び民間企業における採用見通しから、本学科が養成

する人材に対する、社会的な需要は今後も継続していくと判断できる。 

（２） 海洋水産学科

① 進路状況 資料 16 

資料は直近 5 年間（2013 年度から 2017 年度）の進路状況を表とグラフで示したもの

である。2017 年度を例に検証すると、卒業者 85 人に対し、就職 73 人（85.9％）と進学

3 人（3.5％）の合計は 76 人となり、全体の 89.4％に上る。残 9人（10.6％）は、公務

員試験や大学院進学の再チャレンジなど、卒業時点で最終進路が決定しなかった学生な

どである。 

② 就職状況 資料 16 

資料は直近 5 年間（2013 年度から 2017 年度）の就職状況にいついて、業種分類毎に

グラフで示したものである。2017 年度を例に検証すると、就職先の業種は就職者の多

い順に、サービス業、製造業、卸売業と続く。 

株式会社リクルートホールディングス「ワークス採用見通し調査（新卒：2020 年卒）」

資料 17 によると、本学科の主な就職先業種であるサービス業は 2020 年の新卒採用見



11 

通しにおいて 10.7％、同様に製造業は 6.1%採用が増えるとの見通しを示している。 

以上、本学科における就職状況及び民間企業における採用見通しから、本学科が養成

する人材に対する、社会的な需要は今後も継続していくと判断できる。 

（３） 食香粧化学科

① 進路状況 資料 16 

資料は直近 5 年間（2013 年度から 2017 年度）の進路状況を表とグラフで示したもの

である。2017 年度を例に検証すると、卒業者 102 人に対し、就職 84 人（82.4％）と進

学 13 人（12.7％）の合計は 97 人となり、全体の 95.1％に上る。残 5 人（4.9％）は、

公務員試験や大学院進学の再チャレンジなど、卒業時点で最終進路が決定しなかった学

生などである。 

② 就職状況 資料 16 

資料は直近 5 年間（2013 年度から 2017 年度）の就職状況にいついて、業種分類毎に

グラフで示したものである。2017 年度を例に検証すると、就職先の業種は就職者の多

い順に、製造業、卸売業、サービス業と続く。 

株式会社リクルートホールディングス「ワークス採用見通し調査（新卒：2020 年卒）」

資料 17 によると、本学科の主な就職先業種である製造業は 2020 年の新卒採用見通し

において 6.1％、同様に卸売業は 6.3%、サービス業は 10.7%採用が増えるとの見通しを

示している。 

以上、本学科における就職状況及び民間企業における採用見通しから、本学科が養成

する人材に対する、社会的な需要は今後も継続していくと判断できる。 

（４） 自然資源経営学科

① 進路状況 資料 16 

資料は直近 5 年間（2013 年度から 2017 年度）の進路状況を表とグラフで示したもの

である。2017 年度を例に検証すると、卒業者 108 人に対し、就職 100 人（92.6％）と進

学 4人（3.7％）の合計は 104 人となり、全体の 96.3％に上る。残 4人（3.7％）は、公

務員試験や大学院進学の再チャレンジなど、卒業時点で最終進路が決定しなかった学生

などである。 

② 就職状況 資料 16 

資料は直近 5 年間（2013 年度から 2017 年度）の就職状況にいついて、業種分類毎に

グラフで示したものである。2017 年度を例に検証すると、就職先の業種は就職者の多

い順に、サービス業、卸売業、小売業と続く。 

株式会社リクルートホールディングス「ワークス採用見通し調査（新卒：2020 年卒）」

資料 17 によると、本学科の主な就職先業種であるサービス業は 2020 年の新卒採用見

通しにおいて 10.7％、同様に卸売業は 6.3%、小売業は 13.7%採用が増えるとの見通し
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を示している。 

以上、本学科における就職状況及び民間企業における採用見通しから、本学科が養成

する人材に対する、社会的な需要は今後も継続していくと判断できる。 



資料１















  1
5

ht
tp

: //
sh

inr
on

av
i.c

om
/

ht
tp

: //
sh

inr
on

av
i.c

om
/

W
EB

15
 

W
EB

15

16
9-

00
73

2-
17

-2
4

TE
L.

03
-5

92
5-

23
86

9:
00

-1
8:

00

TEL
.03

-59
25

-23
86

9:
00

-1
8:

00

1515

11:0
0-1

6:0
0

SU
N

2F
10

1-
00

21
1-

18
-1

3
JR

1
3

4
A1

3
1

3

!

MA
P

UD
X

▶ JR

2F

13
: 3

0
~1

4:
30

13
: 3

0
~1

4:
30

FA
X.0

3-
59

25
-17

76

20
18

.5
.2

3
17

: 3
0

8:
30

10
: 1

5
11

: 3
0

15
: 3

0
16

: 4
5

18
: 0

0

8:
30

11
: 3

0
15

: 3
0

18
: 1

5

8:
30

11
: 0

0
12

: 0
0

16
: 0

0
16

: 4
5

18
: 4

5

-
-

-
-

-

8:
00

9:
15

12
: 3

0
15

: 4
5

19
: 0

0
20

: 0
0

@
lic

en
se

ac
ad

em
y.

jp

TE
L

03
-5

92
5-

16
43

10
: 0

0
17

: 0
0

4
14

: 3
0

~1
5:

00

ht
tp

: //
sh

inr
on

av
i.c

om
/

12
: 5

0
~1

3:
20

  
15

: 1
0

~1
5:

40

PR
ESE

NT!
10

0
or

50
0

!!

50

MA
P

MAMAMAA
PAPAP

SU
N

SU
N

SU
N

SSU
NUN

PR
ESE

NT!
PR

ESE
NT

PR
ESE

NTT!T!
PR

ESE
NTT!

11110000
0000

oooooooorrrrrrr
505050

000
!!!!!!

201
8.5

.27
2F









N
O

G
A

K
U

 F
E

S
T

IV
A

L
 2

0
1
8

 

441 5
造

園
科

学
科

が
地

域
創

成
科

学
科

摯
●

載
●

負
曹

花
とみ

ど
リ

●
化

●
●

 
●

●
デ

ザ
イン

量
●

●
●

●
霰

人
と

自
然

の
閃

摂
創

造
に

訂
献

す
る

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
を

行
成

自
然

·
:O

ら
し

・ 持
萩

可
能

な
社

会
を

創
造

す
る

地
域

創
成

科
学

科

「実
験

室
」「

デ
ザ

イ
ン

ス
タ

ジ
オ

」「
研

究
室

」の
各

プ
ー

ス
で

、
実

際
に

植
物

実
験

や
公

國
や

庭
國

の
デ

ザ
イ

ン
．

環
墳

計
瀾

、
自

然
保

護
胃

査
を

学
生

た
ち

が
実

籟
し

て
い

ま
す

。
も

ち
ろ

ん
、

み
な

さ
ん

の
最

ぴ
込

み
参

加
も

大
徽

辺
で

す
．

あ
な

た
自

身
の

蓄
加

・体
順

を
通

し
て

、
造

讚
料

学
科

の
楽

し
さ

・
奥

深
さ

に
触

れ
て

くだ
さ

い
。

＇
 

体
●

企
●

I 
I

研
完

重
ツ

ア
ー

I
●

櫨
物

を
●

戴
しよ

う
I'

!$
1員

1遍
■

纏物
の

世
界

』
隕

'1
tt

応
．

●
デ

ザ
イン

体
蒙

．
＇体

●
1ラ

ン
ド

ス
ケ

ー
プ

デ
ザ

イン
の

世
界

』
“

繁
軽に

ご
楕

麟
くだ

さ
い

．

●
壽

量
体

鵬
＇最

先
鴫

の
技

111
を

●
便

した
瀾

量
の

世
界

』
い

つ
で

も
オ

ー
プ

ン中
で

す
．

●
ミニ

・姑
山

＊
（テ

ー
プ

ル
ガ

ー
デ

ン
）を

つ
くろ

う
1

●
生

き
l,

O)
•日

槃
胃生

を
零

ぷ：璽
山り

生
き

笏・
属

纏
Ol

ll
応

.J
J気

軽に
ご

楕
艤

くだ
さ

い
．：：：

壽
塁

●
嶋

誡の
曝

嶋を
躙

ぺる
：水

賣
•土

蝙の
JII

定
の

耐
亮

鵞
を

”
分

11.
で

ご
案

内
し

ま
す

．

●
防

只
●

災
を

零
ぷ

：防
災

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

9
ン

・

lJ
M

II
JII

●
貫に

よ
る

JII
●

シ
ス

テ
ム

モ
ー

ピ
ル

1 
学

科
慶

II!
会

マ
ッピ

ン
グ

・ド
ロ

ー
ン

•3
0プ

リン
ク

一
体

験
●

●
ら

しの
技

を
零

ぷ
：ロ

ー
ブ

ワ
ー

ク
体

農
鳥

獣
（零

輯
●

111
•

>t
o,

oo
/1

1:oo
/12

:oo
/1

l:oo
 

懺
書

対
賣の

知
·

/1
':

00
/1

5:00
(各

5
分

）
●

蠍
竃

劃
成

U
掌

科
の

鳩
誡づ

くリ
を

学
ぷ

～
●

（●
●に

よ
る

●
零

暢
●

●
）J

0:
00

-J
G:oo

 
山

村
から

●
市

2
で

～
叩

受
＂

!,
33

国
際

農
業

開
発

学
科

・
貴

●
卜

■

�
 

貪
闘

●
●

開
発

途
上

国
の

梵
展

と
地

球
規

桟
の

保
全

を
担

う
パ

イ
オ

ニ
ア

OO
IO

農
婁

闘
発

学
科

で
は

追
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の
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食
料
の
安
定
供
給
の
確
保

多
面
的
機
能
の
十
分
な
発
揮

農
村
の
振
興

１
．
自
然
循
環
機
能
の
維
持
増
進
（
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
に
お
け
る
位
置
付
け
）

○
食
料
・農

業
・農

村
基
本
法
に
お
い
て
、
農
業
に
つ
い
て
は
、
食
料
そ
の
他
の
農
産
物
の
供
給
の
機
能
及
び
多
面
的
機
能
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
農
業
の
自
然
循

環
機
能
が
維
持
増
進
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
持
続
的
な
発
展
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

○
ま
た
、
国
は
、
農
業
の
自
然
循
環
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
た
め
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農
薬
及
び
肥
料
の
適
正
な
使
用
の
確
保
、
家
畜
排
せ
つ
物
等
の
有
効
利
用
に
よ
る
地
力
の
増
進

そ
の
他
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
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第
４
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す
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の
担
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の
特
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じ
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が
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率
的
に
組
み
合
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さ
れ
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望
ま
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い
農
業

構
造
が
確
立
さ
れ
る
と
と
も
に
、
農
業
の
自
然
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能
（農

業
生
産
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動
が
自
然
界
に
お
け
る
生
物
を
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在
す
る
物
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に
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し
、
か
つ
、

こ
れ
を
促
進
す
る
機
能
を
い
う
。
以
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同
じ
。
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等
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有
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に
よ
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と
す
る
。
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立
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自
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循
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能
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維
持
増
進
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新時代の非財務情報開示の
あり方に関する
調査研究報告書（概要版）

一般財団法人 企業活力研究所一般財団法人 企業活力研究所

多様な
ステークホルダーとの
より良い関係構築に

向けて

平成３０年３月
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14

企業の非財務情報開示の実態 第3 章  

これまでに見て来た全体の傾向を踏まえ、より深く企

業の非財務情報開示が抱える課題と解決に向けた示唆

を把握するため、国内外企業に対するアンケート調査、

文献調査、研究会での発表及びインタビューを通じて分

析を行った。 

3-2-1　日本企業アンケート調査結果
日本企業の非財務情報開示における実態と課題を把

企業の非財務情報開示の実態 第3 章  

ステークホルダーからの開示要請は国内（「大いに

感じられる」「少し感じられる」合計で約8割）、海外（同

6割強）とも高水準にあると思われる【グラフ①】。特に

近年の国内でのESG投資の盛り上がりが、海外よりも

国内からの要請が高いという結果につながっている

46.4

32.9

12.1
7.1

1.4

大いに感じられる 少し感じられる どちらとも言えない あまり感じられない

全く感じられない その他 無記入

45.0

19.3

17.9

10.7

5.7 1.4
ｎ＝140

（％） 

【平成29年度調査】非財務情報開示への要請の高まりをどの程度感じるか

国内からの要請 海外からの要請 
ｎ＝82 

握するため、アンケート調査を実施し140社から回答を

得た。なお、回答企業の約8割が東証一部上場企業であ

り、過半数が売上高1,000億円以上、1兆円を超える企

業も1/4に達する。また海外売上比率も15%を超える

企業が過半数を超えていることから、グローバルに展開

する大手企業が主な回答者となっている点に留意する

必要がある。

アンケート対象期間：2017年11月6日～

2018年1月10日

アンケート対象：3,000社（上場第一部、第二部、マザーズ計

2,795社及び非上場売上高上位205社）

回答企業：140社（回答率4.7%）

3-1　調査の目的と概要

3-2　非財務情報開示の現状と
課題（アンケート調査結果）

非財務情報開示への要請

と考えられる。なお、母数は異なるものの、平成23年

度調査との比較でも要請が高まっていることが伺える

【グラフ②】（平成23年度調査では投資家からのESG

情報の開示要請が「大いに感じられる」「少し感じられ

る」）が6割弱）。

第3章 企業の非財務情報開示の実態 

グラフ①
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●非財務情報を将来の企業価値と結び付けて開示・説

明すること（約62%）、本業のビジネスと非財務情報

を関連付けること（約54%）が開示における2大課題

【グラフ㉕】。平成23年度調査において提言した、非

財務情報を価値創造のストーリーに結び付けて開示

することができている企業は約3割【グラフ㉖】。

非財務情報開示の課題と価値創造につながる非財務情報の開示

 

 

15.2

3.0

9.1

9.1

63.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

その他

経営ビジョン・中期経営計画書にCSR関連計画を盛り込ん
でいる

CSRレポート（サスティナビリティレポート）に財務情報
も掲載している

アニュアルレポートとCSRレポートを１本に統合している

アニュアルレポートに非財務情報も掲載している

7.9

2.1

17.9

18.6

27.1

27.9

30.0

37.9

54.3

62.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

無記入

その他

CSRに関する活動自体が進まない

ステークホルダーからPDCAを回す上で有益なフィード
バックが得られていない

ガイドライン・規制への十分な対応

リスクと機会との結びつけ

様々な発信内容の整理・統一

他部門との連携・理解

本業のビジネスと非財務情報を関連付けること

非財務情報を将来の企業価値と結び付けて開示・説明す
ること

ｎ＝140

ｎ＝33 

（％） 

（％） 
【平成23年度調査】財務情報と非財務情報をどのように開示しているか

【平成29年度調査】非財務情報開示において課題に感じていること（MA) 
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CSRレポート（サスティナビリティレポート）に財務情報
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アニュアルレポートとCSRレポートを１本に統合している

アニュアルレポートに非財務情報も掲載している
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CSRに関する活動自体が進まない

ステークホルダーからPDCAを回す上で有益なフィード
バックが得られていない

ガイドライン・規制への十分な対応

リスクと機会との結びつけ

様々な発信内容の整理・統一

他部門との連携・理解

本業のビジネスと非財務情報を関連付けること

非財務情報を将来の企業価値と結び付けて開示・説明す
ること

ｎ＝140
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（％） 

（％） 
【平成23年度調査】財務情報と非財務情報をどのように開示しているか

【平成29年度調査】非財務情報開示において課題に感じていること（MA) 

グラフ㉔

グラフ㉕
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各企業の持続可能な目標の達成にあたっては、持続可能性
を専門とするチームや専門家が果たす役割も重要である
が、持続可能性を事業戦略、企業風土および事業展開に組
み込むには、研究開発部、事業展開部、供給管理部、事業
部、人事部等の各部門の支持と主体的な取組みが鍵を握っ
ている。

各企業やその持続可能な目標の性質によって、部門の重要
度にばらつきが出る。たとえば、サプライヤーに関する目
標は、サプライチェーン管理を担当する部署が主体的な取
組みを握っている方が、成功する可能性は高くなる。いず
れにせよ、個々の目標・ターゲットの進捗度に関する個々
の説明責任が成功を促進する。

組織変革や事業統合の推進には、様々な取組みが関係して
いる。それは、啓発・研修だけでなく、外部の専門家やステー
クホルダーとの交流を通じて得られた知識やヒントの活用
もそうである。

組織としての持続可能な開発に関する戦略の策定・実施を
推進するため、多くの企業では、部門横断的な持続可能性
に関する協議会、委員会またはプロジェクトチームを設立
している。場合によっては、ガバナンス体制に取締役会レ
ベルの持続可能性委員会が含まれていることもある。この
場合、持続可能性の優先課題に特化した戦略的な検討を行
うための時間が確保されるため、事業への統合の初期段階
では特に有益である。

実例：組織に持続可能な目標を組み込む

2016年度企業経営課題

研究開発部門
製品に使われていることが明らかになった 

有害化学物質の代替物質を 2016年度までに発掘

KPI：SDGsの目標 12に貢献

サプライチェーン管理部門
仕入れた製品・部品に使われている有害化学物質を 

すべて洗い出し、可能なものに関しては 2016年度までに禁止

個別のターゲット 個別のターゲット

部門管理課題 部門管理課題

研究開発技術者
担当する製品・部品に 

使用されていることが明らかに 
なった有害化学物質について、 

2016年度までに 
代替物質を発掘

部品仕入れ担当者
すべての仕入れ口座について

2016年度までに 
有害化学物質に関する 
仕入方針を徹底

 製品中の有害化学物質*を段階的に縮小し、2020年までに全廃

 2016年度までにすべての有害化学物質を洗い出し、可能なところから使用を停止し、代替物質を発掘

* 有害化学物質とは、内外の専門家の意見により指定したもので、法律で禁止されていないものも含む。

権限委任項目

権限委任項目

23www.sdgcompass.orgSDG コンパス

全ての部門に持続可能性を組み込む

http://www.sdgcompass.org


2015 年 9 月 25 日第 70 回国連総会で採択 （国連文書 A/70/L.1 を基に外務省で作成） 

仮訳 
我々の世界を変革する： 

持続可能な開発のための 2030 アジェンダ 

前文 

このアジェンダは、人間、地球及び繁栄のための行動計画である。これはまた、より大

きな自由における普遍的な平和の強化を追求するものでもある。我々は、極端な貧困を含

む、あらゆる形態と側面の貧困を撲滅することが最大の地球規模の課題であり、持続可能

な開発のための不可欠な必要条件であると認識する。 

すべての国及びすべてのステークホルダーは、協同的なパートナーシップの下、この計

画を実行する。我々は、人類を貧困の恐怖及び欠乏の専制から解き放ち、地球を癒やし安

全にすることを決意している。我々は、世界を持続的かつ強靱（レジリエント）な道筋に

移行させるために緊急に必要な、大胆かつ変革的な手段をとることに決意している。我々

はこの共同の旅路に乗り出すにあたり、誰一人取り残さないことを誓う。 

今日我々が発表する 17の持続可能な開発のための目標（SDGs）と、169 のターゲットは、

この新しく普遍的なアジェンダの規模と野心を示している。これらの目標とターゲットは、

ミレニアム開発目標（MDGs）を基にして、ミレニアム開発目標が達成できなかったものを

全うすることを目指すものである。これらは、すべての人々の人権を実現し、ジェンダー

平等とすべての女性と女児の能力強化を達成することを目指す。これらの目標及びターゲ

ットは、統合され不可分のものであり、持続可能な開発の三側面、すなわち経済、社会及

び環境の三側面を調和させるものである。 

これらの目標及びターゲットは、人類及び地球にとり極めて重要な分野で、向こう 15年

間にわたり、行動を促進するものになろう。 

人間 

我々は、あらゆる形態及び側面において貧困と飢餓に終止符を打ち、すべての人間が尊

厳と平等の下に、そして健康な環境の下に、その持てる潜在能力を発揮することができる

ことを確保することを決意する。 
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1 

 

地球 

我々は、地球が現在及び将来の世代の需要を支えることができるように、持続可能な消

費及び生産、天然資源の持続可能な管理並びに気候変動に関する緊急の行動をとることを

含めて、地球を破壊から守ることを決意する。 

 

繁栄 

我々は、すべての人間が豊かで満たされた生活を享受することができること、また、経

済的、社会的及び技術的な進歩が自然との調和のうちに生じることを確保することを決意

する。 

 

平和 

我々は、恐怖及び暴力から自由であり、平和的、公正かつ包摂的な社会を育んでいくこ

とを決意する。平和なくしては持続可能な開発はあり得ず、持続可能な開発なくして平和

もあり得ない。 

 

パートナーシップ 

我々は、強化された地球規模の連帯の精神に基づき、最も貧しく最も脆弱な人々の必要

に特別の焦点をあて、全ての国、全てのステークホルダー及び全ての人の参加を得て、再

活性化された「持続可能な開発のためのグローバル・パートナーシップ」を通じてこのア

ジェンダを実施するに必要とされる手段を動員することを決意する。 

 

持続可能な開発目標の相互関連性及び統合された性質は、この新たなアジェンダ（以後

「新アジェンダ」と呼称）の目的が実現されることを確保する上で極めて重要である。も

し我々がこのアジェンダのすべての範囲にわたり自らの野心を実現することができれば、

すべての人々の生活は大いに改善され、我々の世界はより良いものへと変革されるであろ

う。 

 

宣言（注：各パラ冒頭のカッコ書きは仮訳用に便宜上付したもの） 

導入部 

１．我々、国家元首、政府の長その他の代表は、国連が 70周年を迎えるにあたり、2015 年

9 月 25 日から 27 日までニューヨークの国連本部で会合し、今日、新たな地球規模の持続可

能な開発目標を決定した。 

 

２．（総論）我々の国民に代わり、我々は、包括的、遠大かつ人間中心な一連の普遍的かつ

変革的な目標とターゲットにつき、歴史的な決定を行った。我々は、このアジェンダを 2030

年までに完全に実施するために休みなく取り組むことにコミットする。我々は、極端な貧
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実施手段 

３９．新アジェンダの規模と野心は、その実施を確保するために活性化された「グローバ

ル・パートナーシップ」を必要とする。我々は、全面的にこれにコミットする。このパー

トナーシップは、世界的連帯、特に、貧しい人々や脆弱な状況下にある人々に対する連帯

の精神の下で機能する。それは、政府や民間セクター、市民社会、国連機関、その他の主

体及び動員可能なあらゆる資源を動員して全ての目標とターゲットの実施のために地球規

模レベルでの集中的な取組を促進する。 

 

４０．(実施手段、アディスアベバ行動目標との関係)目標 17とそれぞれの SDG 下における

実施手段は、我々のアジェンダを実現する鍵であり、その他の目標とターゲットの重要さ

に匹敵する。SDGs を含むアジェンダは、持続可能な開発のための活性化されたグローバル・

パートナーシップの枠組みの下で実現され、 2015 年 7 月 13～16 日、アディスアベバで開

催された第 3 回開発資金国際会議成果文書に記載されている具体的な政策と行動によって

支えられる。我々は、持続可能な開発のための 2030 アジェンダの不可欠な部分であるアデ

ィスアベバ行動目標が国連総会においてエンドースされたことを歓迎する。我々は、アデ

ィスアベバ行動目標の十分な実施は、持続可能な開発の目標とターゲットの実現に不可欠

であることを認める。 

 

４１．（国家、民間セクターの役割）我々は、それぞれの国が自国の経済・社会発展のため

の第一義的な責任を有するということを認識する。新アジェンダは、その目標とターゲッ

トの実施に必要とされる手段も含んでいる。これらの実施手段は財政的なリソースの動員

をはじめとして、相互に同意された譲許的優遇的な条件で開発途上国に対し行われる環境

に優しい技術の移転、能力構築を含むものであることを認める。国内及び国際社会による

公的資金は、不可欠なサービスと公共財の供給及び他の資金源を呼び込む上できわめて重

要な役割を果たす。我々は、小規模企業から多国籍企業、協同組合、市民社会組織や慈善

団体等多岐にわたる民間部門が新アジェンダの実施における役割を有することを認知する。 

 

４２．（各種行動計画、アフリカ関連イニシアティブ、紛争）我々は、「イスタンブール宣

言及び行動計画」、「サモア・パスウェー（SAMOA pathway）」、「ウィーン行動計画」等の関

連ある戦略及びプログラムの実施を支持する。また、新アジェンダにおいて不可欠である

アフリカ連合の「2063 アジェンダ」と「アフリカ開発のための新パートナーシップ(NEPAD)」

のプログラムを支持することの重要性を再確認する。我々は、紛争下や紛争後の国々が永続的

な平和と持続可能な開発を達成するための大きな課題を有していることを認識する。 

 

４３．（ODA の役割、コミットメントの再確認）我々は、国際的な公的資金が、国内、とり

わけ限られた国内資源しかない最貧国や脆弱な国において、公的資源を国内的に動員する

ための取組を補完する上で重要な役割を果たすということを強調する。ODA を含む国際的な
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　区　分 2013 2014 2015 2016 2017

農業 20 21 19 12 15

林・水産・鉱業 1

建設業（土木・造園・設備・住宅等） 1 2 4 1

製造業 21 10 12 15 12

卸売業 8 10 11 12 9

小売業 12 10 8 11 12

金融・保険業 1 2 1 4 2

不動産業 1

運輸・通信業 1 2 3

電気・ガス・水道業

医療保健業 5 6 6 6 1

教育 5 5 2 5 2

非営利団体

その他のサービス業 25 14 26 22 35

公　務 4 6 5 3 6

その他 1

合 計 103 88 95 95 95

2013年度～2017年度
生物産業学部　北方圏農学科卒業生　進路状況
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　区　分 2013 2014 2015 2016 2017

農業 2 2 2 2 2

林・水産・鉱業 1 1 2 1 1

建設業（土木・造園・設備・住宅等） 1 2 5 2

製造業 15 10 7 7 15

卸売業 9 10 2 8 14

小売業 9 18 14 12 10

金融・保険業 1 2 1 1

不動産業 1 2

運輸・通信業 1 2 3 3

電気・ガス・水道業 1

医療保健業

教育 1 0 4 4 3

非営利団体

その他のサービス業 25 14 23 24 20

公　務 5 5 6 5 4

その他

合　　　　　計 71 64 68 71 73

2013年度～2017年度
生物産業学部　海洋水産学科卒業生　進路状況
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　区　分 2013 2014 2015 2016 2017

農業 3 1 1

林・水産・鉱業 1

建設業（土木・造園・設備・住宅等） 2

製造業 50 40 41 40 40

卸売業 15 9 11 14 15

小売業 12 10 13 11 7

金融・保険業 2 2 1 2 1

不動産業 1

運輸・通信業 1 1 1

電気・ガス・水道業

医療保健業 1 2 2 2

教育 3 2 1 0 0

非営利団体

その他のサービス業 17 15 13 23 15

公　務 2 1 1 2 0

その他 1 1

合　　　　　計 108 82 85 93 84

2013年度～2017年度
生物産業学部　食香粧化学科卒業生　進路状況
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　区　分 2013 2014 2015 2016 2017

農業 5 4 5 3 9

林・水産・鉱業 1 1 1

建設業（土木・造園・設備・住宅等） 2 10 2 4 4

製造業 9 14 13 17 9

卸売業 12 16 19 14 13

小売業 14 10 12 10 13

金融・保険業 3 2 8 3 3

不動産業 1 1

運輸・通信業 1 3 1 2 3

電気・ガス・水道業 1 1 1

医療保健業 1 1 1 3

教育 2 0 1 3 2

非営利団体

その他のサービス業 21 19 28 21 31

公　務 4 6 5 5 8

その他 1 1

合　　　　　計 76 88 97 83 100

2013年度～2017年度
生物産業学部　自然資源経営学科卒業生　進路状況
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リクルートワークス研究所
〒104-8001 東京都中央区銀座8-4-17
リクルートGINZA8ビル
株式会社リクルート
所長 大久保 幸夫

2018年12月19日

ワークス採用見通し調査

株式会社リクルートホールディングスの中間持ち株会社である株式会社リクルート（本社：東京都千
代田区 代表取締役社長：北村吉弘）内の、人と組織に関する研究機関・リクルートワークス研究所は、
民間企業における、2020年新卒者を対象とした採用見通しに関する調査を行いました。全国の4,691社
より回答を得、このたび結果がまとまりましたのでお知らせします。

（新卒：2020年卒）

大学・大学院卒者の採用が前年より「増える」企業は13.8％―高止まり傾向が続く
新卒採用で、通年採用を予定している企業は10.7％にとどまる

【2020年卒者の新卒採用見通し（大学生・大学院生）】詳細3, 4ページ
前年と比較して、新卒採用数が「増える」は13.8%、「減る」は5.9%。「増える－減る」のポイントは
+7.9%ポイントで高水準を維持。
業種別に見ると、全ての業種において「増える」が「減る」を上回った。特に大きく上回ったのは、流通業
（+9.9%ポイント）とサービス・情報業（+8.7%ポイント）など、人手不足が目立つ産業となった。

【新卒採用見通しの経年比較 （大学生・大学院生） 】詳細7ページ

 2012年卒以降、9年連続で「増える」が「減る」を上回っている。
採用見通しについて「わからない」と回答する企業が19.8％と２年連続で低水準となった。採用のスタンスを
明確にする企業が増加している。

【人材採用戦略（大学生・大学院生） 】詳細8～10ページ
人手不足のなか、2020年卒の人材採用戦略として①初任給を引き上げる、②女性の採用比率を高める、➂外国
籍学生の採用比率を高める、を実施または予定しているかを質問した。なかでも、初任給の引き上げを実施ま
たは予定している企業は49.9%で、前回の42.5％より7.4％ポイント上昇した。業種別や企業規模別で見ても
全ての企業群で初任給引き上げを実施または予定が増加しており、採用戦略として重要視していることがうか
がえる。

【2019年卒採用における充足率（大学生・大学院生）】詳細11ページ
10月1日時点の翌年度新卒採用の充足率（＝2018年10月1日時点の内定数÷2018年4月時点の採用予定数）は
80.0％。人手不足が目立つ建設業や医療・福祉を中心に計画通りに採用できない状況が見られる。

【2019年卒採用における通年採用の状況】詳細12～14ページ
大学・大学院卒の2019年4月入社者の採用活動について、終期を定めず通年で採用活動を予定している企業は
10.7％にとどまる。
人手不足の業種では、新卒と中途の区分にこだわらない採用への取り組みも進む。

【お問い合わせ先】
株式会社リクルート リクルートワークス研究所 古屋星斗 茂木洋之

E-mail:works_1@r.recruit.co.jp  http://www.works-i.com
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【目次】

【調査概要】
調査目的：全国の民間企業を対象に、新卒採用における求人動向を明らかにすること。

－リクルートワークス研究所について－

リクルートワークス研究所は、1999年1月に設立された、株式会社リクルート内にある「人」と「組織」に関する研究機
関。「人材マネジメント」や「労働市場」に関する情報発信・提言活動の推進を行う。

≪調査結果を見る際の注意点≫
※%を表示する際に小数点第2位で四捨五入しているため、%の合計が100%と一致しない場合があります。
※業種別の表において、業種にその他の区分があるため、大分類の合計社数は回答社数と一致しません。
※充足率（11ページ）のみ従業員規模・業種によりウェイトバックし、他はウェイトバック無しで集計していま
す。

調査概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2ページ

2020年卒者の新卒採用見通し（大学生・大学院生）・・・・・・・・・・・・・3～4ページ
従業員規模別・・・・・・・・・・・3ページ
業種別・・・・・・・・・・・・・・4ページ

2020年卒者の新卒採用見通し（高校生）・・・・・・・・・・・・・・・・・・5～6ページ
従業員規模別・・・・・・・・・・・5ページ
業種別・・・・・・・・・・・・・・6ページ

新卒採用見通しの経年比較・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7ページ

初任給（大学生・大学院生） ・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・８ページ

女性の採用比率比率（大学生・大学院生） ・・・・・・・・・・・ ・・・・・・９ページ

外国籍学生の採用（大学生・大学院生）・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・ 10ページ

2019年新卒採用の10月1日時点 充足率（大学生・大学院生）・・・・・・・・・11ページ

2019年卒採用における通年採用の状況 ・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・12～14ページ

【2018年調査】
調査対象：従業員規模５人以上の全国の民間企業

7,179社

調査項目：2018年度の新卒・中途採用状況
2019年度の新卒・中途採用見通し

調査期間：2018年10月9日～11月13日

回収社数：4,691社（回収率65.3％）

回収方法：電話・FAXにて回収

（参考）
【2017年調査】
調査対象：従業員規模５人以上の全国の民間企業

6,992社

調査項目：2017年度の新卒・中途採用状況
2018年度の新卒・中途採用見通し

調査期間：2017年10月11日～11月13日

回収社数：4,669社（回収率66.8％）

回収方法：電話・FAXにて回収
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社数 増える 変わらない 減る わからない
以前も今後も
採用しない

無回答
　　増える
　　　－減る

4691 13.8% 49.6% 5.9% 19.8% 10.9% 0.0% +7.9
3475 12.4% 47.3% 5.9% 19.9% 14.5% - +6.5

　5～99人 999 6.3% 30.2% 2.6% 25.7% 35.1% - +3.7
　100～299人 1153 12.8% 48.7% 7.0% 20.9% 10.6% - +5.8
　300～999人 1323 16.7% 59.0% 7.4% 14.5% 2.3% - +9.3

1216 17.6% 56.3% 5.8% 19.6% 0.5% 0.2% +11.8
　1000～1999人 528 15.7% 63.1% 6.3% 14.0% 0.9% - +9.4
　2000～4999人 408 18.6% 52.2% 5.6% 23.0% 0.2% 0.2% +13.0
　5000人以上 280 19.6% 49.6% 5.4% 25.0% 0.0% 0.4% +14.2

（％ポイント）

全　　体
1000人未満

1000人以上

【2020年卒者の新卒採用見通し（大学生・大学院生）】

【従業員規模別 2020年卒者の新卒採用見通し（大学生・大学院生） 】

＜参考＞ 従業員規模別 2019年卒者の新卒採用見通し（大学生・大学院生）

• 2020年卒の大学生・大学院生を対象とした新卒採用見通しは、「増える」（13.8%）が「減る」（5.9%）を上
回った（+7.9%ポイント）。2019年卒に引き続き、大学生・大学院生の新卒採用は増加する見込み。

• また、「わからない」は19.8%と、2019年卒の19.5%と同水準で、新卒採用への需要が拡大する中、採用のス
タンスを明確にする企業が増加している。
（参考：第35回大卒求人倍率調査（2018年4月公表）によると、2019年卒の求人総数は約81万人で、2014年卒
の5年前より、約27万人増加した。このような高水準が今後も続く見通し。）

• 従業員規模別に見ると、いずれの従業員規模においても、「増える」が「減る」を上回った。
• 「増える－減る」のポイントが比較的に大きい従業員規模は、従業員5,000人以上企業（+14.2%ポイント）と
従業員2,000～4,999人（+13.0%ポイント）の企業。大手の企業における新卒採用増の傾向が顕著に出た。

• 「増えるー減る」のポイントは従業員1,000人未満の企業は+6.5%ポイント、従業員1,000人以上の企業は
+11.8%ポイントだった。

■ 2020年卒者の新卒採用の見通し（大学生・大学院生卒）

■従業員規模別 2020年卒者の新卒採用見通し（大学生・大学院生）

13.8

49.6

5.9

19.8

10.9

0.0

+7.9

15.8

48.6

5.1

19.5

11.0

0.1

+10.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

増える 変わらない 減る わからない 以前も今後も採用しない 無回答 増える－減る

2020年卒 2019年卒

（％） （「増える」-「減る」、％ポイント）

社数 増える 変わらない 減る わからない
以前も今後も
採用しない

無回答
　　増える
　　　－減る

3425 15.0% 45.4% 5.4% 19.4% 14.8% - +9.6
1244 17.8% 57.4% 4.2% 19.9% 0.6% 0.2% +13.6

（％ポイント）

1000人未満

1000人以上
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（％ポイント）

業種大分類 社数 増える 変わらない 減る わからない
以前も今後も
採用しない

無回答 増える－減る

建設業 353 16.1% 49.0% 4.2% 15.6% 14.7% 0.3% +11.9
製造業 1592 15.8% 49.0% 4.9% 21.4% 8.9% - +10.9
流通業 858 18.6% 49.9% 5.4% 17.7% 8.4% - +13.2
金融業 308 11.0% 51.3% 7.8% 25.3% 4.5% - +3.2
サービス・情報業 1518 14.5% 47.2% 4.7% 18.4% 15.0% 0.1% +9.8

【業種別 2020年卒者の新卒採用見通し（大学生・大学院生） 】

• 業種別を大分類で見ると、全ての業種において「増える」が「減る」を上回った。ただし、金融業は、「増える」
－「減る」のポイントが+1.4%ポイントと、ほかの業種に比べて小さい。また、「わからない」の回答が30.7％で
高い。

• 業種別を中分類で見ると、「増える」が「減る」を大きく上回っているのは、小売業（+13.7%ポイント） 、飲食
店・宿泊業（ +12.0%ポイント）、情報通信業（+10.0%ポイント） 。2019年卒同様、人手不足が顕著な業種を
中心に「増える」が「減る」を大きく上回っているといえる。

■ 業種別 2020年卒者の新卒採用の見通し（大学生・大学院生）

＜参考＞業種別 2019年卒者の新卒採用見通し（大学生・大学院生）

注）業種大分類において、“製造業”は中分類の製造業（機械以外）、機械器具製造業、“流通業”は卸売業、小売業、“サービス・
情報業”は電気・ガス・熱供給・水道業、情報通信業、運輸業、不動産業、飲食店・宿泊業、医療・福祉、教育・学習支援業、
サービス業（他に分類されないもの）を含む分類である

業種大分類 社数 増える 変わらない 減る わからない
以前も今後も
採用しない

無回答 増える－減る

建設業 338 13.0% 47.0% 8.0% 18.3% 13.6% - +5.0
製造業 1568 13.7% 50.8% 6.4% 20.9% 8.2% - +7.3
流通業 876 16.3% 51.8% 6.4% 16.4% 9.0% - +9.9
金融業 277 10.1% 47.3% 8.7% 30.7% 3.2% - +1.4
サービス・情報業 1591 12.9% 48.4% 4.2% 19.0% 15.4% 0.1% +8.7

業種中分類 社数 増える 変わらない 減る わからない
以前も今後も
採用しない

無回答 増える－減る

建設業 338 13.0% 47.0% 8.0% 18.3% 13.6% - +5.0
製造業（機械以外） 902 12.5% 48.4% 6.4% 22.5% 10.1% - +6.1
機械器具製造業 666 15.3% 54.1% 6.3% 18.8% 5.6% - +9.0
※電気・ガス・熱供給・水道業 41 9.8% 41.5% 4.9% 31.7% 12.2% - +4.9
情報通信業 330 16.4% 57.3% 6.4% 13.9% 6.1% - +10.0
運輸業 278 10.4% 49.6% 1.8% 15.5% 22.3% 0.4% +8.6
卸売業 444 11.7% 54.5% 5.4% 19.6% 8.8% - +6.3
小売業 432 21.1% 49.1% 7.4% 13.2% 9.3% - +13.7
金融・保険業 277 10.1% 47.3% 8.7% 30.7% 3.2% - +1.4
※不動産業 92 5.4% 57.6% 3.3% 15.2% 18.5% - +2.1
飲食店・宿泊業 175 17.7% 43.4% 5.7% 16.6% 16.0% 0.6% +12.0
医療・福祉 227 8.4% 43.2% 2.6% 27.3% 18.5% - +5.8
※教育・学習支援業 82 12.2% 42.7% 7.3% 29.3% 8.5% - +4.9
サービス業（他に分類されないもの） 366 14.5% 44.8% 3.8% 19.4% 17.5% - +10.7

（％ポイント）

（注意）※が付いているものは、回答社数が少ないため、参考データとして掲載
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【2020年卒者の新卒採用見通し（高校生）】

• 従業員規模別に見ると、いずれの従業員規模において「増える」が「減る」を上回った。
• また、「増えるー減る」のポイントは、1000人未満企業では+7.7％ポイント、1000人以上企業では+8.2％ポ
イントと前回より増加した。

• 見通しが「わからない」企業は1,000人未満企業において19.7%、1,000人以上企業において20.3%となった。

【従業員規模別 2020年卒者の新卒採用見通し（高校生） 】

• 2020年卒の高校生を対象とした新卒採用見通しは、「増える」（10.7%）が「減る」（2.9%）を上回って
おり（+7.8%ポイント）、2019年卒に続いて上回った。

• また、「以前も今後も採用しない」は32.3%と、2019年卒（34.9%）より下落した。

■ 2020年卒者の新卒採用の見通し（高校生）

10.7

34.1

2.9

19.9

32.3

0.0

+7.8
10.0

31.6

3.3

20.1

34.9

0.1

+6.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

増える 変わらない 減る わからない 以前も今後も採用しない 無回答 増える－減る

2020年卒 2019年卒

（％） （「増える」-「減る」、％ポイント）

社数 増える 変わらない 減る わからない
以前も今後も採
用しない

無回答
　増える
　　－減る

4691 10.7% 34.1% 2.9% 19.9% 32.3% 0.0% +7.8
3475 10.4% 32.8% 2.7% 19.7% 34.4% - +7.7

　5～99人 999 7.8% 22.3% 0.9% 24.7% 44.2% - +6.9
　100～299人 1153 9.5% 33.0% 3.2% 19.8% 34.4% - +6.3
　300～999人 1323 13.0% 40.5% 3.6% 15.9% 27.0% - +9.4

1216 11.8% 37.9% 3.6% 20.3% 26.2% 0.2% +8.2
　1000～1999人 528 10.6% 41.1% 3.8% 15.5% 29.0% - +6.8
　2000～4999人 408 12.5% 39.0% 3.7% 22.3% 22.3% 0.2% +8.8
　5000人以上 280 13.2% 30.4% 3.2% 26.4% 26.4% 0.4% +10.0

全　　体
1000人未満

1000人以上

（％ポイント）

社数 増える 変わらない 減る わからない
以前も今後も
採用しない

無回答
増える

　　－減る

1000人未満 3425 9.7% 30.1% 3.4% 19.6% 37.2% - +6.3
1000人以上 1244 10.6% 35.7% 3.3% 21.5% 28.7% 0.2% +7.3

（％ポイント）＜参考＞ 従業員規模別 2019年卒者の新卒採用見通し（高校生）

■従業員規模別 2020年卒者の新卒採用見通し（高校生）
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（％ポイント）

社数 増える 変わらない 減る わからない
以前も今後も
採用しない

無回答 増える－減る

建設業 353 12.7% 37.1% 4.8% 19.5% 25.5% 0.3% +7.9
製造業 1592 13.3% 40.2% 4.1% 23.4% 19.0% - +9.2
流通業 858 9.6% 25.8% 2.6% 19.5% 42.7% - +7.0
金融業 308 2.9% 31.5% 3.6% 22.7% 39.3% - -0.7
サービス・情報業 1518 7.5% 24.9% 2.6% 16.5% 48.4% 0.1% +4.9

【業種別 2020年卒者の新卒採用見通し（高校生） 】

• 業種別で見ると、大分類・中分類ともに、2020年卒者については、大学生・大学院生卒同様に、全ての業種に
おいて、「増える」が「減る」を上回った。

• 細かい区分で見ると、「増える」が「減る」を大きく上回ったのは、飲食店・宿泊業（ +16.6%ポイント）、
小売業（+12.5%ポイント）、製造業（機械以外）（+10.5%ポイント）となった。労働集約的な産業で採用
意欲が盛んであることがうかがえる。

■ 業種別 2020年卒者の新卒採用の見通し（高校生）

注）業種大分類において、“製造業”は中分類の製造業（機械以外）、機械器具製造業、“流通業”は卸売業、小売業、“サービス・
情報業”は電気・ガス・熱供給・水道業、情報通信業、運輸業、不動産業、飲食店・宿泊業、医療・福祉、教育・学習支援業、
サービス業（他に分類されないもの）を含む分類である

業種大分類 社数 増える 変わらない 減る わからない
以前も今後も
採用しない

無回答 増える－減る

建設業 338 13.0% 41.7% 3.6% 18.3% 23.4% - +9.4
製造業 1568 13.0% 44.3% 4.1% 22.4% 16.2% - +8.9
流通業 876 11.1% 28.5% 1.9% 19.7% 38.7% - +9.2
金融業 277 7.2% 30.0% 1.8% 28.5% 32.5% - +5.4
サービス・情報業 1591 8.5% 26.4% 2.5% 16.2% 46.3% 0.1% +6.0

業種中分類 社数 増える 変わらない 減る わからない
以前も今後も
採用しない

無回答 増える－減る

建設業 338 13.0% 41.7% 3.6% 18.3% 23.4% - +9.4
製造業（機械以外） 902 14.3% 42.0% 3.8% 23.1% 16.9% - +10.5
機械器具製造業 666 11.3% 47.4% 4.5% 21.5% 15.3% - +6.8
※電気・ガス・熱供給・水道業 41 12.2% 12.2% 7.3% 31.7% 36.6% - +4.9
情報通信業 330 1.5% 18.8% 0.9% 12.1% 66.7% - +0.6
運輸業 278 10.1% 36.3% 2.9% 16.9% 33.5% 0.4% +7.2
卸売業 444 7.0% 25.9% 1.1% 20.0% 45.9% - +5.9
小売業 432 15.3% 31.3% 2.8% 19.4% 31.3% - +12.5
金融・保険業 277 7.2% 30.0% 1.8% 28.5% 32.5% - +5.4
※不動産業 92 3.3% 14.1% 1.1% 7.6% 73.9% - +2.2
飲食店・宿泊業 175 20.6% 35.4% 4.0% 15.4% 24.0% 0.6% +16.6
医療・福祉 227 6.6% 33.9% 2.6% 21.1% 35.7% - +4.0
※教育・学習支援業 82 0.0% 9.8% 0.0% 13.4% 76.8% - +0.0
サービス業（他に分類されないもの） 366 11.7% 25.1% 3.0% 17.8% 42.3% - +8.7
（注意）※が付いているものは、回答社数が少ないため、参考データとして掲載

（％ポイント）

＜参考＞業種別 2019年卒者の新卒採用見通し（高校生）



7

－7.4 －3.8

+1.8 +4.0

+3.4

+7.8 +8.7 +9.2 +7.8
+10.7

+7.9

－3.0 －2.2
－0.7 －0.4 －1.1

+2.2

+5.8 +6.4 +5.4 +6.7
+7.8

－8.0
－6.0
－4.0
－2.0
+0.0
+2.0
+4.0
+6.0
+8.0

+10.0
+12.0

2010

年卒

2011

年卒

2012

年卒

2013

年卒

2014

年卒

2015

年卒

2016

年卒

201７

年卒

2018

年卒

2019

年卒

2020

年卒

大学・大学院生 高校生（％ポイント）

• 大学生・大学院生の新卒採用見通しにおいて、「増えるー減る」のポイントは+7.9％ポイントと依然として高
水準を維持。また、2012年卒以降、9年連続で「増える」が「減る」を上回っている。

• 「わからない」と回答している企業が19.8％で、２年連続で20％を下回った。2011年卒と比較して、16.8％
ポイント低く、新卒採用への需要が拡大するなか、採用について明確なスタンスを持つ企業が増加している。

• 高校生の新卒採用見通しにおいても、2015年卒以降、6年連続で「増える」が「減る」を上回り、過去最高の
数値となった。

【新卒採用見通しの経年比較】

■高校生の新卒採用見通し

注）高卒の採用見通しは2010年卒より調査している。
注）2010年卒（2009年度）以前は、採用の見通しを質問する際に、「以前も今後も採用しない」を選択肢に入れておらず、

2011年卒以降と2010年卒以前は単純比較できないため、参考として記載。

■大学生・大学院生の新卒採用見通し

■「増えるー減る」の％ポイントの時系列推移

増える 変わらない 減る わからない
以前も今後も
採用しない

無回答 増える－減る

2020年卒 10.7% 34.1% 2.9% 19.9% 32.3% 0.0% +7.8
2019年卒 10.0% 31.6% 3.3% 20.1% 34.9% 0.1% +6.7
2018年卒 8.3% 33.6% 2.9% 21.1% 34.0% 0.1% +5.4
2017年卒 8.9% 31.4% 2.5% 22.7% 34.3% 0.1% +6.4
2016年卒 8.4% 29.9% 2.6% 25.2% 33.7% 0.2% +5.8
2015年卒 5.8% 28.9% 3.6% 22.7% 38.9% 0.1% +2.2
2014年卒 4.0% 28.1% 5.1% 24.6% 38.1% 0.2% -1.1
2013年卒 3.2% 27.8% 3.6% 25.5% 39.7% 0.1% -0.4
2012年卒 3.4% 26.7% 4.1% 28.2% 37.4% 0.2% -0.7
2011年卒 3.1% 29.8% 5.3% 38.3% 23.3% 0.0% -2.2
2010年卒 4.9% 62.0% 7.9% 24.6% - 0.5% -3.0

（％ポイント）

増える 変わらない 減る わからない
以前も今後も
採用しない

無回答 増える－減る

2020年卒 13.8% 49.6% 5.9% 19.8% 10.9% 0.0% +7.9
2019年卒 15.8% 48.6% 5.1% 19.5% 11.0% 0.1% +10.7
2018年卒 13.5% 48.8% 5.7% 20.7% 11.1% 0.1% +7.8
2017年卒 13.4% 48.1% 4.2% 24.1% 10.1% 0.1% +9.2
2016年卒 14.0% 46.8% 5.3% 24.4% 9.3% 0.2% +8.7
2015年卒 13.3% 47.5% 5.5% 24.1% 9.5% 0.1% +7.8
2014年卒 10.3% 47.6% 6.9% 25.8% 9.2% 0.2% +3.4
2013年卒 10.4% 50.0% 6.4% 25.1% 7.9% 0.1% +4.0
2012年卒 9.3% 47.1% 7.5% 28.6% 7.5% 0.1% +1.8
2011年卒 5.5% 40.1% 9.3% 36.6% 8.3% 0.1% -3.8
2010年卒 8.3% 50.6% 15.7% 25.1% - 0.3% -7.4
2009年卒 18.0% 54.9% 6.8% 19.9% - 0.4% +11.2
2008年卒 22.7% 46.4% 6.9% 21.4% - 2.7% +15.8

（％ポイント）
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【初任給（大学生・大学院生）】

• 「新卒人材確保のための施策として初任給の引き上げを行っているか」を聞いた。初任給の引き上げを「既に取り組んで
いる」企業は26.3％、「今後取り組む予定」企業は23.6％となり、合わせて49.9％の企業が初任給の引き上げを実施、
もしくは予定している。

• 業種別に見ると、「既に取り組んでいる」企業の割合は建設業が35.8％で高い。「今後取り組む予定」企業と合わせる
と57.7％となり、人手不足に対し初任給など待遇の改善で対応している状況が伺える。

• 従業員規模別に見ると、「既に取り組んでいる」と「今後取り組む予定」の企業は、1,000人未満企業では48.0％、
1,000人以上企業では55.6％となり、規模が大きな企業の方が割合が高い。規模の大きな企業の方が待遇改善に投じる
資金に余裕がある状況が背景にある。また、1,000人未満の企業も300～999人企業は60.1％と非常に高い。

• 全ての業種において、初任給引き上げを実施・予定している企業は前年を上回っている。新卒の人材確保のために、初任
給を上げる企業が増加している。

■人材採用戦略 大学生・大学院生の新卒採用において 初任給を引き上げる

■初任給の引き上げ実施したまたは実施予定の企業の割合

49.9
57.7

53.1 53.6

42.9 44.2 48.0
55.6

42.5
51.9

45.8 46.6

36.0 35.9
40.7

47.5

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0

全体 建設業 製造業 流通業 金融業 サービス・情報業 1000人未満 1000人以上

業種 企業規模

2020年卒 2019年卒

（％）

社数
初任給引き上げを
実施・予定
（A)＋（B)

既に取り組ん
でいる
（A）

今後取り組む
予定である
（B）

取り組む予
定はない

無回答

4691 49.9% 26.3% 23.6% 50.0% 0.1%
建設業 338 57.7% 35.8% 21.9% 42.3% -
製造業（機械以外） 902 51.0% 26.4% 24.6% 48.9% 0.1%
機械器具製造業 666 56.0% 32.9% 23.1% 43.7% 0.3%
※電気・ガス・熱供給・水道業 41 51.2% 36.6% 14.6% 48.8% -
情報通信業 330 45.4% 24.8% 20.6% 54.5% -
運輸業 278 43.5% 19.4% 24.1% 56.5% -
卸売業 444 50.9% 30.2% 20.7% 49.1% -
小売業 432 56.5% 28.5% 28.0% 43.5% -
金融・保険業 277 42.9% 22.7% 20.2% 57.0% -
※不動産業 92 37.0% 16.3% 20.7% 63.0% -
飲食店・宿泊業 175 48.0% 18.3% 29.7% 51.4% 0.6%
医療・福祉 227 47.1% 23.3% 23.8% 52.9% -
※教育・学習支援業 82 37.8% 12.2% 25.6% 62.2% -
サービス業（他に分類されないもの） 366 42.4% 19.7% 22.7% 57.7% -
５～２９９人 2152 40.5% 18.2% 22.3% 59.5% -
３００～９９９人 1323 60.1% 32.7% 27.4% 39.8% 0.1%
１０００～４９９９人 936 56.1% 34.2% 21.9% 43.6% 0.3%
５０００人以上 280 54.0% 32.9% 21.1% 46.1% -

※が付いているものは、回答社数が少ないため、参考データとして掲載

全体

業種別

従業員規模別


メモ

		

				メガバンクは採用減だが、信金などへの影響は限定的。 サイヨウゲンシンキンエイキョウゲンテイテキ

				金融業は外国籍の学生を取るつもりはない キンユウギョウガイコクセキガクセイト

				製造業は海外移転や直投が進んでいるから、外国籍の人を取る文化がある。 セイゾウギョウカイガイイテンチョクトウススガイコクセキヒトトブンカ





データ貼り付け大卒

		

				自動車は採用を増やそうとしている企業が多く、 ジドウシャサイヨウフキギョウオオ





データ貼り付け高卒

		





大卒高卒経年

				新卒採用DI（大学生・大学院生） シンソツサイヨウダイガクセイダイガクインセイ

				大学・大学院生 ダイガクダイガクインセイ		高校生 コウコウセイ

		2008
年卒 ネンソツ		15.8				0

		2009
年卒 ネンソツ		11.2				0

		2010
年卒 ネンソツ		－7.4		－3.0		0

		2011
年卒 ネンソツ		－3.8		－2.2		0

		2012
年卒 ネンソツ		+1.8		－0.7		0

		2013
年卒 ネンソツ		+4.0		－0.4		0

		2014
年卒 ネンソツ		+3.4		－1.1		0

		2015
年卒 ネンソツ		+7.8		+2.2		0

		2016
年卒 ネンソツ		+8.7		+5.8		0

		201７
年卒 ネンソツ		+9.2		+6.4		0

		2018
年卒 ネンソツ		+7.8		+5.4		0

		2019
年卒 ネンソツ		+10.7		+6.7		0

		2020
年卒 ネンソツ		+7.9		+7.8		0

				大学・大学院生 ダイガクダイガクインセイ		高校生 コウコウセイ

		2008
年卒 ネンソツ		22.7

		2009
年卒 ネンソツ		18.0

		2010
年卒 ネンソツ		8.3		4.9

		2011
年卒 ネンソツ		5.5		3.1

		2012
年卒 ネンソツ		9.3		3.4

		2013
年卒 ネンソツ		10.4		3.2

		2014
年卒 ネンソツ		10.3		4.0

		2015
年卒 ネンソツ		13.3		5.8

		2016
年卒 ネンソツ		14.0		8.4

		201７
年卒 ネンソツ		13.4		8.9

		2018
年卒 ネンソツ		13.5		8.3

		2019
年卒 ネンソツ		15.8		10.0

		2020
年卒 ネンソツ		13.8		10.7

				増える フ		減る ヘ

		2008
年卒 ネンソツ		22.7		6.9

		2009
年卒 ネンソツ		18.0		6.8

		2010
年卒 ネンソツ		8.3		15.7

		2011
年卒 ネンソツ		5.5		9.3

		2012
年卒 ネンソツ		9.3		7.5

		2013
年卒 ネンソツ		10.4		6.4

		2014
年卒 ネンソツ		10.3		6.9

		2015
年卒 ネンソツ		13.3		5.5

		2016
年卒 ネンソツ		14.0		5.3

		201７
年卒 ネンソツ		13.4		4.2

		2018
年卒 ネンソツ		13.5		5.7

		2019
年卒 ネンソツ		15.8		5.1

		2020
年卒 ネンソツ		13.8		5.9





大卒高卒経年

		





大卒経年

		





大卒全体

		





規模別_大卒

		



大学・大学院生

高校生

大学・大学院生

高校生



規模別_大卒2

		



増える

減る

「増える」、「減る」のポイントの経年比較（大学・大学院生）



規模別_大卒 (メイリオ)

		



大学・大学院生

高校生



業種別_大卒

				新卒採用DI（大学生・大学院生） シンソツサイヨウダイガクセイダイガクインセイ

		2008
年卒 ネンソツ		15.8

		2009
年卒 ネンソツ		11.2

		2010
年卒 ネンソツ		-7.4

		2011
年卒 ネンソツ		-3.8

		2012
年卒 ネンソツ		1.8

		2013
年卒 ネンソツ		4.0

		2014
年卒 ネンソツ		3.4

		2015
年卒 ネンソツ		7.8

		2016
年卒 ネンソツ		8.7

														（％ポイント）

				増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		増える－減る フヘ

		2020年卒 ネンソツ		1380.0%		4960.0%		590.0%		1980.0%		1090.0%		0.0%		+7.9

		2019年卒 ネンソツ		1580.0%		4860.0%		510.0%		1950.0%		1100.0%		10.0%		+10.7

		2018年卒 ネンソツ		1350.0%		4880.0%		570.0%		2070.0%		1110.0%		10.0%		+7.8

		2017年卒 ネンソツ		1340.0%		4810.0%		420.0%		2410.0%		1010.0%		10.0%		+9.2

		2016年卒 ネンソツ		1400.0%		4680.0%		530.0%		2440.0%		930.0%		20.0%		+8.7

		2015年卒 ネンソツ		1330.0%		4750.0%		550.0%		2410.0%		950.0%		10.0%		+7.8

		2014年卒 ネンソツ		1030.0%		4760.0%		690.0%		2580.0%		920.0%		20.0%		+3.4

		2013年卒 ネンソツ		10.4%		50.0%		6.4%		25.1%		7.9%		0.1%		+4.0

		2012年卒 ネンソツ		9.3%		47.1%		7.5%		28.6%		7.5%		0.1%		+1.8

		2011年卒 ネンソツ		5.5%		40.1%		9.3%		36.6%		8.3%		0.1%		-3.8

		2010年卒 ネンソツ		8.3%		50.6%		15.7%		25.1%		-		0.3%		-7.4

		2009年卒 ネンソツ		18.0%		54.9%		6.8%		19.9%		-		0.4%		+11.2

		2008年卒 ネンソツ		22.7%		46.4%		6.9%		21.4%		-		2.7%		+15.8

				1340.0%		4810.0%		420.0%		2410.0%		1010.0%		10.0%		9.2

				※以下のグラフはダミー イカ





業種別_大卒

		





地域別_大卒

		0		0		0		0		0		0



変わらない 32.5%

減る
 12.4%

わからない 50.8%

無回答
 0.3%



高校経年

		0		0		0		0		0		0



変わらない 40.7%

減る
 8.0%

わからない 39.0%

無回答
 0.9%



高卒全体

		0		0		0		0		0		0



変わらない 29.8%

減る
7.5%

わからない 43.7%

無回答
 3.2%



規模別_高卒

		

		新卒 シンソツ

																						新卒 シンソツ

				■2020年卒新卒採用見通し ソツシンソツミトオ

																		（％ポイント）

						N		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない				無回答 ムカイトウ		　　増える
　　　－減る フヘ

				新卒全体 シンソツゼンタイ		4000		580.0%		4680.0%		1000.0%		3730.0%				20.0%		-4.2

				大学・大学院生 ダイガクダイガクインセイ		4000		550.0%		4840.0%		930.0%		3660.0%				10.0%		-3.8

				高校生 コウコウセイ		4000		220.0%		6040.0%		490.0%		3240.0%				20.0%		-2.7

						N		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		増える－減る

				大学・大学院生 ダイガクダイガクインセイ		4691		1380.0%		4960.0%		590.0%		1980.0%		1090.0%		0.0%		7.9

								19.9%		71.6%		8.5%		11.4%										■2020年度新卒見通し ネンドシンソツミトオ

				■2019年卒新卒採用見通し ソツシンソツミトオ

																		（％ポイント）

						N		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も採用しない		無回答 ムカイトウ		増える－減る

				大学・大学院生 ダイガクダイガクインセイ		4669		1580.0%		4860.0%		510.0%		1950.0%		1100.0%		10.0%		10.7

																								■2019年度新卒見通し ネンドシンソツミトオ

						2020年卒 ネンソツ		2019年卒 ネンソツ

				増える フ		13.8		15.8

				変わらない カ		49.6		48.6

				減る ヘ		5.9		5.1

				わからない		19.8		19.5

				以前も今後も採用しない イゼンコンゴサイヨウ		10.9		11.0

				無回答 ムカイトウ		0.0		0.1

				増える－減る フヘ		+7.9		+10.7





規模別_高卒

		0		0





業種別_高卒

		



表、グラフの大きさは変えない！！

増える
 13.8%

変わらない 49.6%

減る 
5.9%

わからない 19.8%

無回答
0.1%

増える
 15.8%

変わらない 48.6%

減る 
5.1%

わからない 19.5%

無回答
0.1%



地域別_高卒

		



2020年卒

2019年卒



女性比率

		

		新卒 シンソツ		●新卒全体 シンソツゼンタイ

								■2013年卒新卒採用見通し ソツシンソツミトオ

										N		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		　　増える
　　　－減る フヘ

								大学・大学院生 ダイガクダイガクインセイ		4400		550.0%		4840.0%		930.0%		3660.0%				10.0%		-3.8

								■2012年卒新卒採用見通し ソツシンソツミトオ

																						（％ポイント）

										N		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		　　増える
　　　－減る フヘ

								大学・大学院生 ダイガクダイガクインセイ		2924		8.3%		50.6%		15.7%		25.1%				0.3%		-7.4

				●新卒　業種別 シンソツギョウシュベツ

								■2020年卒新卒採用見通し ソツシンソツミトオ

																						（％ポイント）

										社数 シャスウ		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		　　増える
　　　－減る フヘ

						全　　体 ゼンカラダ				4691		1380.0%		4960.0%		590.0%		1980.0%		1090.0%		-		+7.9

						1000人未満 ヒトミマン				3475		1240.0%		4730.0%		590.0%		1990.0%		1450.0%		-		+6.5				13.5		48.8		5.7		20.7		11.1		0.1		7.8

								　5～99人 ヒト		999		630.0%		3020.0%		260.0%		2570.0%		3510.0%		-		+3.7				546		15.6		61		6.2		16.3		0.9		0		9.4

								　100～299人 ヒト		1153		1280.0%		4870.0%		700.0%		2090.0%		1060.0%		-		+5.8				448		15		52.9		5.4		25.4		0.9		0.4		9.6

								　300～999人 ヒト		1323		1670.0%		5900.0%		740.0%		1450.0%		230.0%		-		+9.3				272		16.5		56.6		5.5		20.2		0.7		0.4		11

						1000人以上 ヒトイジョウ				1216		1760.0%		5630.0%		580.0%		1960.0%		50.0%		20.0%		+11.8

								　1000～1999人 ヒト		528		1570.0%		6310.0%		630.0%		1400.0%		90.0%		-		+9.4				.

								　2000～4999人 ヒト		408		1860.0%		5220.0%		560.0%		2300.0%		20.0%		20.0%		+13.0				1266		15.6		57.2		5.8		20.4		0.9		0.2		9.8

								　5000人以上		280		1960.0%		4960.0%		540.0%		2500.0%		0.0%		40.0%		+14.2

								■20１9年卒新卒採用見通し ソツシンソツミトオ

																						（％ポイント）

										社数 シャスウ		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		増える
　　－減る フヘ

				大学・
大学院生 ダイガクダイガクインセイ		1000人未満 ヒトミマン				3425		1500.0%		4540.0%		540.0%		1940.0%		1480.0%		0.0%		+9.6

						1000人以上 ヒトイジョウ				1244		1780.0%		5740.0%		420.0%		1990.0%		60.0%		20.0%		+13.6

								5-99人の計算 ニンケイサン

								５～２９人		348		4		26.1		2		26.1		41.4		0.3		2

								３０～４９人		269		8.9		26.4		2.6		34.2		27.9		0		6.3

								５０～９９人		373		7.5		32.2		3.8		34		22.3		0.3		3.7

										990		20.4		84.7		8.4		94.3		91.6		0.6		12

										100.0%		2.1		8.6		0.8		9.5		9.3		0.1

																						（％ポイント）

										社数 シャスウ		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		　　増える
　　　－減る フヘ

						全　　体 ゼンカラダ				4669		1580.0%		4860.0%		510.0%		1950.0%		1100.0%		10.0%		+10.7

						1000人未満 ヒトミマン				3425		1500.0%		4540.0%		540.0%		1940.0%		1480.0%		0.0%		+9.6

								　5～99人 ヒト		1024		630.0%		2990.0%		250.0%		2570.0%		3540.0%		10.0%		+3.8

								　100～299人 ヒト		1101		1660.0%		4790.0%		660.0%		1880.0%		1010.0%		-		+10.0

								　300～999人 ヒト		1300		2050.0%		5550.0%		650.0%		1480.0%		260.0%		-		+14.0

						1000人以上 ヒトイジョウ				1244		1780.0%		5740.0%		420.0%		1990.0%		60.0%		20.0%		+13.6

								　1000～1999人 ヒト		544		1760.0%		6100.0%		480.0%		1580.0%		70.0%		-		+12.8

								　2000～4999人 ヒト		433		1690.0%		5770.0%		350.0%		2120.0%		50.0%		20.0%		+13.4

								　5000人以上		267		1950.0%		4940.0%		410.0%		2620.0%		40.0%		40.0%		+15.4





女性比率

		0		0





初任給

		

		新卒 シンソツ		●新卒全体 シンソツゼンタイ

								■2013年卒新卒採用見通し ソツシンソツミトオ

										N		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		　　増える
　　　－減る フヘ

								大学・大学院生 ダイガクダイガクインセイ		4400		550.0%		4840.0%		930.0%		3660.0%				10.0%		-3.8

								■2012年卒新卒採用見通し ソツシンソツミトオ

																						（％ポイント）

										N		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		　　増える
　　　－減る フヘ

								大学・大学院生 ダイガクダイガクインセイ		2924		8.3%		50.6%		15.7%		25.1%				0.3%		-7.4

				●新卒　業種別 シンソツギョウシュベツ

								■2020年卒新卒採用見通し ソツシンソツミトオ

																						（％ポイント）

										社数 シャスウ		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		　　増える
　　　－減る フヘ

						全　　体 ゼンカラダ				4691		1380.0%		4960.0%		590.0%		1980.0%		1090.0%		0.0%		+7.9

						1000人未満 ヒトミマン				3475		1240.0%		4730.0%		590.0%		1990.0%		1450.0%		0.0%		+6.5				13.5		48.8		5.7		20.7		11.1		0.1		7.8

								　5～99人 ヒト		999		630.0%		3020.0%		260.0%		2570.0%		3510.0%		0.0%		+3.7				546		15.6		61		6.2		16.3		0.9		0		9.4

								　100～299人 ヒト		1153		1280.0%		4870.0%		700.0%		2090.0%		1060.0%		0.0%		+5.8				448		15		52.9		5.4		25.4		0.9		0.4		9.6

								　300～999人 ヒト		1323		1670.0%		5900.0%		740.0%		1450.0%		230.0%		0.0%		+9.3				272		16.5		56.6		5.5		20.2		0.7		0.4		11

						1000人以上 ヒトイジョウ				1216		1760.0%		5630.0%		580.0%		1960.0%		50.0%		20.0%		+11.8

								　1000～1999人 ヒト		528		1570.0%		6310.0%		630.0%		1400.0%		90.0%		0.0%		+9.4				.

								　2000～4999人 ヒト		408		1860.0%		5220.0%		560.0%		2300.0%		20.0%		20.0%		+13.0				1266		15.6		57.2		5.8		20.4		0.9		0.2		9.8

								　5000人以上		280		1960.0%		4960.0%		540.0%		2500.0%		0.0%		40.0%		+14.2

								■20１9年卒新卒採用見通し ソツシンソツミトオ

																						（％ポイント）

										社数 シャスウ		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		　　増える
　　　－減る フヘ

				大学・
大学院生 ダイガクダイガクインセイ		1000人未満 ヒトミマン				3425		1500.0%		4540.0%		540.0%		1940.0%		1480.0%		0.0%		+9.6

						1000人以上 ヒトイジョウ				1244		1780.0%		5740.0%		420.0%		1990.0%		60.0%		20.0%		+13.6

								5-99人の計算 ニンケイサン

								５～２９人		348		4		26.1		2		26.1		41.4		0.3		2

								３０～４９人		269		8.9		26.4		2.6		34.2		27.9		0		6.3

								５０～９９人		373		7.5		32.2		3.8		34		22.3		0.3		3.7

										990		20.4		84.7		8.4		94.3		91.6		0.6		12

										100.0%		2.1		8.6		0.8		9.5		9.3		0.1

																						（％ポイント）

										社数 シャスウ		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		　　増える
　　　－減る フヘ

						全　　体 ゼンカラダ				4669		1580.0%		4860.0%		510.0%		1950.0%		1100.0%		10.0%		+10.7

						1000人未満 ヒトミマン				3425		1500.0%		4540.0%		540.0%		1940.0%		1480.0%		0.0%		+9.6

								　5～99人 ヒト		1024		630.0%		2990.0%		250.0%		2570.0%		3540.0%		10.0%		+3.8

								　100～299人 ヒト		1101		1660.0%		4790.0%		660.0%		1880.0%		1010.0%		-		+10.0

								　300～999人 ヒト		1300		2050.0%		5550.0%		650.0%		1480.0%		260.0%		-		+14.0

						1000人以上 ヒトイジョウ				1244		1780.0%		5740.0%		420.0%		1990.0%		60.0%		20.0%		+13.6

								　1000～1999人 ヒト		544		1760.0%		6100.0%		480.0%		1580.0%		70.0%		-		+12.8

								　2000～4999人 ヒト		433		1690.0%		5770.0%		350.0%		2120.0%		50.0%		20.0%		+13.4

								　5000人以上		267		1950.0%		4940.0%		410.0%		2620.0%		40.0%		40.0%		+15.4



表、グラフの大きさは変えない！！



初任給

		0		0





初任給（業種）

		

		新卒 シンソツ		●新卒全体 シンソツゼンタイ

								■2013年卒新卒採用見通し ソツシンソツミトオ

										N		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		　　増える
　　　－減る フヘ

								大学・大学院生 ダイガクダイガクインセイ		4400		550.0%		4840.0%		930.0%		3660.0%				10.0%		-3.8

								■2012年卒新卒採用見通し ソツシンソツミトオ

																						（％ポイント）

										N		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		　　増える
　　　－減る フヘ

								大学・大学院生 ダイガクダイガクインセイ		2924		8.3%		50.6%		15.7%		25.1%				0.3%		-7.4

				●新卒　業種別 シンソツギョウシュベツ

								■2020年卒新卒採用見通し ソツシンソツミトオ

																						（％ポイント）

										社数 シャスウ		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		　　増える
　　　－減る フヘ

						全　　体 ゼンカラダ				4691		1380.0%		4960.0%		590.0%		1980.0%		1090.0%		0.0%		+7.9

						1000人未満 ヒトミマン				3475		1240.0%		4730.0%		590.0%		1990.0%		1450.0%		-		+6.5				13.5		48.8		5.7		20.7		11.1		0.1		7.8

								　5～99人 ヒト		999		630.0%		3020.0%		260.0%		2570.0%		3510.0%		-		+3.7				546		15.6		61		6.2		16.3		0.9		0		9.4

								　100～299人 ヒト		1153		1280.0%		4870.0%		700.0%		2090.0%		1060.0%		-		+5.8				448		15		52.9		5.4		25.4		0.9		0.4		9.6

								　300～999人 ヒト		1323		1670.0%		5900.0%		740.0%		1450.0%		230.0%		-		+9.3				272		16.5		56.6		5.5		20.2		0.7		0.4		11

						1000人以上 ヒトイジョウ				1216		1760.0%		5630.0%		580.0%		1960.0%		50.0%		20.0%		+11.8

								　1000～1999人 ヒト		528		1570.0%		6310.0%		630.0%		1400.0%		90.0%		-		+9.4				.

								　2000～4999人 ヒト		408		1860.0%		5220.0%		560.0%		2300.0%		20.0%		20.0%		+13.0				1266		15.6		57.2		5.8		20.4		0.9		0.2		9.8

								　5000人以上		280		1960.0%		4960.0%		540.0%		2500.0%		0.0%		40.0%		+14.2

								■20１9年卒新卒採用見通し ソツシンソツミトオ

																						（％ポイント）

										社数 シャスウ		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		　　増える
　　　－減る フヘ

				大学・
大学院生 ダイガクダイガクインセイ		1000人未満 ヒトミマン				3425		1500.0%		4540.0%		540.0%		1940.0%		1480.0%		-		+9.6

						1000人以上 ヒトイジョウ				1244		1780.0%		5740.0%		420.0%		1990.0%		60.0%		20.0%		+13.6

								5-99人の計算 ニンケイサン

								５～２９人		348		4		26.1		2		26.1		41.4		0.3		2

								３０～４９人		269		8.9		26.4		2.6		34.2		27.9		0		6.3

								５０～９９人		373		7.5		32.2		3.8		34		22.3		0.3		3.7

										990		20.4		84.7		8.4		94.3		91.6		0.6		12

										100.0%		2.1		8.6		0.8		9.5		9.3		0.1

																						（％ポイント）

										社数 シャスウ		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		　　増える
　　　－減る フヘ

						全　　体 ゼンカラダ				4669		1580.0%		4860.0%		510.0%		1950.0%		1100.0%		10.0%		+10.7

						1000人未満 ヒトミマン				3425		1500.0%		4540.0%		540.0%		1940.0%		1480.0%		0.0%		+9.6

								　5～99人 ヒト		1024		630.0%		2990.0%		250.0%		2570.0%		3540.0%		10.0%		+3.8

								　100～299人 ヒト		1101		1660.0%		4790.0%		660.0%		1880.0%		1010.0%		-		+10.0

								　300～999人 ヒト		1300		2050.0%		5550.0%		650.0%		1480.0%		260.0%		-		+14.0

						1000人以上 ヒトイジョウ				1244		1780.0%		5740.0%		420.0%		1990.0%		60.0%		20.0%		+13.6

								　1000～1999人 ヒト		544		1760.0%		6100.0%		480.0%		1580.0%		70.0%		-		+12.8

								　2000～4999人 ヒト		433		1690.0%		5770.0%		350.0%		2120.0%		50.0%		20.0%		+13.4

								　5000人以上		267		1950.0%		4940.0%		410.0%		2620.0%		40.0%		40.0%		+15.4



表、グラフの大きさは変えない！！



初任給（業種）

		0		0





外国籍

		

																				（％ポイント）

								N		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない				無回答 ムカイトウ		　　増える
　　　－減る フヘ

				大分類 ダイブンルイ		製造業 セイゾウギョウ		1341		8.9%		48.2%		17.3%		25.4%				0.3%		-8.4

						流通業 リュウツウギョウ		687		9.5%		48.3%		18.8%		23.3%				0.1%		-9.3

						金融業 キンユウギョウ		174		3.4%		32.8%		13.2%		50.0%				0.6%		-9.8

						サービス・情報業 ジョウホウギョウ		711		9.6%		48.4%		14.8%		26.9%				0.4%		-5.2

				中分類 チュウブンルイ		建設業		208		10.6%		58.2%		8.7%		22.6%				0.0%		1.9

						機械器具製造業		654		6.6%		48.8%		21.0%		23.2%				0.4%		-14.4

						製造業（機械以外）		561		9.0%		51.7%		14.5%		24.5%				0.3%		-5.5

						卸売業		27		7.1%		51.3%		16.2%		25.1%				0.3%		-9.1

						小売業		250		11.1%		50.9%		19.6%		18.4%				0.0%		-8.4

						金融・保険業		156		0.0%		35.8%		13.3%		50.3%				0.6%		-13.3

						情報通信業		394		9.6%		54.0%		16.4%		20.0%				0.0%		-6.8

						運輸業		332		3.8%		60.3%		6.4%		28.2%				1.3%		-2.6

						不動産業		179		0.0%		52.9%		25.5%		21.6%				0.0%		-25.5

						飲食店・宿泊業		51		18.4%		39.1%		18.4%		24.1%				0.0%		0.0

						サービス業（他に分類されないもの）		87		9.0%		49.7%		12.0%		28.7%				0.6%		-3.0

						医療・福祉		9		33.3%		33.3%		0.0%		33.3%				0.0%		33.3

						電気・ガス・熱供給・水道業		19		3.7%		48.1%		11.1%		37.0%				0.0%		-7.4

				●新卒　業種別 シンソツギョウシュベツ

						■業種別　2020年卒新卒採用見通し　（大学・大学院） ギョウシュベツダイガクダイガクイン

																				（％ポイント）

						業種大分類 ギョウシュダイブンルイ		社数 シャスウ		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		増える－減る フヘ

						建設業		338		1300.0%		4700.0%		800.0%		1830.0%		1360.0%		-		+5.0

						製造業		1568		1370.0%		5080.0%		640.0%		2090.0%		820.0%		-		+7.3

						流通業		876		1630.0%		5180.0%		640.0%		1640.0%		900.0%		-		+9.9

						金融業		277		1010.0%		4730.0%		870.0%		3070.0%		320.0%		-		+1.4

						サービス・情報業		1591		1290.0%		4840.0%		420.0%		1900.0%		1540.0%		10.0%		+8.7

						業種中分類 ギョウシュチュウブンルイ		社数 シャスウ		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		増える－減る フヘ

						建設業		338		1300.0%		4700.0%		800.0%		1830.0%		1360.0%		-		+5.0

						製造業（機械以外）		902		1250.0%		4840.0%		640.0%		2250.0%		1010.0%		-		+6.1

						機械器具製造業		666		1530.0%		5410.0%		630.0%		1880.0%		560.0%		-		+9.0

						※電気・ガス・熱供給・水道業		41		980.0%		4150.0%		490.0%		3170.0%		1220.0%		-		+4.9

						情報通信業		330		1640.0%		5730.0%		640.0%		1390.0%		610.0%		-		+10.0

						運輸業		278		1040.0%		4960.0%		180.0%		1550.0%		2230.0%		40.0%		+8.6

						卸売業		444		1170.0%		5450.0%		540.0%		1960.0%		880.0%		-		+6.3

						小売業		432		2110.0%		4910.0%		740.0%		1320.0%		930.0%		-		+13.7

						金融・保険業		277		1010.0%		4730.0%		870.0%		3070.0%		320.0%		-		+1.4

						※不動産業		92		540.0%		5760.0%		330.0%		1520.0%		1850.0%		-		+2.1

						飲食店・宿泊業		175		1770.0%		4340.0%		570.0%		1660.0%		1600.0%		60.0%		+12.0

						医療・福祉		227		840.0%		4320.0%		260.0%		2730.0%		1850.0%		-		+5.8

						※教育・学習支援業		82		1220.0%		4270.0%		730.0%		2930.0%		850.0%		-		+4.9

						サービス業（他に分類されないもの）		366		1450.0%		4480.0%		380.0%		1940.0%		1750.0%		-		+10.7

						（注意）※が付いているものは、回答社数が少ないため、参考データとして掲載 チュウイツカイトウ

						■2019年卒新卒採用見通し ソツシンソツミトオ

																						（％ポイント）

						業種大分類 ギョウシュダイブンルイ		社数 シャスウ		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		増える－減る フヘ

						建設業 ケンセツギョウ		353		1610.0%		4900.0%		420.0%		1560.0%		1470.0%		30.0%		+11.9

						製造業 セイゾウギョウ		1592		1580.0%		4900.0%		490.0%		2140.0%		890.0%		-		+10.9

						流通業 リュウツウギョウ		858		1860.0%		4990.0%		540.0%		1770.0%		840.0%		-		+13.2

						金融業 キンユウギョウ		308		1100.0%		5130.0%		780.0%		2530.0%		450.0%		-		+3.2

						サービス・情報業 ジョウホウギョウ		1518		1450.0%		4720.0%		470.0%		1840.0%		1500.0%		10.0%		+9.8



表、グラフの大きさは変えない！！



外国籍

		0		0





充足率

		

		新卒 シンソツ

				●新卒　地域別　大卒 シンソツチイキベツダイソツ

						■2017年卒者 ネンソツシャ

																				（％ポイント）

								社数 シャスウ		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		　　増える
　　　－減る フヘ

						全体 ゼンタイ		4794		1340.0%		4810.0%		420.0%		2410.0%		1010.0%		10.0%		+9.2

						北海道 ホッカイドウ		190		1110.0%		3890.0%		470.0%		2740.0%		1790.0%		-		+6.4

						東北 トウホク		223		1390.0%		4130.0%		450.0%		2380.0%		1660.0%		-		+9.4

						関東 カントウ		2105		1390.0%		5120.0%		340.0%		2200.0%		920.0%		30.0%		+10.5

						中部 チュウブ		812		1490.0%		4740.0%		600.0%		2290.0%		870.0%		-		+8.9

						近畿 キンキ		757		1270.0%		4800.0%		450.0%		2760.0%		730.0%		-		+8.2

						中国・四国 チュウゴクシコク		411		1270.0%		4480.0%		410.0%		2680.0%		1170.0%		-		+8.6

						九州 キュウシュウ		296		950.0%		4360.0%		340.0%		2840.0%		1520.0%		-		+6.1

						■2018年卒者 ネンソツシャ

																				（％ポイント）

								社数 シャスウ		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		　　増える
　　　－減る フヘ

						全体 ゼンタイ		4768		1350.0%		4880.0%		570.0%		2070.0%		1110.0%		10.0%		+7.8

						北海道 ホッカイドウ		204		1420.0%		3870.0%		590.0%		2350.0%		1760.0%		-		+8.3

						東北 トウホク		224		1290.0%		3440.0%		670.0%		2590.0%		2010.0%		-		+6.2

						関東 カントウ		2038		1320.0%		5320.0%		450.0%		1920.0%		960.0%		20.0%		+8.7

						中部 チュウブ		856		1520.0%		4820.0%		740.0%		2080.0%		830.0%		10.0%		+7.8

						近畿 キンキ		741		1320.0%		4990.0%		630.0%		2090.0%		960.0%		-		+6.9

						中国・四国 チュウゴクシコク		420		1260.0%		4450.0%		790.0%		2120.0%		1380.0%		-		+4.7

						九州 キュウシュウ		285		1300.0%		4140.0%		460.0%		2350.0%		1750.0%		-		+8.4

						2012年度計算 ネンドケイサン

						北関東		127		16		72		2		26		11		-

						首都圏		2122		231		1111		122		524		133		1

						北陸・甲信越		253		33		120		29		56		14		1

						中部・東海		519		56		252		36		134		40		1

						京阪神		713		69		378		41		179		44		2

						近畿		40		3		15		6		11		5		-

						中国		184		17		87		17		51		12		-

						四国		163		13		68		3		46		32		1

						⇒関東 カントウ		2249		11.0		52.6		5.5		24.5		6.4		0.0

						⇒中部 チュウブ		772		11.5		48.2		8.4		24.6		7.0		0.3

						⇒近畿 キンキ		753		9.6		52.2		6.2		25.2		6.5		0.3

						⇒中国四国 チュウゴクシコク		347		8.6		44.7		5.8		28.0		12.7		0.3



表、グラフの大きさは変えない！！



充足率

		0		0





採用終了時期

				新卒採用DI（高校生） シンソツサイヨウコウコウセイ

		2008
年卒 ネンソツ

		2009
年卒 ネンソツ

		2010
年卒 ネンソツ		-3.0

		2011
年卒 ネンソツ		-2.2

		2012
年卒 ネンソツ		-0.7

		2013
年卒 ネンソツ		-0.4

		2014
年卒 ネンソツ		-1.1

		2015
年卒 ネンソツ		2.2

		2016
年卒 ネンソツ		5.8

														（％ポイント）

				増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		増える－減る フヘ

		2020年卒		1070.0%		3410.0%		290.0%		1990.0%		3230.0%		0.0%		+7.8

		2019年卒 ネンソツ		1000.0%		3160.0%		330.0%		2010.0%		3490.0%		10.0%		+6.7

		2018年卒 ネンソツ		830.0%		3360.0%		290.0%		2110.0%		3400.0%		10.0%		+5.4

		2017年卒 ネンソツ		890.0%		3140.0%		250.0%		2270.0%		3430.0%		10.0%		+6.4

		2016年卒 ネンソツ		840.0%		2990.0%		260.0%		2520.0%		3370.0%		20.0%		+5.8

		2015年卒 ネンソツ		580.0%		2890.0%		360.0%		2270.0%		3890.0%		10.0%		+2.2

		2014年卒 ネンソツ		400.0%		2810.0%		510.0%		2460.0%		3810.0%		20.0%		-1.1

		2013年卒 ネンソツ		320.0%		2780.0%		360.0%		2550.0%		3970.0%		10.0%		-0.4

		2012年卒 ネンソツ		340.0%		2670.0%		410.0%		2820.0%		3740.0%		20.0%		-0.7

		2011年卒 ネンソツ		310.0%		2980.0%		530.0%		3830.0%		2330.0%		0.0%		-2.2

		2010年卒 ネンソツ		4.9%		62.0%		7.9%		24.6%		-		0.5%		-3.0

		2009年卒 ネンソツ

		2008年卒 ネンソツ

																		6.4

				4794		8.9		31.4		2.5		22.7		34.3		0.1



表、グラフの大きさは変えない！！



採用終了時期

		





継続理由

		

		新卒 シンソツ

																						新卒 シンソツ

				■2020年卒新卒採用見通し ソツシンソツミトオ						高卒 コウソツ

						N		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		　　増える
　　　－減る フヘ

						4691		1070.0%		3410.0%		290.0%		1990.0%		3230.0%		0.0%		+7.8

								22.4%		71.5%		6.1%		16.4%										■2020年卒新卒見通し ネンソツシンソツミトオ

				■2019年卒新卒採用見通し ソツシンソツミトオ

																		（％ポイント）

						N		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		　　増える
　　　－減る フヘ

						4669		1000.0%		3160.0%		330.0%		2010.0%		3490.0%		10.0%		+6.7

																								■2019年卒新卒見通し ネンソツシンソツミトオ

																year								2020年卒 ネンソツ		2019年卒 ネンソツ

						2020		増える フ		10.7				増える フ		20		1070.0%				増える フ		10.7		10.0

								変わらない カ		34.1						19		1000.0%				変わらない カ		34.1		31.6

								減る ヘ		2.9				変わらない カ		20		3410.0%				減る ヘ		2.9		3.3

								わからない		19.9						19		3160.0%				わからない		19.9		20.1

								以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		32.3				減る ヘ		20		290.0%				以前も今後も採用しない イゼンコンゴサイヨウ		32.3		34.9

								無回答 ムカイトウ		0						19		330.0%				無回答 ムカイトウ		0.0		0.1

								　　増える
　　　－減る フヘ		7.8				わからない		20		1990.0%				増える－減る フヘ		+7.8		+6.7

						2019		増える フ		10						19		2010.0%

								変わらない カ		31.6				以前も今後も採用しない イゼンコンゴサイヨウ		20		3230.0%

								減る ヘ		3.3						19		3490.0%

								わからない		20.1				無回答 ムカイトウ		20		0.0%

								以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		34.9						19		10.0%

								無回答 ムカイトウ		0.1				増えるー減る フヘ		20		780.0%

								　　増える
　　　－減る フヘ		6.7						19		670.0%





継続理由

		0		0





（戦略）扱い拡大

		



表、グラフの大きさは変えない！！

表、グラフの大きさは変えない！！

増える 10.7%

変わらない 34.1%

減る 2.9%

わからない 19.9%

無回答
0.1%

増える 10.0%

変わらない 31.6%

減る 3.3%

わからない 20.1%

無回答
0.1%



こだわらない

		



2020年卒

2019年卒



通年タイプ分析

		

		新卒 シンソツ		●新卒全体 シンソツゼンタイ						高卒 コウソツ

								■2011年卒新卒採用見通し ソツシンソツミトオ

										N		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない				無回答 ムカイトウ		　　増える
　　　－減る フヘ

								大学・大学院生 ダイガクダイガクインセイ		4400		220.0%		6040.0%		490.0%		3240.0%				20.0%		-2.7

								■2010年卒新卒採用見通し ソツシンソツミトオ

																						（％ポイント）

										N		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない				無回答 ムカイトウ		　　増える
　　　－減る フヘ

								大学・大学院生 ダイガクダイガクインセイ		3118		4.9		62		7.9		24.6				0.5		-3.0

				●新卒　業種別 シンソツギョウシュベツ								高卒 コウソツ

						■従業員規模別　2020年卒者の新卒採用見通し（高校生）																（％ポイント）

										社数 シャスウ		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		　増える
　　－減る フヘ

						全　　体 ゼンカラダ				4691		1070.0%		3410.0%		290.0%		1990.0%		3230.0%		0.0%		+7.8

						1000人未満 ヒトミマン				3475		1040.0%		3280.0%		270.0%		1970.0%		3440.0%		-		+7.7

								　5～99人 ヒト		999		780.0%		2230.0%		90.0%		2470.0%		4420.0%		-		+6.9

								　100～299人 ヒト		1153		950.0%		3300.0%		320.0%		1980.0%		3440.0%		-		+6.3

								　300～999人 ヒト		1323		1300.0%		4050.0%		360.0%		1590.0%		2700.0%		-		+9.4

						1000人以上 ヒトイジョウ				1216		1180.0%		3790.0%		360.0%		2030.0%		2620.0%		20.0%		+8.2

								　1000～1999人 ヒト		528		1060.0%		4110.0%		380.0%		1550.0%		2900.0%		-		+6.8

								　2000～4999人 ヒト		408		1250.0%		3900.0%		370.0%		2230.0%		2230.0%		20.0%		+8.8

								　5000人以上		280		1320.0%		3040.0%		320.0%		2640.0%		2640.0%		40.0%		+10.0

								＜参考＞　従業員規模別　2019年卒者の新卒採用見通し（高校生）														（％ポイント）

										社数 シャスウ		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		増える
　　－減る フヘ

				高校生 コウコウセイ				1000人未満 ヒトミマン		3425		970.0%		3010.0%		340.0%		1960.0%		3720.0%		-		+6.3

								1000人以上 ヒトイジョウ		1244		1060.0%		3570.0%		330.0%		2150.0%		2870.0%		20.0%		+7.3

								５～２９人		190		3		139		4		44				-

								３０～４９人		117		1		80		3		33				-

								５０～９９人		204		3		141		6		54				-

										511		1.3698630137		70.4500978474		2.5440313112		25.6360078278				-





通年タイプ分析

		0		0





中途経年

		

																				（％ポイント）

								N		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない				無回答 ムカイトウ		　　増える
　　　－減る フヘ

				大分類 ダイブンルイ		製造業 セイゾウギョウ		1341		8.9%		48.2%		17.3%		25.4%				0.3%		-8.4

						流通業 リュウツウギョウ		687		9.5%		48.3%		18.8%		23.3%				0.1%		-9.3

						金融業 キンユウギョウ		174		3.4%		32.8%		13.2%		50.0%				0.6%		-9.8

						サービス・情報業 ジョウホウギョウ		711		9.6%		48.4%		14.8%		26.9%				0.4%		-5.2

				中分類 チュウブンルイ		建設業		208		10.6%		58.2%		8.7%		22.6%				0.0%		1.9

						機械器具製造業		654		6.6%		48.8%		21.0%		23.2%				0.4%		-14.4

						製造業（機械以外）		561		9.0%		51.7%		14.5%		24.5%				0.3%		-5.5

						卸売業		27		7.1%		51.3%		16.2%		25.1%				0.3%		-9.1

						小売業		250		11.1%		50.9%		19.6%		18.4%				0.0%		-8.4

						金融・保険業		156		0.0%		35.8%		13.3%		50.3%				0.6%		-13.3

						情報通信業		394		9.6%		54.0%		16.4%		20.0%				0.0%		-6.8

						運輸業		332		3.8%		60.3%		6.4%		28.2%				1.3%		-2.6

						不動産業		179		0.0%		52.9%		25.5%		21.6%				0.0%		-25.5

						飲食店・宿泊業		51		18.4%		39.1%		18.4%		24.1%				0.0%		0.0

						サービス業（他に分類されないもの）		87		9.0%		49.7%		12.0%		28.7%				0.6%		-3.0

						医療・福祉		9		33.3%		33.3%		0.0%		33.3%				0.0%		33.3

						電気・ガス・熱供給・水道業		19		3.7%		48.1%		11.1%		37.0%				0.0%		-7.4

				●新卒　業種別 シンソツギョウシュベツ				高卒 コウソツ

						■業種別　2020年卒新卒採用見通し（高校卒） コウコウソツ

																						（％ポイント）

						業種大分類 ギョウシュダイブンルイ		社数 シャスウ		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		増える－減る フヘ

						建設業		338		1300.0%		4170.0%		360.0%		1830.0%		2340.0%		-		+9.4

						製造業		1568		1300.0%		4430.0%		410.0%		2240.0%		1620.0%		-		+8.9

						流通業		876		1110.0%		2850.0%		190.0%		1970.0%		3870.0%		-		+9.2

						金融業		277		720.0%		3000.0%		180.0%		2850.0%		3250.0%		-		+5.4

						サービス・情報業		1591		850.0%		2640.0%		250.0%		1620.0%		4630.0%		10.0%		+6.0

						業種中分類 ギョウシュチュウブンルイ		社数 シャスウ		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		増える－減る フヘ

						建設業		338		1300.0%		4170.0%		360.0%		1830.0%		2340.0%		-		+9.4

						製造業（機械以外）		902		1430.0%		4200.0%		380.0%		2310.0%		1690.0%		-		+10.5

						機械器具製造業		666		1130.0%		4740.0%		450.0%		2150.0%		1530.0%		-		+6.8

						※電気・ガス・熱供給・水道業		41		1220.0%		1220.0%		730.0%		3170.0%		3660.0%		-		+4.9

						情報通信業		330		150.0%		1880.0%		90.0%		1210.0%		6670.0%		-		+0.6

						運輸業		278		1010.0%		3630.0%		290.0%		1690.0%		3350.0%		40.0%		+7.2

						卸売業		444		700.0%		2590.0%		110.0%		2000.0%		4590.0%		-		+5.9

						小売業		432		1530.0%		3130.0%		280.0%		1940.0%		3130.0%		-		+12.5

						金融・保険業		277		720.0%		3000.0%		180.0%		2850.0%		3250.0%		-		+5.4

						※不動産業		92		330.0%		1410.0%		110.0%		760.0%		7390.0%		-		+2.2

						飲食店・宿泊業		175		2060.0%		3540.0%		400.0%		1540.0%		2400.0%		60.0%		+16.6

						医療・福祉		227		660.0%		3390.0%		260.0%		2110.0%		3570.0%		-		+4.0

						※教育・学習支援業		82		0.0%		980.0%		0.0%		1340.0%		7680.0%		-		+0.0

						サービス業（他に分類されないもの）		366		1170.0%		2510.0%		300.0%		1780.0%		4230.0%		-		+8.7

						（注意）※が付いているものは、回答社数が少ないため、参考データとして掲載

						■＜参考＞業種別　2019年卒者の新卒採用見通し（高校生）

																						（％ポイント）

								社数 シャスウ		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		増える－減る フヘ

						建設業 ケンセツギョウ		353		1270.0%		3710.0%		480.0%		1950.0%		2550.0%		30.0%		+7.9

						製造業 セイゾウギョウ		1592		1330.0%		4020.0%		410.0%		2340.0%		1900.0%		-		+9.2

						流通業 リュウツウギョウ		858		960.0%		2580.0%		260.0%		1950.0%		4270.0%		-		+7.0

						金融業 キンユウギョウ		308		290.0%		3150.0%		360.0%		2270.0%		3930.0%		-		-0.7

						サービス・情報業 ジョウホウギョウ		1518		750.0%		2490.0%		260.0%		1650.0%		4840.0%		10.0%		+4.9

						製造業の計算 セイゾウギョウケイサン

						製造業（機械以外）		1055		39		374		58		354		230		0

						機械器具製造業		799		38		314		42		221		182		2

								1854		77		688		100		575		412		2

										4.1531823085		37.1089536138		5.3937432578		31.0140237325		22.2222222222		0.1078748652



表、グラフの大きさは変えない！！



中途経年

		0		0





Sheet1

		

		新卒 シンソツ

				●新卒　地域別　高卒 シンソツチイキベツコウソツ

						■2017年卒者 ネンソツシャ

																				（％ポイント）

								社数 シャスウ		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		　　増える
　　　－減る フヘ

						全体 ゼンタイ		4794		890.0%		3140.0%		250.0%		2270.0%		3430.0%		10.0%		+6.4

						北海道 ホッカイドウ		190		1000.0%		3000.0%		470.0%		2580.0%		2950.0%		-		+5.3

						東北 トウホク		223		1520.0%		3540.0%		310.0%		2470.0%		2150.0%		-		+12.1

						関東 カントウ		2105		750.0%		2720.0%		190.0%		1990.0%		4330.0%		30.0%		+5.6

						中部 チュウブ		812		1110.0%		3790.0%		370.0%		2290.0%		2440.0%		-		+7.4

						近畿 キンキ		757		700.0%		3210.0%		180.0%		2580.0%		3330.0%		-		+5.2

						中国・四国 チュウゴクシコク		411		1050.0%		3820.0%		360.0%		2380.0%		2380.0%		-		+6.9

						九州 キュウシュウ		296		1050.0%		2970.0%		240.0%		2970.0%		2770.0%		-		+8.1

																190		10		30		4.7		25.8		29.5		0		5.3

																223		15.2		35.4		3.1		24.7		21.5		0		12.1

						■2018年卒者 ネンソツシャ

																				（％ポイント）

								社数 シャスウ		増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		　　増える
　　　－減る フヘ

						全体 ゼンタイ		4768		830.0%		3360.0%		290.0%		2110.0%		3400.0%		10.0%		+5.4

						北海道 ホッカイドウ		204		980.0%		3580.0%		290.0%		2750.0%		2400.0%		-		+6.9

						東北 トウホク		224		1210.0%		3390.0%		400.0%		2370.0%		2630.0%		-		+8.1

						関東 カントウ		2038		610.0%		2940.0%		190.0%		1900.0%		4330.0%		20.0%		+4.2

						中部 チュウブ		856		1020.0%		4140.0%		420.0%		2030.0%		2380.0%		10.0%		+6.0

						近畿 キンキ		741		760.0%		3290.0%		200.0%		2420.0%		3330.0%		-		+5.6

						中国・四国 チュウゴクシコク		420		1070.0%		3670.0%		500.0%		2140.0%		2620.0%		-		+5.7

						九州 キュウシュウ		285		1190.0%		3510.0%		530.0%		2350.0%		2420.0%		-		+6.6



表、グラフの大きさは変えない！！
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Sheet3

		

								2020年卒 ネンソツ		2019年卒 ネンソツ

						全体 ゼンタイ		56.2		54.7

				業種 ギョウシュ		建設業 ケンセツギョウ		55.0		56.7

						製造業 セイゾウギョウ		62.9		60.9

						流通業 リュウツウギョウ		57.7		58.8

						金融業 キンユウギョウ		54.1		47.0

						サービス・情報業 ジョウホウギョウ		49.2		47.5

				企業規模 キギョウキボ		1000人未満 ヒトミマン		51.4		49.3

						1000人以上 ヒトイジョウ		69.7		69.6

		以下2020 イカ

								総　数		既に取り組んでいる		今後取り組む予定である		取り組む予定はない		無回答

						全　体		100		39.6		16.6		43.8		0.1				56.2

								4691		1856		778		2053		4				2634

						建設業		338		32.8		22.2		45		0				55

						製造業（機械以外）		902		37.9		18.2		43.8		0.1				56.1

						機械器具製造業		666		50.2		22.1		27.5		0.3				72.3

						電気・ガス・熱供給・水道業		41		39		12.2		48.8		0				51.2

						情報通信業		330		47.6		10.3		42.1		0				57.9

						運輸業		278		32		16.5		51.4		0				48.5

						卸売業		444		35.8		18.2		45.9		0				54

						小売業		432		43.8		17.8		38.4		0				61.6

						金融・保険業		277		37.9		16.2		45.8		0				54.1

						不動産業		92		32.6		9.8		57.6		0				42.4

						飲食店・宿泊業		175		40		14.3		45.1		0.6				54.3

						医療・福祉		227		41.4		4		54.6		0				45.4

						教育・学習支援業		82		29.3		13.4		57.3		0				42.7

						サービス業（他に分類されないもの）		366		33.9		10.7		55.5		0				44.6

																				0

						建設業		357		32.5		22.4		45.1		0				54.9

						製造業		1568		43.1		19.8		36.9		0.2				62.9

						流通業		876		39.7		18		42.2		0				57.7

						金融業		277		37.9		16.2		45.8		0				54.1

						サービス・情報業		1591		38		11.2		50.8		0.1				49.2

																				0

						北海道		196		25		13.3		61.7		0				38.3

						東北		238		29.4		17.2		53.4		0				46.6

						北関東		242		38.4		14.9		46.7		0				53.3

						首都圏		1861		42.9		15.4		41.5		0.1				58.3								社数 シャスウ		女性の採用比率引き上げを実施・予定
（A)＋（B) ジョセイサイヨウヒリツヒアジッシヨテイ		既に取り組んでいる
（A）		今後取り組む予定である
（B）		取り組む予定はない		無回答

						北陸・甲信越		279		38.7		21.9		39.1		0.4				60.6				全体 ゼンタイ				4691		5620.0%		3960.0%		1660.0%		4380.0%		10.0%

						中部・東海		498		42.6		18.1		39.2		0.2				60.7				業種別 ギョウシュベツ		建設業		338		5500.0%		3280.0%		2220.0%		4500.0%		0.0%

						京阪神		616		43.3		16.4		40.3		0				59.7						製造業（機械以外）		902		5610.0%		3790.0%		1820.0%		4380.0%		10.0%

						近畿		97		32		14.4		53.6		0				46.4						機械器具製造業		666		7230.0%		5020.0%		2210.0%		2750.0%		30.0%

						中国		219		35.2		16.4		48.4		0				51.6						※電気・ガス・熱供給・水道業		41		5120.0%		3900.0%		1220.0%		4880.0%		0.0%

						四国		176		36.4		18.8		44.9		0				55.2						情報通信業		330		5790.0%		4760.0%		1030.0%		4210.0%		0.0%

						九州		269		32		19.7		48.3		0				51.7						運輸業		278		4850.0%		3200.0%		1650.0%		5140.0%		0.0%

																										卸売業		444		5400.0%		3580.0%		1820.0%		4590.0%		0.0%

						１０００人未満　計		3475		34.2		17.2		48.5		0				51.4						小売業		432		6160.0%		4380.0%		1780.0%		3840.0%		0.0%

						１０００人以上　計		1216		54.8		14.9		30.1		0.2				69.7						金融・保険業		277		5410.0%		3790.0%		1620.0%		4580.0%		0.0%

						無回答		-		-		-		-		-										※不動産業		92		4240.0%		3260.0%		980.0%		5760.0%		0.0%

																										飲食店・宿泊業		175		5430.0%		4000.0%		1430.0%		4510.0%		60.0%

						５～９９人		999		15.2		13.2		71.6		0				28.4						医療・福祉		227		4540.0%		4140.0%		400.0%		5460.0%		0.0%

						１００～２９９人		1153		34.5		16.8		48.7		0				51.3						※教育・学習支援業		82		4270.0%		2930.0%		1340.0%		5730.0%		0.0%

						３００～９９９人		1323		48.4		20.5		31.1		0.1				68.9						サービス業（他に分類されないもの）		366		4460.0%		3390.0%		1070.0%		5550.0%		0.0%

						１０００～１９９９人		528		53.4		16.3		30.1		0.2				69.7				従業員規模別 ジュウギョウインキボベツ		５～２９９人		2152		4070.0%		2560.0%		1510.0%		5930.0%		0.0%

						２０００～４９９９人		408		58.6		11.3		29.7		0.5				69.9						３００～９９９人		1323		6890.0%		4840.0%		2050.0%		3110.0%		10.0%

						５０００人以上		280		51.8		17.5		30.7		0				69.3						１０００～４９９９人		936		6980.0%		5570.0%		1410.0%		2990.0%		30.0%

						５～２９９人		2152		25.6		15.1		59.3		0				40.7						５０００人以上		280		6930.0%		5180.0%		1750.0%		3070.0%		0.0%

						３００～９９９人		1323		48.4		20.5		31.1		0.1				68.9				※が付いているものは、回答社数が少ないため、参考データとして掲載

						１０００～４９９９人		936		55.7		14.1		29.9		0.3				69.8

						５０００人以上		280		51.8		17.5		30.7		0				69.3

		以下2019 イカ

								総　数		既に取り組んでいる		今後取り組む予定である		取り組む予定はない		無回答

						全　体		4669		37.5		17.2		45		0.2

								4669		1753		802		2103		11

		業種別（中分類）				建設業		353		36.3		20.4		43.3		0

						製造業（機械以外）		932		36.4		18.5		45.1		0.1

						機械器具製造業		660		47.4		22		30.6		0

						電気・ガス・熱供給・水道業		39		28.2		12.8		56.4		2.6

						情報通信業		332		46.1		16.9		36.4		0.6

						運輸業		271		27.3		15.9		56.5		0.4

						卸売業		451		35.9		19.1		44.8		0.2

						小売業		407		44.2		18.7		37.1		0

						金融・保険業		308		36		11		52.3		0.6

						不動産業		87		36.8		13.8		49.4		0

						飲食店・宿泊業		172		33.1		17.4		49.4		0

						医療・福祉		208		30.3		10.1		59.6		0

						教育・学習支援業		71		28.2		12.7		59.2		0

						サービス業（他に分類されないもの）		338		28.7		11.2		59.2		0.9

						その他		40		32.5		7.5		60		0

		業種別（大分類：5区分）				建設業		371		36.1		19.9		43.9		0

						製造業		1592		41		19.9		39.1		0.1

						流通業		858		39.9		18.9		41.1		0.1

						金融業		308		36		11		52.3		0.6

						サービス・情報業		1518		33.4		14.1		52		0.5

						無回答		-		-		-		-		-

		地域別				北海道		209		23		15.8		61.2		0

						東北		229		31		14		55		0

						北関東		191		31.4		19.9		48.7		0

						首都圏		1856		42.5		16		41		0.5

						北陸・甲信越		294		35		21.1		43.9		0

						中部・東海		515		39.8		19.2		40.8		0.2

						京阪神		654		39.4		18.8		41.6		0.2

						近畿		46		26.1		17.4		56.5		0

						中国		221		33.9		14.9		51.1		0

						四国		179		26.8		17.9		55.3		0

						九州		275		30.5		16.4		53.1		0

						無回答		-		-		-		-		-

		地域別②				北海道・東北		438		27.2		14.8		58		0

						関東		2047		41.5		16.4		41.7		0.4

						中部		809		38.1		19.9		41.9		0.1

						近畿		700		38.6		18.7		42.6		0.1

						中国・四国		400		30.8		16.3		53		0

						九州		275		30.5		16.4		53.1		0

		従業員規模別				５～２９人		314		6.1		5.7		88.2		0

						３０～４９人		236		10.2		12.3		77.5		0

						５０～９９人		474		19.2		14.6		66.2		0

						１００～２９９人		1101		31		17.9		51.1		0

						３００～９９９人		1300		47.6		21.7		30.5		0.2

						１０００～１９９９人		544		53.1		17.3		29.4		0.2

						２０００～４９９９人		433		55.2		15.5		28.9		0.5

						５０００人以上		267		49.1		17.2		31.5		2.2

						１０００人未満　計		3425		31.9		17.4		50.6		0.1

						１０００人以上　計		1244		53		16.6		29.7		0.7

		従業員規模別（小分類）				５～９９人		1024		13.1		11.3		75.6		0

						１００～２９９人		1101		31		17.9		51.1		0

						３００～９９９人		1300		47.6		21.7		30.5		0.2

						１０００～１９９９人		544		53.1		17.3		29.4		0.2

						２０００～４９９９人		433		55.2		15.5		28.9		0.5

						５０００人以上		267		49.1		17.2		31.5		2.2

		従業員規模別（中分類）				５～２９９人		2125		22.4		14.7		62.9		0

						３００～９９９人		1300		47.6		21.7		30.5		0.2

						１０００～４９９９人		977		54		16.5		29.2		0.3

						５０００人以上		267		49.1		17.2		31.5		2.2

								社数 シャスウ		既に取り組んでいる		今後取り組む予定である		取り組む予定はない		無回答

				全体 ゼンタイ				4669		3750.0%		1720.0%		4500.0%		20.0%

				建設業 ケンセツギョウ				371		3610.0%		1990.0%		4390.0%		-

				製造業 セイゾウギョウ				1592		4100.0%		1990.0%		3910.0%		10.0%

				流通業 リュウツウギョウ				858		3990.0%		1890.0%		4110.0%		10.0%

				金融業 キンユウギョウ				308		3600.0%		1100.0%		5230.0%		60.0%

				サービス・情報業 ジョウホウギョウ				1518		3340.0%		1410.0%		5200.0%		50.0%

				1000人未満 ヒトミマン				3425		3190.0%		1740.0%		5060.0%		10.0%

						　5～99人 ヒト		1024		1310.0%		1130.0%		7560.0%		-

						　100～299人 ヒト		1101		3100.0%		1790.0%		5110.0%		-

						　300～999人 ヒト		1300		4760.0%		2170.0%		3050.0%		20.0%

				1000人以上 ヒトイジョウ				1244		5300.0%		1660.0%		2970.0%		70.0%

						　1000～1999人 ヒト		544		5310.0%		1730.0%		2940.0%		20.0%

						　2000～4999人 ヒト		433		5520.0%		1550.0%		2890.0%		50.0%

						　5000人以上		267		4910.0%		1720.0%		3150.0%		220.0%

								既に取り組んでいる		今後取り組む予定である		取り組む予定はない		無回答

				全体 ゼンタイ				3750.0%		1720.0%		4500.0%		20.0%

				建設業 ケンセツギョウ				3610.0%		1990.0%		4390.0%		0.0%

				製造業 セイゾウギョウ				4100.0%		1990.0%		3910.0%		10.0%

				流通業 リュウツウギョウ				3990.0%		1890.0%		4110.0%		10.0%

				金融業 キンユウギョウ				3600.0%		1100.0%		5230.0%		60.0%

				サービス・情報業 ジョウホウギョウ				3340.0%		1410.0%		5200.0%		50.0%

				1000人未満 ヒトミマン				3190.0%		1740.0%		5060.0%		10.0%

				1000人以上 ヒトイジョウ				5300.0%		1660.0%		2970.0%		70.0%

								社数 シャスウ		女性採用比率向上を実施・予定
（A)＋（B) ジョセイサイヨウヒリツコウジョウジッシヨテイ		既に取り組んでいる
（A）		今後取り組む予定である（B）		取り組む予定はない		無回答

				全体 ゼンタイ				4669		5470.0%		3750.0%		1720.0%		4500.0%		20.0%				353		353		36.3		20.4		43.3		0

				建設業 ケンセツギョウ				353		5670.0%		3630.0%		2040.0%		4330.0%		-

				製造業 セイゾウギョウ				1592		6090.0%		4100.0%		1990.0%		3910.0%		10.0%

				流通業 リュウツウギョウ				858		5880.0%		3990.0%		1890.0%		4110.0%		10.0%

				金融業 キンユウギョウ				308		4700.0%		3600.0%		1100.0%		5230.0%		60.0%

				サービス・情報業 ジョウホウギョウ				1518		4750.0%		3340.0%		1410.0%		5200.0%		50.0%

				1000人未満 ヒトミマン				3425		4930.0%		3190.0%		1740.0%		5060.0%		10.0%

						　5～99人 ヒト		1024		2440.0%		1310.0%		1130.0%		7560.0%		-

						　100～299人 ヒト		1101		4890.0%		3100.0%		1790.0%		5110.0%		-

						　300～999人 ヒト		1300		6930.0%		4760.0%		2170.0%		3050.0%		20.0%

				1000人以上 ヒトイジョウ				1244		6960.0%		5300.0%		1660.0%		2970.0%		70.0%

						　1000～1999人 ヒト		544		7040.0%		5310.0%		1730.0%		2940.0%		20.0%

						　2000～4999人 ヒト		433		7070.0%		5520.0%		1550.0%		2890.0%		50.0%

						　5000人以上		267		6630.0%		4910.0%		1720.0%		3150.0%		220.0%



表、グラフの大きさは変えない！！

表、グラフの大きさは変えない！！
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既に取り組んでいる

今後取り組む予定である

取り組む予定はない

無回答



外国人

		



既に取り組んでいる

今後取り組む予定である

取り組む予定はない

無回答



外国人 (2)

		



2020年卒

2019年卒



外国人 (3)

		

						経年比較 ケイネンヒカク

								2020年卒 ネンソツ		2019年卒 ネンソツ

						全体 ゼンタイ		49.9		42.5		7.40000000000001

				業種 ギョウシュ		建設業 ケンセツギョウ		57.7		51.9		5.80000000000000

						製造業 セイゾウギョウ		53.1		45.8		7.30000000000000

						流通業 リュウツウギョウ		53.6		46.6		7.00000000000001

						金融業 キンユウギョウ		42.9		36.0		6.90000000000000

						サービス・情報業 ジョウホウギョウ		44.2		35.9		8.30000000000000

				企業規模 キギョウキボ		1000人未満 ヒトミマン		48.0		40.7		7.30000000000000

						1000人以上 ヒトイジョウ		55.6		47.5

				2020年のもの ネン

								サンプル数		既に取り組んでいる		今後取り組む予定である		取り組む予定はない		無回答

						全　体		4691		26.3		23.6		50		0.1

										1235		1107		2345		4

						建設業		338		35.8		21.9		42.3		0		57.7

						製造業（機械以外）		902		26.4		24.6		48.9		0.1		51

						機械器具製造業		666		32.9		23.1		43.7		0.3		56

						電気・ガス・熱供給・水道業		41		36.6		14.6		48.8		0		51.2

						情報通信業		330		24.8		20.6		54.5		0		45.4

						運輸業		278		19.4		24.1		56.5		0		43.5

						卸売業		444		30.2		20.7		49.1		0		50.9

						小売業		432		28.5		28		43.5		0		56.5

						金融・保険業		277		22.7		20.2		57		0		42.9

						不動産業		92		16.3		20.7		63		0		37

						飲食店・宿泊業		175		18.3		29.7		51.4		0.6		48

						医療・福祉		227		23.3		23.8		52.9		0		47.1

						教育・学習支援業		82		12.2		25.6		62.2		0		37.8

						サービス業（他に分類されないもの）		366		19.7		22.7		57.7		0		42.4

						その他		41		9.8		43.9		46.3		0		53.7

																		0

						建設業		357		34.7		23		42.3		0		57.7

						製造業		1568		29.1		24		46.7		0.2		53.1

						流通業		876		29.3		24.3		46.3		0		53.6

						金融業		277		22.7		20.2		57		0		42.9

						サービス・情報業		1591		20.9		23.3		55.8		0.1		44.2

																		0

						５～９９人		999		11.7		20		68.3		0		31.7

						１００～２９９人		1153		23.8		24.3		52		0		48.1								社数 シャスウ		初任給引き上げを実施・予定
（A)＋（B) ショニンキュウヒアジッシヨテイ		既に取り組んでいる
（A）		今後取り組む予定である
（B）		取り組む予定はない		無回答				確認 カクニン

						３００～９９９人		1323		32.7		27.4		39.8		0.1		60.1				全体 ゼンタイ				4691		4990.0%		2630.0%		2360.0%		5000.0%		10.0%				100

						１０００～１９９９人		528		32.2		26.3		41.3		0.2		58.5				業種別 ギョウシュベツ		建設業		338		5770.0%		3580.0%		2190.0%		4230.0%		-				100

						２０００～４９９９人		408		36.8		16.2		46.6		0.5		53						製造業（機械以外）		902		5100.0%		2640.0%		2460.0%		4890.0%		10.0%				100

						５０００人以上		280		32.9		21.1		46.1		0		54						機械器具製造業		666		5600.0%		3290.0%		2310.0%		4370.0%		30.0%				100

																		0						※電気・ガス・熱供給・水道業		41		5120.0%		3660.0%		1460.0%		4880.0%		-				100

						１０００人未満　計		3475		23.7		24.3		52		0		48						情報通信業		330		4540.0%		2480.0%		2060.0%		5450.0%		-				99.9

						１０００人以上　計		1216		33.9		21.7		44.2		0.2		55.6						運輸業		278		4350.0%		1940.0%		2410.0%		5650.0%		-				100

																								卸売業		444		5090.0%		3020.0%		2070.0%		4910.0%		-				100

																								小売業		432		5650.0%		2850.0%		2800.0%		4350.0%		-				100

																								金融・保険業		277		4290.0%		2270.0%		2020.0%		5700.0%		-				99.9

																								※不動産業		92		3700.0%		1630.0%		2070.0%		6300.0%		-				100

																								飲食店・宿泊業		175		4800.0%		1830.0%		2970.0%		5140.0%		60.0%				100

																								医療・福祉		227		4710.0%		2330.0%		2380.0%		5290.0%		-				100

																								※教育・学習支援業		82		3780.0%		1220.0%		2560.0%		6220.0%		-				100

																								サービス業（他に分類されないもの）		366		4240.0%		1970.0%		2270.0%		5770.0%		-

																						従業員規模別 ジュウギョウインキボベツ		５～２９９人		2152		4050.0%		1820.0%		2230.0%		5950.0%		-

																								３００～９９９人		1323		6010.0%		3270.0%		2740.0%		3980.0%		10.0%

																								１０００～４９９９人		936		5610.0%		3420.0%		2190.0%		4360.0%		30.0%

																								５０００人以上		280		5400.0%		3290.0%		2110.0%		4610.0%		-

																						※が付いているものは、回答社数が少ないため、参考データとして掲載

				以下は2019年卒のデータ イカネンソツ

								サンプル数		既に取り組んでいる		今後取り組む予定である		取り組む予定はない		無回答

						全　体		4669		20.1		22.4		57.2		0.3

										938		1045		2671		15

		業種別（小分類）				農林・水産・鉱業		18		16.7		27.8		55.6		0

						総合工事業		221		33.9		21.7		44.3		0

						設備工事業・職別工事業（大工、とび、左官、石工など）		132		26.5		18.9		54.5		0

						食品		209		22.5		24.9		52.6		0

						繊維		67		11.9		20.9		67.2		0

						化学・紙・石油		164		20.7		16.5		62.8		0

						医薬・化粧品		44		13.6		29.5		56.8		0

						ゴム・ガラス・セラミックス		42		21.4		31		47.6		0

						鉄鋼・非鉄金属・金属		164		22		24.4		53.7		0

						機械・プラント・エンジニアリング		171		31		22.8		46.2		0

						総合電機		18		16.7		11.1		72.2		0

						重電・産業用電気機器		27		22.2		40.7		37		0

						コンピュータ・通信機器・ＯＡ機器関連		30		16.7		26.7		56.7		0

						家電・ＡＶ機器		14		7.1		28.6		64.3		0

						ゲーム・アミューズメント機器		4		0		25		75		0

						半導体・電子・電気部品		73		20.5		24.7		54.8		0

						その他の電気機械器具製造業		85		18.8		31.8		49.4		0

						自動車・鉄道・航空機等製造・同部品製造		156		23.1		26.9		50		0

						精密機械器具製造業		82		20.7		30.5		48.8		0

						印刷関連		50		18		18		62		2

						その他の製造業		192		16.7		26.6		56.3		0.5

						商社		451		21.1		20.8		57.6		0.4

						百貨店		22		4.5		13.6		81.8		0

						スーパー・ＤＩＹ・生活協同組合		115		25.2		38.3		36.5		0

						専門店（複合）		25		16		24		60		0

						専門店（洋装品・呉服）		35		28.6		17.1		54.3		0

						専門店（自動車関連）		126		26.2		30.2		43.7		0

						専門店（電気製品）		8		25		12.5		62.5		0

						専門店（カメラ・メガネ・貴金属・皮革・スポーツ用品・楽器・その他）		76		13.2		31.6		55.3		0

						銀行		57		22.8		3.5		70.2		3.5

						信託銀行		1		0		0		100		0

						労働金庫・信用金庫・信用組合		150		23.3		18.7		57.3		0.7

						証券		38		21.1		15.8		63.2		0

						生命保険・損害保険		25		20		12		68		0

						クレジット		14		14.3		35.7		50		0

						その他金融（投資業・ベンチャーキャピタル・消費者金融・その他）		23		8.7		8.7		78.3		4.3

						通信		8		12.5		0		87.5		0

						放送業		30		13.3		13.3		70		3.3

						情報サービス・調査業（ソフトウエア業、情報処理、コンピュータ修理など）		251		24.3		23.5		52.2		0

						インターネット付随サービス業		5		0		40		60		0

						映像・音声・文字情報制作業（映画・ビデオ・テレビ番組など）		38		7.9		15.8		73.7		2.6

						不動産		87		18.4		9.2		72.4		0

						鉄道・道路旅客運送業		64		10.9		12.5		76.6		0

						道路貨物運送業		108		14.8		11.1		74.1		0

						倉庫業		24		16.7		20.8		62.5		0

						旅行業および運輸に付帯するサービス業		21		9.5		33.3		57.1		0

						海運・航空・その他の運輸業		54		13		20.4		64.8		1.9

						電力・ガス・水道・エネルギー		39		28.2		15.4		53.8		2.6

						飲食店		77		13		31.2		55.8		0

						旅館・ホテル・レジャー		95		17.9		17.9		64.2		0

						医療・福祉		208		12.5		21.6		65.9		0

						教育・学習支援		71		14.1		22.5		63.4		0

						物品賃貸業		30		10		43.3		46.7		0

						広告代理店		21		14.3		19		61.9		4.8

						専門サービス業（法律事務所、税務事務所、デザイン業）		64		23.4		21.9		54.7		0

						その他の事業サービス業（理美容関連、消毒、ビルメンテナンス）		128		10.9		19.5		68		1.6

						その他のサービス業（自動車整備業、機械等修理業）		95		11.6		17.9		70.5		0

						その他		22		9.1		27.3		63.6		0

						無回答		-		-		-		-		-

		業種別（中分類）				建設業		353		31.2		20.7		48.2		0

						製造業（機械以外）		932		19.4		23.5		56.9		0.2

						機械器具製造業		660		23		26.8		50.2		0

						電気・ガス・熱供給・水道業		39		28.2		15.4		53.8		2.6

						情報通信業		332		20.8		21.4		57.2		0.6

						運輸業		271		13.3		15.9		70.5		0.4

						卸売業		451		21.1		20.8		57.6		0.4

						小売業		407		21.9		30		48.2		0

						金融・保険業		308		21.1		14.9		62.7		1.3

						不動産業		87		18.4		9.2		72.4		0

						飲食店・宿泊業		172		15.7		23.8		60.5		0

						医療・福祉		208		12.5		21.6		65.9		0

						教育・学習支援業		71		14.1		22.5		63.4		0

						サービス業（他に分類されないもの）		338		13.6		21.6		63.9		0.9

						その他		40		12.5		27.5		60		0

		業種別（大分類：4区分）				製造業		1963		22.7		24.1		53		0.1

						流通業		858		21.4		25.2		53.1		0.2

						金融業		308		21.1		14.9		62.7		1.3

						サービス・情報業		1518		15.9		20		63.7		0.5

						無回答		-		-		-		-		-

		業種別（大分類：5区分）				建設業		371		30.5		21		48.5		0

						製造業		1592		20.9		24.9		54.1		0.1

						流通業		858		21.4		25.2		53.1		0.2

						金融業		308		21.1		14.9		62.7		1.3

						サービス・情報業		1518		15.9		20		63.7		0.5

		地域別				北海道		209		18.7		23.4		57.4		0.5

						東北		229		21.4		23.6		55		0

						北関東		191		16.2		27.7		55.5		0.5

						首都圏		1856		20.3		19.7		59.4		0.6

						北陸・甲信越		294		23.8		23.8		52.4		0

						中部・東海		515		18.8		26.6		54.4		0.2

						京阪神		654		22.3		23.7		53.8		0.2

						近畿		46		13		17.4		69.6		0

						中国		221		21.7		19.9		58.4		0

						四国		179		13.4		21.8		64.8		0

						九州		275		18.5		25.8		55.6		0

						無回答		-		-		-		-		-

		地域別②				北海道・東北		438		20.1		23.5		56.2		0.2

						関東		2047		19.9		20.4		59.1		0.6

						中部		809		20.6		25.6		53.6		0.1

						近畿		700		21.7		23.3		54.9		0.1

						中国・四国		400		18		20.8		61.3		0

						九州		275		18.5		25.8		55.6		0

		従業員規模別				５～２９人		314		4.8		10.5		84.7		0

						３０～４９人		236		6.4		17.8		75.8		0

						５０～９９人		474		12.7		19.4		67.9		0

						１００～２９９人		1101		17.1		25.5		57.3		0.1

						３００～９９９人		1300		25.4		25.8		48.5		0.2

						１０００～１９９９人		544		26.1		22.8		50.7		0.4

						２０００～４９９９人		433		29.3		18.9		51		0.7

						５０００人以上		267		22.8		20.6		54.3		2.2

						１０００人未満　計		3425		17.8		22.9		59.2		0.1

						１０００人以上　計		1244		26.5		21		51.6		0.9

		従業員規模別（小分類）				５～９９人		1024		8.8		16.3		74.9		0

						１００～２９９人		1101		17.1		25.5		57.3		0.1

						３００～９９９人		1300		25.4		25.8		48.5		0.2

						１０００～１９９９人		544		26.1		22.8		50.7		0.4

						２０００～４９９９人		433		29.3		18.9		51		0.7

						５０００人以上		267		22.8		20.6		54.3		2.2

		従業員規模別（中分類）				５～２９９人		2125		2125		13.1		21.1		65.8		0

						３００～９９９人		1300		1300		25.4		25.8		48.5		0.2

						１０００～４９９９人		977		977		27.5		21.1		50.9		0.5

						５０００人以上		267		267		22.8		20.6		54.3		2.2

		業態変更				変更があった		105		105		20		21		57.1		1.9

						　企業名変更		17		17		0		17.6		82.4		0

						　持株会社化		8		8		37.5		12.5		50		0

						　合併		18		18		16.7		16.7		66.7		0

						　分社化		21		21		28.6		23.8		47.6		0

						　その他		31		31		22.6		19.4		58.1		0

						　採用方法変更		7		7		28.6		28.6		14.3		28.6

						　詳細無回答		3		3		0		66.7		33.3		0

						変更はなかった		4557		4557		20.1		22.4		57.3		0.3

						無回答		7		7		42.9		42.9		0		14.3

		株式上場				上場している		1288		1288		27.3		21.9		50		0.8

						上場していない		3377		3377		17.3		22.6		59.9		0.1

						無回答		4		4		25		0		75		0

								社数 シャスウ		既に取り組んでいる		今後取り組む予定である		取り組む予定はない		無回答

				全体 ゼンタイ				4669		2010.0%		2240.0%		5720.0%		30.0%

				建設業 ケンセツギョウ				353		3120.0%		2070.0%		4820.0%		-

				製造業 セイゾウギョウ				1592		2090.0%		2490.0%		5410.0%		10.0%

				流通業 リュウツウギョウ				858		2140.0%		2520.0%		5310.0%		20.0%

				金融業 キンユウギョウ				308		2110.0%		1490.0%		6270.0%		130.0%

				サービス・情報業 ジョウホウギョウ				1518		1590.0%		2000.0%		6370.0%		50.0%

				1000人未満 ヒトミマン				3425		1780.0%		2290.0%		5920.0%		10.0%

						　5～99人 ヒト		1024		880.0%		1630.0%		7490.0%		-

						　100～299人 ヒト		1101		1710.0%		2550.0%		5730.0%		10.0%

						　300～999人 ヒト		1300		2540.0%		2580.0%		4850.0%		20.0%

				1000人以上 ヒトイジョウ				1244		2650.0%		2100.0%		5160.0%		90.0%

						　1000～1999人 ヒト		544		2610.0%		2280.0%		5070.0%		40.0%

						　2000～4999人 ヒト		433		2930.0%		1890.0%		5100.0%		70.0%

						　5000人以上		267		2280.0%		2060.0%		5430.0%		220.0%

								既に取り組んでいる		今後取り組む予定である		取り組む予定はない		無回答

				全体 ゼンタイ				2010.0%		2240.0%		5720.0%		30.0%

				建設業 ケンセツギョウ				3120.0%		2070.0%		4820.0%		-

				製造業 セイゾウギョウ				2090.0%		2490.0%		5410.0%		10.0%

				流通業 リュウツウギョウ				2140.0%		2520.0%		5310.0%		20.0%

				金融業 キンユウギョウ				2110.0%		1490.0%		6270.0%		130.0%

				サービス・情報業 ジョウホウギョウ				1590.0%		2000.0%		6370.0%		50.0%

				1000人未満 ヒトミマン				1780.0%		2290.0%		5920.0%		10.0%

				1000人以上 ヒトイジョウ				2650.0%		2100.0%		5160.0%		90.0%

								社数 シャスウ		初任給引き上げを実施・予定
（A)＋（B) ショニンキュウヒアジッシヨテイ		既に取り組んでいる
（A）		今後取り組む予定である（B）		取り組む予定はない		無回答

				全体 ゼンタイ				4669		4250.0%		2010.0%		2240.0%		5720.0%		30.0%

				建設業 ケンセツギョウ				353		5190.0%		3120.0%		2070.0%		4820.0%		-

				製造業 セイゾウギョウ				1592		4580.0%		2090.0%		2490.0%		5410.0%		10.0%

				流通業 リュウツウギョウ				858		4660.0%		2140.0%		2520.0%		5310.0%		20.0%

				金融業 キンユウギョウ				308		3600.0%		2110.0%		1490.0%		6270.0%		130.0%

				サービス・情報業 ジョウホウギョウ				1518		3590.0%		1590.0%		2000.0%		6370.0%		50.0%

				1000人未満 ヒトミマン				3425		4070.0%		1780.0%		2290.0%		5920.0%		10.0%

						　5～99人 ヒト		1024		2510.0%		880.0%		1630.0%		7490.0%		-

						　100～299人 ヒト		1101		4260.0%		1710.0%		2550.0%		5730.0%		10.0%

						　300～999人 ヒト		1300		5120.0%		2540.0%		2580.0%		4850.0%		20.0%

				1000人以上 ヒトイジョウ				1244		4750.0%		2650.0%		2100.0%		5160.0%		90.0%

						　1000～1999人 ヒト		544		4890.0%		2610.0%		2280.0%		5070.0%		40.0%

						　2000～4999人 ヒト		433		4820.0%		2930.0%		1890.0%		5100.0%		70.0%

						　5000人以上		267		4340.0%		2280.0%		2060.0%		5430.0%		220.0%





外国人 (3)

		



既に取り組んでいる

今後取り組む予定である

取り組む予定はない

無回答



新卒中途 (3)

		



既に取り組んでいる

今後取り組む予定である

取り組む予定はない

無回答



		



2020年卒

2019年卒



		

										サンプル数		既に取り組んでいる		今後取り組む予定である		取り組む予定はない		無回答

								全　体		4669		20.1		22.4		57.2		0.3

				業種別（小分類）				農林・水産・鉱業		18		16.7		27.8		55.6		0

								総合工事業		221		33.9		21.7		44.3		0

								設備工事業・職別工事業（大工、とび、左官、石工など）		132		26.5		18.9		54.5		0

								食品		209		22.5		24.9		52.6		0

								繊維		67		11.9		20.9		67.2		0

								化学・紙・石油		164		20.7		16.5		62.8		0

								医薬・化粧品		44		13.6		29.5		56.8		0

								ゴム・ガラス・セラミックス		42		21.4		31		47.6		0

								鉄鋼・非鉄金属・金属		164		22		24.4		53.7		0

								機械・プラント・エンジニアリング		171		31		22.8		46.2		0

								総合電機		18		16.7		11.1		72.2		0

								重電・産業用電気機器		27		22.2		40.7		37		0

								コンピュータ・通信機器・ＯＡ機器関連		30		16.7		26.7		56.7		0

								家電・ＡＶ機器		14		7.1		28.6		64.3		0

								ゲーム・アミューズメント機器		4		0		25		75		0

								半導体・電子・電気部品		73		20.5		24.7		54.8		0

								その他の電気機械器具製造業		85		18.8		31.8		49.4		0

								自動車・鉄道・航空機等製造・同部品製造		156		23.1		26.9		50		0

								精密機械器具製造業		82		20.7		30.5		48.8		0

								印刷関連		50		18		18		62		2

								その他の製造業		192		16.7		26.6		56.3		0.5

								商社		451		21.1		20.8		57.6		0.4

								百貨店		22		4.5		13.6		81.8		0

								スーパー・ＤＩＹ・生活協同組合		115		25.2		38.3		36.5		0

								専門店（複合）		25		16		24		60		0

								専門店（洋装品・呉服）		35		28.6		17.1		54.3		0

								専門店（自動車関連）		126		26.2		30.2		43.7		0

								専門店（電気製品）		8		25		12.5		62.5		0

								専門店（カメラ・メガネ・貴金属・皮革・スポーツ用品・楽器・その他）		76		13.2		31.6		55.3		0

								銀行		57		22.8		3.5		70.2		3.5

								信託銀行		1		0		0		100		0

								労働金庫・信用金庫・信用組合		150		23.3		18.7		57.3		0.7

								証券		38		21.1		15.8		63.2		0

								生命保険・損害保険		25		20		12		68		0

								クレジット		14		14.3		35.7		50		0

								その他金融（投資業・ベンチャーキャピタル・消費者金融・その他）		23		8.7		8.7		78.3		4.3

								通信		8		12.5		0		87.5		0

								放送業		30		13.3		13.3		70		3.3

								情報サービス・調査業（ソフトウエア業、情報処理、コンピュータ修理など）		251		24.3		23.5		52.2		0

								インターネット付随サービス業		5		0		40		60		0

								映像・音声・文字情報制作業（映画・ビデオ・テレビ番組など）		38		7.9		15.8		73.7		2.6

								不動産		87		18.4		9.2		72.4		0

								鉄道・道路旅客運送業		64		10.9		12.5		76.6		0

								道路貨物運送業		108		14.8		11.1		74.1		0

								倉庫業		24		16.7		20.8		62.5		0

								旅行業および運輸に付帯するサービス業		21		9.5		33.3		57.1		0

								海運・航空・その他の運輸業		54		13		20.4		64.8		1.9

								電力・ガス・水道・エネルギー		39		28.2		15.4		53.8		2.6

								飲食店		77		13		31.2		55.8		0

								旅館・ホテル・レジャー		95		17.9		17.9		64.2		0

								医療・福祉		208		12.5		21.6		65.9		0

								教育・学習支援		71		14.1		22.5		63.4		0

								物品賃貸業		30		10		43.3		46.7		0

								広告代理店		21		14.3		19		61.9		4.8

								専門サービス業（法律事務所、税務事務所、デザイン業）		64		23.4		21.9		54.7		0

								その他の事業サービス業（理美容関連、消毒、ビルメンテナンス）		128		10.9		19.5		68		1.6

								その他のサービス業（自動車整備業、機械等修理業）		95		11.6		17.9		70.5		0

								その他		22		9.1		27.3		63.6		0

								無回答		-		-		-		-		-

				業種別（中分類）				建設業		353		31.2		20.7		48.2		0

								製造業（機械以外）		932		19.4		23.5		56.9		0.2

								機械器具製造業		660		23		26.8		50.2		0

								電気・ガス・熱供給・水道業		39		28.2		15.4		53.8		2.6

								情報通信業		332		20.8		21.4		57.2		0.6

								運輸業		271		13.3		15.9		70.5		0.4

								卸売業		451		21.1		20.8		57.6		0.4

								小売業		407		21.9		30		48.2		0

								金融・保険業		308		21.1		14.9		62.7		1.3

								不動産業		87		18.4		9.2		72.4		0

								飲食店・宿泊業		172		15.7		23.8		60.5		0

								医療・福祉		208		12.5		21.6		65.9		0

								教育・学習支援業		71		14.1		22.5		63.4		0

								サービス業（他に分類されないもの）		338		13.6		21.6		63.9		0.9

								その他		40		12.5		27.5		60		0

				業種別（大分類：5区分）				建設業		371		30.5		21		48.5		0

								製造業		1592		20.9		24.9		54.1		0.1

								流通業		858		21.4		25.2		53.1		0.2

								金融業		308		21.1		14.9		62.7		1.3

								サービス・情報業		1518		15.9		20		63.7		0.5

								１０００人未満　計		3425		17.8		22.9		59.2		0.1

								１０００人以上　計		1244		26.5		21		51.6		0.9

				従業員規模別（小分類）				５～９９人		1024		8.8		16.3		74.9		0

								１００～２９９人		1101		17.1		25.5		57.3		0.1

								３００～９９９人		1300		25.4		25.8		48.5		0.2

								１０００～１９９９人		544		26.1		22.8		50.7		0.4

								２０００～４９９９人		433		29.3		18.9		51		0.7

								５０００人以上		267		22.8		20.6		54.3		2.2

						社数 シャスウ		既に取り組んでいる		今後取り組む予定である		取り組む予定はない		無回答

				全体 ゼンタイ		4669		2010.0%		2240.0%		5720.0%		30.0%

				建設業 ケンセツギョウ		353		3120.0%		2070.0%		4820.0%		-

				製造業 セイゾウギョウ		1592		2090.0%		2490.0%		5410.0%		10.0%

				食品		209		2250.0%		2490.0%		5260.0%		-

				化学・紙・石油 カガクカミセキユ		164		2070.0%		1650.0%		6280.0%		-

				医薬・化粧品 クスリケショウヒン		44		1360.0%		2950.0%		5680.0%		-

				鉄鋼・非鉄金属・金属 テッコウヒテツキンゾクキンゾク		164		2200.0%		2440.0%		5370.0%		-

				機械・プラント・エンジニアリング キカイ		171		3100.0%		2280.0%		4620.0%		-

				※コンピュータ・通信機器・ＯＡ機器関連		30		1670.0%		2670.0%		5670.0%		-

				半導体・電子・電気部品		73		2050.0%		2470.0%		5480.0%		-

				自動車・鉄道 ジドウシャテツドウ		156		2310.0%		2690.0%		5000.0%		-

				精密機械器具		82		2070.0%		3050.0%		4880.0%		-

				流通業 リュウツウギョウ		858		2140.0%		2520.0%		5310.0%		20.0%

				　卸売業		451		2110.0%		2080.0%		5760.0%		40.0%

				　小売業		407		2190.0%		3000.0%		4820.0%		-

				金融業 キンユウギョウ		308		2110.0%		1490.0%		6270.0%		130.0%

				銀行 ギンコウ		57		2280.0%		350.0%		7020.0%		350.0%

				※証券 ショウケン		38		2110.0%		1580.0%		6320.0%		-

				労働金庫・信用金庫・信用組合		150		2330.0%		1870.0%		5730.0%		70.0%

				サービス・情報業 ジョウホウギョウ		1518		1590.0%		2000.0%		6370.0%		50.0%

				　情報通信業		332		2080.0%		2140.0%		5720.0%		60.0%

				　運輸業		271		1330.0%		1590.0%		7050.0%		40.0%

				　不動産業		87		1840.0%		920.0%		7240.0%		-

				飲食サービス業 インショクギョウ		77		1300.0%		3120.0%		5580.0%		-

				教育・学習支援 キョウイクガクシュウシエン		71		1410.0%		2250.0%		6340.0%		-

				医療・福祉		208		1250.0%		2160.0%		6590.0%		-

				※電気・ガス・熱供給・水道業 デンキネツキョウキュウスイドウギョウ		39		2820.0%		1540.0%		5380.0%		260.0%

						社数 シャスウ		初任給引き上げを実施・予定
（A)＋（B) ジッシヨテイ		既に取り組んでいる
（A）		今後取り組む予定である（B）		取り組む予定はない		無回答

				全体 ゼンタイ		4669		4250.0%		2010.0%		2240.0%		5720.0%		30.0%

				建設業 ケンセツギョウ		353		5190.0%		3120.0%		2070.0%		4820.0%		-

				製造業 セイゾウギョウ		1592		4580.0%		2090.0%		2490.0%		5410.0%		10.0%

				食品		209		4740.0%		2250.0%		2490.0%		5260.0%		-

				化学・紙・石油 カガクカミセキユ		164		3720.0%		2070.0%		1650.0%		6280.0%		-

				※医薬・化粧品 クスリケショウヒン		44		4310.0%		1360.0%		2950.0%		5680.0%		-

				鉄鋼・非鉄金属・金属 テッコウヒテツキンゾクキンゾク		164		4640.0%		2200.0%		2440.0%		5370.0%		-

				機械・プラント・エンジニアリング キカイ		171		5380.0%		3100.0%		2280.0%		4620.0%		-

				※コンピュータ・通信機器・ＯＡ機器関連		30		4340.0%		1670.0%		2670.0%		5670.0%		-

				半導体・電子・電気部品		73		4520.0%		2050.0%		2470.0%		5480.0%		-

				自動車・鉄道 ジドウシャテツドウ		156		5000.0%		2310.0%		2690.0%		5000.0%		-

				精密機械器具		82		5120.0%		2070.0%		3050.0%		4880.0%		-

				流通業 リュウツウギョウ		858		4660.0%		2140.0%		2520.0%		5310.0%		20.0%

				　卸売業		451		4190.0%		2110.0%		2080.0%		5760.0%		40.0%

				　小売業		407		5190.0%		2190.0%		3000.0%		4820.0%		-

				金融業 キンユウギョウ		308		3600.0%		2110.0%		1490.0%		6270.0%		130.0%

				銀行 ギンコウ		57		2630.0%		2280.0%		350.0%		7020.0%		350.0%

				※証券 ショウケン		38		3690.0%		2110.0%		1580.0%		6320.0%		-

				労働金庫・信用金庫・信用組合		150		4200.0%		2330.0%		1870.0%		5730.0%		70.0%

				サービス・情報業 ジョウホウギョウ		1518		3590.0%		1590.0%		2000.0%		6370.0%		50.0%

				　情報通信業		332		4220.0%		2080.0%		2140.0%		5720.0%		60.0%

				　運輸業		271		2920.0%		1330.0%		1590.0%		7050.0%		40.0%

				　不動産業		87		2760.0%		1840.0%		920.0%		7240.0%		-

				飲食サービス業 インショクギョウ		77		4420.0%		1300.0%		3120.0%		5580.0%		-

				教育・学習支援 キョウイクガクシュウシエン		71		3660.0%		1410.0%		2250.0%		6340.0%		-

				医療・福祉		208		3410.0%		1250.0%		2160.0%		6590.0%		-

				※電気・ガス・熱供給・水道業 デンキネツキョウキュウスイドウギョウ		39		4360.0%		2820.0%		1540.0%		5380.0%		260.0%





		

								2020年卒 ネンソツ		2019年卒 ネンソツ

						全体 ゼンタイ		24.3		20.9

				業種 ギョウシュ		建設業 ケンセツギョウ		18.9		16.7

						製造業 セイゾウギョウ		32.2		27.5

						流通業 リュウツウギョウ		22.1		16.3

						金融業 キンユウギョウ		9.0		9.1

						サービス・情報業 ジョウホウギョウ		21.6		19.7

				企業規模 キギョウキボ		1000人未満 ヒトミマン		19.8		16.5

						1000人以上 ヒトイジョウ		37.2		33.1

								サンプル数		総　数		既に取り組んでいる		今後取り組む予定である		取り組む予定はない		無回答

						全　体		4691		100		10.5		13.8		75.5		0.2				24.3

																						0

						建設業		338		338		7.4		11.5		81.1		0				18.9

						製造業（機械以外）		902		902		11.1		15.2		73.6		0.1				26.3

						機械器具製造業		666		666		19.4		20.9		59.5		0.3				40.3

						電気・ガス・熱供給・水道業		41		41		7.3		7.3		85.4		0				14.6

						情報通信業		330		330		14.2		13.3		72.4		0				27.5

						運輸業		278		278		10.4		11.9		77.7		0				22.3

						卸売業		444		444		7.7		11.7		80.6		0				19.4

						小売業		432		432		7.4		17.6		75		0				25

						金融・保険業		277		277		5.4		3.6		91		0				9

						不動産業		92		92		5.4		4.3		89.1		1.1				9.7

						飲食店・宿泊業		175		175		20		17.7		61.7		0.6				37.7

						医療・福祉		227		227		2.2		12.3		85.5		0				14.5

						教育・学習支援業		82		82		4.9		9.8		82.9		2.4				14.7

						サービス業（他に分類されないもの）		366		366		7.7		9.8		82.2		0.3				17.5								社数 シャスウ		外国籍学生の採用比率の引き上げを実施・予定
（A)＋（B) ガイコクセキガクセイサイヨウヒリツヒアジッシヨテイ		既に取り組んでいる
（A）		今後取り組む予定である
（B）		取り組む予定はない		無回答

						その他		41		41		7.3		14.6		78		0				21.9				全体 ゼンタイ		全体 ゼンタイ		4691		2430.0%		1050.0%		1380.0%		7550.0%		20.0%				10000.0%

																						0				業種別 ギョウシュベツ		建設業		338		1890.0%		740.0%		1150.0%		8110.0%		0.0%				10000.0%

						建設業		357		357		7		11.8		81.2		0				18.8						製造業（機械以外）		902		2630.0%		1110.0%		1520.0%		7360.0%		10.0%				10000.0%

						製造業		1568		1568		14.6		17.6		67.6		0.2				32.2						機械器具製造業		666		4030.0%		1940.0%		2090.0%		5950.0%		30.0%				10010.0%

						流通業		876		876		7.5		14.6		77.9		0				22.1						※電気・ガス・熱供給・水道業		41		1460.0%		730.0%		730.0%		8540.0%		0.0%				10000.0%

						金融業		277		277		5.4		3.6		91		0				9						情報通信業		330		2750.0%		1420.0%		1330.0%		7240.0%		0.0%				9990.0%

						サービス・情報業		1591		1591		9.8		11.8		78.1		0.3				21.6						運輸業		278		2230.0%		1040.0%		1190.0%		7770.0%		0.0%				10000.0%

																						0						卸売業		444		1940.0%		770.0%		1170.0%		8060.0%		0.0%				10000.0%

						５～９９人		999		999		3.3		7.3		89.2		0.2				10.6						小売業		432		2500.0%		740.0%		1760.0%		7500.0%		0.0%				10000.0%

						１００～２９９人		1153		1153		6.9		11.2		81.9		0				18.1						金融・保険業		277		900.0%		540.0%		360.0%		9100.0%		0.0%				10000.0%

						３００～９９９人		1323		1323		11.3		16.9		71.7		0.2				28.2						※不動産業		92		970.0%		540.0%		430.0%		8910.0%		110.0%				9990.0%

						１０００～１９９９人		528		528		15.7		18.8		65.2		0.4				34.5						飲食店・宿泊業		175		3770.0%		2000.0%		1770.0%		6170.0%		60.0%				10000.0%

						２０００～４９９９人		408		408		21.8		16.4		61.3		0.5				38.2						医療・福祉		227		1450.0%		220.0%		1230.0%		8550.0%		0.0%				10000.0%

						５０００人以上		280		280		21.1		19.6		59.3		0				40.7						※教育・学習支援業		82		1470.0%		490.0%		980.0%		8290.0%		240.0%				10000.0%

																						0						サービス業（他に分類されないもの）		366		1750.0%		770.0%		980.0%		8220.0%		30.0%				10000.0%

						１０００人未満　計		3475		3475		7.6		12.2		80.1		0.1				19.8				従業員規模別 ジュウギョウインキボベツ		５～２９９人		2152		1470.0%		530.0%		940.0%		8530.0%		10.0%				10010.0%

						１０００人以上　計		1216		1216		19		18.2		62.5		0.3				37.2						３００～９９９人		1323		2820.0%		1130.0%		1690.0%		7170.0%		20.0%				10010.0%

																												１０００～４９９９人		936		3610.0%		1840.0%		1770.0%		6350.0%		40.0%				10000.0%

																												５０００人以上		280		4070.0%		2110.0%		1960.0%		5930.0%		0.0%				10000.0%

																										※が付いているものは、回答社数が少ないため、参考データとして掲載

		2019年卒 ネンソツ

								サンプル数		既に取り組んでいる		今後取り組む予定である		取り組む予定はない		無回答

						全　体		4669		9.9		11		78.9		0.2

		業種別（大分類：5区分）				建設業		371		7		10.2		82.7		0

						製造業		1592		13.1		14.4		72.5		0.1

						流通業		858		7.8		8.5		83.6		0.1

						金融業		308		4.2		4.9		90.3		0.6

						サービス・情報業		1518		9.4		10.3		79.8		0.5

						１０００人未満　計		3425		6.9		9.6		83.5		0.1

						１０００人以上　計		1244		18.1		15		66.2		0.7

		従業員規模別（小分類）				５～９９人		1024		2.1		5.4		92.5		0

						１００～２９９人		1101		6.4		9.4		84.1		0

						３００～９９９人		1300		10.9		13		75.9		0.2

						１０００～１９９９人		544		16		14.5		69.3		0.2

						２０００～４９９９人		433		18.7		15.7		65.1		0.5

						５０００人以上		267		21.3		14.6		61.8		2.2

								社数 シャスウ		既に取り組んでいる		今後取り組む予定である		取り組む予定はない		無回答

				全体 ゼンタイ				4669		990.0%		1100.0%		7890.0%		20.0%

				建設業 ケンセツギョウ				371		700.0%		1020.0%		8270.0%		-

				製造業 セイゾウギョウ				1592		1310.0%		1440.0%		7250.0%		10.0%

				流通業 リュウツウギョウ				858		780.0%		850.0%		8360.0%		10.0%

				金融業 キンユウギョウ				308		420.0%		490.0%		9030.0%		60.0%

				サービス・情報業 ジョウホウギョウ				1518		940.0%		1030.0%		7980.0%		50.0%

				1000人未満 ヒトミマン				3425		690.0%		960.0%		8350.0%		10.0%

						　5～99人 ヒト		1024		210.0%		540.0%		9250.0%		-

						　100～299人 ヒト		1101		640.0%		940.0%		8410.0%		-

						　300～999人 ヒト		1300		1090.0%		1300.0%		7590.0%		20.0%

				1000人以上 ヒトイジョウ				1244		1810.0%		1500.0%		6620.0%		70.0%

						　1000～1999人 ヒト		544		1600.0%		1450.0%		6930.0%		20.0%

						　2000～4999人 ヒト		433		1870.0%		1570.0%		6510.0%		50.0%

						　5000人以上		267		2130.0%		1460.0%		6180.0%		220.0%

								既に取り組んでいる		今後取り組む予定である		取り組む予定はない		無回答

				全体 ゼンタイ				990.0%		1100.0%		7890.0%		20.0%

				建設業 ケンセツギョウ				700.0%		1020.0%		8270.0%		0.0%

				製造業 セイゾウギョウ				1310.0%		1440.0%		7250.0%		10.0%

				流通業 リュウツウギョウ				780.0%		850.0%		8360.0%		10.0%

				金融業 キンユウギョウ				420.0%		490.0%		9030.0%		60.0%

				サービス・情報業 ジョウホウギョウ				940.0%		1030.0%		7980.0%		50.0%

				1000人未満 ヒトミマン				690.0%		960.0%		8350.0%		10.0%

				1000人以上 ヒトイジョウ				1810.0%		1500.0%		6620.0%		70.0%

								社数 シャスウ		外国籍学生比率向上を実施・予定
（A)＋（B) ガイコクセキガクセイヒリツコウジョウジッシヨテイ		既に取り組んでいる
（A）		今後取り組む予定である（B）		取り組む予定はない		無回答

				全体 ゼンタイ				4669		2090.0%		990.0%		1100.0%		7890.0%		20.0%

				建設業 ケンセツギョウ				353		1670.0%		680.0%		990.0%		8330.0%		-				353		6.8		9.9		83.3		0

				製造業 セイゾウギョウ				1592		2750.0%		1310.0%		1440.0%		7250.0%		10.0%

				流通業 リュウツウギョウ				858		1630.0%		780.0%		850.0%		8360.0%		10.0%

				金融業 キンユウギョウ				308		910.0%		420.0%		490.0%		9030.0%		60.0%

				サービス・情報業 ジョウホウギョウ				1518		1970.0%		940.0%		1030.0%		7980.0%		50.0%

				1000人未満 ヒトミマン				3425		1650.0%		690.0%		960.0%		8350.0%		10.0%				0.096		9.6

						　5～99人 ヒト		1024		750.0%		210.0%		540.0%		9250.0%		-				0.054		5.4

						　100～299人 ヒト		1101		1580.0%		640.0%		940.0%		8410.0%		-				0.094		9.4

						　300～999人 ヒト		1300		2390.0%		1090.0%		1300.0%		7590.0%		20.0%				0.130		13

				1000人以上 ヒトイジョウ				1244		3310.0%		1810.0%		1500.0%		6620.0%		70.0%				0.150		15

						　1000～1999人 ヒト		544		3050.0%		1600.0%		1450.0%		6930.0%		20.0%				0.145		14.5

						　2000～4999人 ヒト		433		3440.0%		1870.0%		1570.0%		6510.0%		50.0%

						　5000人以上		267		3590.0%		2130.0%		1460.0%		6180.0%		220.0%





		



既に取り組んでいる

今後取り組む予定である

取り組む予定はない

無回答



		



既に取り組んでいる

今後取り組む予定である

取り組む予定はない

無回答



		



2020年卒

2019年卒



		

				集計%表【従業員規模×業種別_4区分】

								サンプル数		総　数		４月時点での採用予定数		４月時点での採用予定数（平均）		１０月１日時点での内定数		１０月１日時点での内定数（平均）		１０月２日～３月３１日の採用予定数		１０月２日～３月３１日の採用予定数（平均）		新卒充足率

						全　体		4691		100		0		0.85		0		0.68		0		0.21		0.8

										757365		643088				518414				157129

		業種別（小分類）				農林・水産・鉱業		19		13349		1141		0.09		771		0.06		3756		0.28		0.66666667

						総合工事業		213		66769		41670		0.62		24850		0.37		18680		0.28		0.59677419						全　体		0.8		80.0				全　体		0.8		80.0				全　体		0.8		80.0

						設備工事業・職別工事業（大工、とび、左官、石工など）		125		64906		21464		0.33		6844		0.11		12240		0.19		0.33333333						建設業		0.5		50.0				北海道		0.57894737		57.9				５～２９９人		0.6097561		61.0

						食品		194		17255		12501		0.72		11281		0.65		2093		0.12		0.90277778						製造業（機械以外）		0.91525424		91.5				東北		0.5		50.0				３００～９９９人		0.92857143		92.9

						繊維		64		6876		3981		0.58		3341		0.49		946		0.14		0.84482759						機械器具製造業		0.92258065		92.3				北関東		0.50724638		50.7				１０００～４９９９人		1.01519757		101.5

						化学・紙・石油		158		4903		10600		2.16		11499		2.35		1553		0.32		1.08796296						電気・ガス・熱供給・水道業		1		100.0				首都圏		0.88961039		89.0				５０００人以上		1.02105606		102.1

						医薬・化粧品		43		2618		3424		1.31		3412		1.3		424		0.16		0.99236641						情報通信業		0.816		81.6				北陸・甲信越		0.61818182		61.8				１０００人未満　計		0.71186441		71.2

						ゴム・ガラス・セラミックス		40		6711		2871		0.43		1921		0.29		937		0.14		0.6744186						運輸業		0.92537313		92.5				中部・東海		0.85365854		85.4				１０００人以上　計		1.017575		101.8

						鉄鋼・非鉄金属・金属		166		24993		12102		0.48		9127		0.37		1890		0.08		0.77083333						卸売業		0.83116883		83.1				京阪神		0.92		92.0

						機械・プラント・エンジニアリング		173		14315		15892		1.11		12477		0.87		3486		0.24		0.78378378						小売業		0.75949367		75.9				近畿		0.65625		65.6

						総合電機		15		1917		6237		3.25		6087		3.18		86		0.04		0.97846154						金融・保険業		1.01037344		101.0				中国		0.77142857		77.1

						重電・産業用電気機器		27		321		1691		5.27		1874		5.84		146		0.46		1.10815939						不動産業		1		100.0				四国		0.46808511		46.8

						コンピュータ・通信機器・ＯＡ機器関連		31		659		3142		4.77		2949		4.48		730		1.11		0.93920335						飲食店・宿泊業		0.76691729		76.7				九州		0.72727273		72.7

						家電・ＡＶ機器		14		73		1270		17.35		1171		15.99		41		0.57		0.92161383						医療・福祉		0.3875		38.8

						ゲーム・アミューズメント機器		5		35		735		20.91		671		19.08		5		0.14		0.91248207						教育・学習支援業		0.92857143		92.9

						半導体・電子・電気部品		81		1454		6554		4.51		5883		4.04		723		0.5		0.89578714				サービス業（他に分類されないもの）		サービス業（上記以外） ギョウジョウキイガイ		0.85714286		85.7

						その他の電気機械器具製造業		86		7047		5644		0.8		4565		0.65		842		0.12		0.8125						その他		0.66666667		66.7

						自動車・鉄道・航空機等製造・同部品製造		152		5355		8416		1.57		9896		1.85		967		0.18		1.17834395

						精密機械器具製造業		82		4560		5795		1.27		5371		1.18		752		0.16		0.92913386

						印刷関連		44		13012		3841		0.3		4825		0.37		347		0.03		1.23333333

						その他の製造業		193		26545		11829		0.45		9929		0.37		2181		0.08		0.82222222

						商社		444		100077		77544		0.77		64424		0.64		12745		0.13		0.83116883

						百貨店		24		211		1582		7.51		1406		6.67		93		0.44		0.88814913

						スーパー・ＤＩＹ・生活協同組合		125		1424		11245		7.9		8768		6.16		2244		1.58		0.77974684

						専門店（複合）		29		2670		3668		1.37		3195		1.2		510		0.19		0.87591241

						専門店（洋装品・呉服）		33		8428		7524		0.89		7093		0.84		1524		0.18		0.94382022

						専門店（自動車関連）		125		16662		18965		1.14		17750		1.07		3048		0.18		0.93859649

						専門店（電気製品）		10		2933		1883		0.64		1231		0.42		735		0.25		0.65625

						専門店（カメラ・メガネ・貴金属・皮革・スポーツ用品・楽器・その他）		86		46725		17922		0.38		8206		0.18		4693		0.1		0.47368421

						銀行		49		88		9545		107.96		11534		130.46		40		0.45		1.20841052

						信託銀行		1		1		0		0		61		44		0		0		0

						労働金庫・信用金庫・信用組合		136		478		4702		9.84		4695		9.82		483		1.01		0.99796748

						証券		35		1892		5564		2.94		3941		2.08		2852		1.51		0.70748299

						生命保険・損害保険		24		1321		4278		3.24		4183		3.17		537		0.41		0.97839506

						クレジット		13		121		565		4.67		557		4.6		24		0.19		0.98501071

						その他金融（投資業・ベンチャーキャピタル・消費者金融・その他）		19		1767		2670		1.51		2655		1.5		53		0.03		0.99337748

						通信		11		102		3902		38.15		4001		39.12		191		1.87		1.02542595

						放送業		28		3969		2191		0.55		3287		0.83		133		0.03		1.50909091

						情報サービス・調査業（ソフトウエア業、情報処理、コンピュータ修理など）		248		33933		99309		2.93		77413		2.28		22543		0.66		0.778157

						インターネット付随サービス業		7		500		1712		3.43		1563		3.13		211		0.42		0.91253644

						映像・音声・文字情報制作業（映画・ビデオ・テレビ番組など）		36		5638		3384		0.6		3680		0.65		417		0.07		1.08333333

						不動産		92		32539		26862		0.83		26935		0.83		4719		0.15		1

						鉄道・道路旅客運送業		59		4431		5056		1.14		4767		1.08		420		0.09		0.94736842

						道路貨物運送業		119		26115		6515		0.25		4073		0.16		1895		0.07		0.64

						倉庫業		24		3524		4430		1.26		3662		1.04		1784		0.51		0.82539683

						旅行業および運輸に付帯するサービス業		27		3298		5546		1.68		6835		2.07		767		0.23		1.23214286

						海運・航空・その他の運輸業		49		7794		8800		1.13		8660		1.11		369		0.05		0.98230088

						電力・ガス・水道・エネルギー		41		4461		5183		1.16		5166		1.16		359		0.08		1

						飲食店		72		6377		9991		1.57		7133		1.12		2067		0.32		0.7133758

						旅館・ホテル・レジャー		103		9750		11457		1.18		9389		0.96		3289		0.34		0.81355932

						医療・福祉		227		35028		27889		0.8		10970		0.31		16875		0.48		0.3875

						教育・学習支援		82		20595		8702		0.42		7947		0.39		6538		0.32		0.92857143

						物品賃貸業		28		3704		4354		1.18		3151		0.85		1848		0.5		0.72033898

						広告代理店		19		11511		4154		0.36		4265		0.37		50		0		1.02777778

						専門サービス業（法律事務所、税務事務所、デザイン業）		80		20651		20671		1		19739		0.96		3234		0.16		0.96

						その他の事業サービス業（理美容関連、消毒、ビルメンテナンス）		135		25416		24526		0.96		20653		0.81		4402		0.17		0.84375

						その他のサービス業（自動車整備業、機械等修理業）		104		29562		9999		0.34		6682		0.23		2612		0.09		0.67647059

						その他		22		0		0		0		0		0		0		0		0

						無回答		-		-		-		-		-		-		-		-		-

		業種別（中分類）				建設業		338		131674		63134		0.48		31694		0.24		30919		0.23		0.5

						製造業（機械以外）		902		102912		61150		0.59		55335		0.54		10371		0.1		0.91525424

						機械器具製造業		666		35735		55376		1.55		50946		1.43		7777		0.22		0.92258065

						電気・ガス・熱供給・水道業		41		4461		5183		1.16		5166		1.16		359		0.08		1

						情報通信業		330		44142		110497		2.5		89943		2.04		23496		0.53		0.816

						運輸業		278		45162		30346		0.67		27998		0.62		5235		0.12		0.92537313

						卸売業		444		100077		77544		0.77		64424		0.64		12745		0.13		0.83116883

						小売業		432		79053		62789		0.79		47648		0.6		12848		0.16		0.75949367

						金融・保険業		277		5668		27323		4.82		27627		4.87		3989		0.7		1.01037344

						不動産業		92		32539		26862		0.83		26935		0.83		4719		0.15		1

						飲食店・宿泊業		175		16127		21448		1.33		16522		1.02		5355		0.33		0.76691729

						医療・福祉		227		35028		27889		0.8		10970		0.31		16875		0.48		0.3875

						教育・学習支援業		82		20595		8702		0.42		7947		0.39		6538		0.32		0.92857143

						サービス業（他に分類されないもの）		366		90843		63704		0.7		54489		0.6		12147		0.13		0.85714286

						その他		41		13349		1141		0.09		771		0.06		3756		0.28		0.66666667

		業種別（大分類：4区分）				製造業		1925		283670		180800		0.64		138745		0.49		52824		0.19		0.765625

						流通業		876		179130		140333		0.78		112072		0.63		25593		0.14		0.80769231

						金融業		277		5668		27323		4.82		27627		4.87		3989		0.7		1.01037344

						サービス・情報業		1591		288897		294632		1.02		239971		0.83		74723		0.26		0.81372549

						無回答		-		-		-		-		-		-		-		-		-

		業種別（大分類：5区分）				建設業		357		145023		64274		0.44		32464		0.22		34676		0.24		0.5

						製造業		1568		138647		116526		0.84		106280		0.77		18148		0.13		0.91666667

						流通業		876		179130		140333		0.78		112072		0.63		25593		0.14		0.80769231

						金融業		277		5668		27323		4.82		27627		4.87		3989		0.7		1.01037344

						サービス・情報業		1591		288897		294632		1.02		239971		0.83		74723		0.26		0.81372549

						無回答		-		-		-		-		-		-		-		-		-

		地域別				北海道		196		58989		22666		0.38		12742		0.22		9682		0.16		0.57894737

						東北		238		69440		20851		0.3		10479		0.15		5286		0.08		0.5

						北関東		242		47136		32353		0.69		16294		0.35		17990		0.38		0.50724638

						首都圏		1861		210858		325264		1.54		289111		1.37		55195		0.26		0.88961039

						北陸・甲信越		279		59802		33059		0.55		20601		0.34		12592		0.21		0.61818182

						中部・東海		498		69726		56878		0.82		48840		0.7		12424		0.18		0.85365854

						京阪神		616		77193		76809		1		70960		0.92		18193		0.24		0.92

						近畿		97		5512		8796		1.6		5761		1.05		2789		0.51		0.65625

						中国		219		50428		17612		0.35		13819		0.27		4278		0.08		0.77142857

						四国		176		47925		22490		0.47		10756		0.22		9078		0.19		0.46808511

						九州		269		60356		26310		0.44		19052		0.32		9621		0.16		0.72727273

						無回答		-		-		-		-		-		-		-		-		-

		地域別②				北海道・東北		434		128429		43518		0.34		23221		0.18		14968		0.12		0.52941176

						関東		2103		257994		357617		1.39		305404		1.18		73185		0.28		0.84892086

						中部		777		129528		89937		0.69		69441		0.54		25017		0.19		0.7826087

						近畿		713		82705		85606		1.04		76721		0.93		20982		0.25		0.89423077

						中国・四国		395		98353		40102		0.41		24575		0.25		13356		0.14		0.6097561

						九州		269		60356		26310		0.44		19052		0.32		9621		0.16		0.72727273

		従業員規模別				５～２９人		301		594036		69532		0.12		20213		0.03		53296		0.09		0.25

						３０～４９人		213		67498		43850		0.65		21410		0.32		20055		0.3		0.49230769

						５０～９９人		485		49987		67160		1.34		43351		0.87		24870		0.5		0.64925373

						１００～２９９人		1153		32169		126870		3.94		103935		3.23		31411		0.98		0.81979695

						３００～９９９人		1323		10133		136144		13.44		126473		12.48		15805		1.56		0.92857143

						１０００～１９９９人		528		1927		59934		31.1		58967		30.6		3836		1.99		0.98392283

						２０００～４９９９人		408		1091		59218		54.28		61992		56.82		4212		3.86		1.0467944

						５０００人以上		280		524		80380		153.4		82073		156.63		3644		6.95		1.02105606

						１０００人未満　計		3475		753823		443556		0.59		315382		0.42		145437		0.19		0.71186441

						１０００人以上　計		1216		3542		199532		56.33		203032		57.32		11692		3.3		1.017575

						無回答		-		-		-		-		-		-		-		-		-

		従業員規模別（小分類）				５～９９人		999		711521		180542		0.25		84974		0.12		98221		0.14		0.48

						１００～２９９人		1153		32169		126870		3.94		103935		3.23		31411		0.98		0.81979695

						３００～９９９人		1323		10133		136144		13.44		126473		12.48		15805		1.56		0.92857143

						１０００～１９９９人		528		1927		59934		31.1		58967		30.6		3836		1.99		0.98392283

						２０００～４９９９人		408		1091		59218		54.28		61992		56.82		4212		3.86		1.0467944

						５０００人以上		280		524		80380		153.4		82073		156.63		3644		6.95		1.02105606

		従業員規模別（中分類）				５～２９９人		2152		743690		307412		0.41		188909		0.25		129632		0.17		0.6097561

						３００～９９９人		1323		10133		136144		13.44		126473		12.48		15805		1.56		0.92857143

						１０００～４９９９人		936		3018		119152		39.48		120959		40.08		8048		2.67		1.01519757

						５０００人以上		280		524		80380		153.4		82073		156.63		3644		6.95		1.02105606

		業態変更				変更があった		109		9674		18065		1.87		17713		1.83		1366		0.14		0.97860963

						　企業名変更		24		4608		6059		1.31		6821		1.48		272		0.06		1.12977099

						　持株会社化		8		449		720		1.6		629		1.4		85		0.19		0.875

						　合併		25		269		4391		16.34		3686		13.71		253		0.94		0.83904529

						　分社化		7		566		744		1.31		748		1.32		28		0.05		1.00763359

						　その他		31		3283		4335		1.32		4115		1.25		513		0.16		0.9469697

						　採用方法変更		10		368		1593		4.33		1485		4.03		164		0.44		0.93071594

						　詳細無回答		4		130		223		1.71		228		1.75		52		0.4		1.02339181

						変更はなかった		4579		747663		623370		0.83		499045		0.67		155763		0.21		0.80722892

						無回答		3		28		1653		58.55		1656		58.65		0		0		1.00170794

		株式上場				上場している		1240		20488		202668		9.89		201855		9.85		14063		0.69		0.99595551

						上場していない		3442		734264		439738		0.6		316002		0.43		143066		0.19		0.71666667

						無回答		9		2612		682		0.26		557		0.21		0		0		0.80769231

		Ｑ１　新卒採用　採用状況②

		*** ウェイトバック：従業員規模別×業種別（4区分） ***

								サンプル数		総　数		４月時点での採用予定数（一部企業は春調査での回答内容）		４月時点での採用予定数（平均）		１０月１日時点での内定数		１０月１日時点での内定数（平均）		１０月２日～３月３１日の採用予定数		１０月２日～３月３１日の採用予定数（平均）		新卒充足率

						全　体		4691		100		0		0.86		0		0.68		0		0.21		0.79069767

										757365		653485				518414				157129

		業種別（小分類）				農林・水産・鉱業		19		13349		1141		0.09		771		0.06		3756		0.28		0.66666667

						総合工事業		213		66769		41841		0.63		24850		0.37		18680		0.28		0.58730159

						設備工事業・職別工事業（大工、とび、左官、石工など）		125		64906		21464		0.33		6844		0.11		12240		0.19		0.33333333

						食品		194		17255		12664		0.73		11281		0.65		2093		0.12		0.89041096

						繊維		64		6876		4030		0.59		3341		0.49		946		0.14		0.83050847

						化学・紙・石油		158		4903		10661		2.17		11499		2.35		1553		0.32		1.08294931

						医薬・化粧品		43		2618		4170		1.59		3412		1.3		424		0.16		0.81761006

						ゴム・ガラス・セラミックス		40		6711		2847		0.42		1921		0.29		937		0.14		0.69047619

						鉄鋼・非鉄金属・金属		166		24993		12158		0.49		9127		0.37		1890		0.08		0.75510204

						機械・プラント・エンジニアリング		173		14315		15895		1.11		12477		0.87		3486		0.24		0.78378378

						総合電機		15		1917		6189		3.23		6087		3.18		86		0.04		0.98452012

						重電・産業用電気機器		27		321		1691		5.27		1874		5.84		146		0.46		1.10815939

						コンピュータ・通信機器・ＯＡ機器関連		31		659		3142		4.77		2949		4.48		730		1.11		0.93920335

						家電・ＡＶ機器		14		73		1282		17.51		1171		15.99		41		0.57		0.91319246

						ゲーム・アミューズメント機器		5		35		735		20.91		671		19.08		5		0.14		0.91248207

						半導体・電子・電気部品		81		1454		6554		4.51		5883		4.04		723		0.5		0.89578714

						その他の電気機械器具製造業		86		7047		5644		0.8		4565		0.65		842		0.12		0.8125

						自動車・鉄道・航空機等製造・同部品製造		152		5355		8416		1.57		9896		1.85		967		0.18		1.17834395

						精密機械器具製造業		82		4560		5795		1.27		5371		1.18		752		0.16		0.92913386

						印刷関連		44		13012		3972		0.31		4825		0.37		347		0.03		1.19354839

						その他の製造業		193		26545		11829		0.45		9929		0.37		2181		0.08		0.82222222

						商社		444		100077		77575		0.78		64424		0.64		12745		0.13		0.82051282

						百貨店		24		211		1582		7.51		1406		6.67		93		0.44		0.88814913

						スーパー・ＤＩＹ・生活協同組合		125		1424		11245		7.9		8768		6.16		2244		1.58		0.77974684

						専門店（複合）		29		2670		3668		1.37		3195		1.2		510		0.19		0.87591241

						専門店（洋装品・呉服）		33		8428		7524		0.89		7093		0.84		1524		0.18		0.94382022

						専門店（自動車関連）		125		16662		18965		1.14		17750		1.07		3048		0.18		0.93859649

						専門店（電気製品）		10		2933		1883		0.64		1231		0.42		735		0.25		0.65625

						専門店（カメラ・メガネ・貴金属・皮革・スポーツ用品・楽器・その他）		86		46725		20357		0.44		8206		0.18		4693		0.1		0.40909091

						銀行		49		88		9545		107.96		11534		130.46		40		0.45		1.20841052

						信託銀行		1		1		0		0		61		44		0		0		0

						労働金庫・信用金庫・信用組合		136		478		4702		9.84		4695		9.82		483		1.01		0.99796748

						証券		35		1892		5467		2.89		3941		2.08		2852		1.51		0.71972318

						生命保険・損害保険		24		1321		4278		3.24		4183		3.17		537		0.41		0.97839506

						クレジット		13		121		565		4.67		557		4.6		24		0.19		0.98501071

						その他金融（投資業・ベンチャーキャピタル・消費者金融・その他）		19		1767		2670		1.51		2655		1.5		53		0.03		0.99337748

						通信		11		102		3902		38.15		4001		39.12		191		1.87		1.02542595

						放送業		28		3969		2191		0.55		3287		0.83		133		0.03		1.50909091

						情報サービス・調査業（ソフトウエア業、情報処理、コンピュータ修理など）		248		33933		104134		3.07		77413		2.28		22543		0.66		0.74267101

						インターネット付随サービス業		7		500		1712		3.43		1563		3.13		211		0.42		0.91253644

						映像・音声・文字情報制作業（映画・ビデオ・テレビ番組など）		36		5638		3384		0.6		3680		0.65		417		0.07		1.08333333

						不動産		92		32539		27813		0.85		26935		0.83		4719		0.15		0.97647059

						鉄道・道路旅客運送業		59		4431		6113		1.38		4767		1.08		420		0.09		0.7826087

						道路貨物運送業		119		26115		6259		0.24		4073		0.16		1895		0.07		0.66666667

						倉庫業		24		3524		4430		1.26		3662		1.04		1784		0.51		0.82539683

						旅行業および運輸に付帯するサービス業		27		3298		5546		1.68		6835		2.07		767		0.23		1.23214286

						海運・航空・その他の運輸業		49		7794		8800		1.13		8660		1.11		369		0.05		0.98230088

						電力・ガス・水道・エネルギー		41		4461		5183		1.16		5166		1.16		359		0.08		1

						飲食店		72		6377		9991		1.57		7133		1.12		2067		0.32		0.7133758

						旅館・ホテル・レジャー		103		9750		11457		1.18		9389		0.96		3289		0.34		0.81355932

						医療・福祉		227		35028		27914		0.8		10970		0.31		16875		0.48		0.3875

						教育・学習支援		82		20595		8702		0.42		7947		0.39		6538		0.32		0.92857143

						物品賃貸業		28		3704		4354		1.18		3151		0.85		1848		0.5		0.72033898

						広告代理店		19		11511		4154		0.36		4265		0.37		50		0		1.02777778

						専門サービス業（法律事務所、税務事務所、デザイン業）		80		20651		20671		1		19739		0.96		3234		0.16		0.96

						その他の事業サービス業（理美容関連、消毒、ビルメンテナンス）		135		25416		24526		0.96		20653		0.81		4402		0.17		0.84375

						その他のサービス業（自動車整備業、機械等修理業）		104		29562		10104		0.34		6682		0.23		2612		0.09		0.67647059

						その他		22		0		0		0		0		0		0		0		0

						無回答		-		-		-		-		-		-		-		-		-

		業種別（中分類）				建設業		338		131674		63305		0.48		31694		0.24		30919		0.23		0.5

						製造業（機械以外）		902		102912		62330		0.61		55335		0.54		10371		0.1		0.8852459

						機械器具製造業		666		35735		55344		1.55		50946		1.43		7777		0.22		0.92258065

						電気・ガス・熱供給・水道業		41		4461		5183		1.16		5166		1.16		359		0.08		1

						情報通信業		330		44142		115323		2.61		89943		2.04		23496		0.53		0.7816092

						運輸業		278		45162		31148		0.69		27998		0.62		5235		0.12		0.89855072

						卸売業		444		100077		77575		0.78		64424		0.64		12745		0.13		0.82051282

						小売業		432		79053		65225		0.83		47648		0.6		12848		0.16		0.72289157

						金融・保険業		277		5668		27226		4.8		27627		4.87		3989		0.7		1.01458333

						不動産業		92		32539		27813		0.85		26935		0.83		4719		0.15		0.97647059

						飲食店・宿泊業		175		16127		21448		1.33		16522		1.02		5355		0.33		0.76691729

						医療・福祉		227		35028		27914		0.8		10970		0.31		16875		0.48		0.3875

						教育・学習支援業		82		20595		8702		0.42		7947		0.39		6538		0.32		0.92857143

						サービス業（他に分類されないもの）		366		90843		63810		0.7		54489		0.6		12147		0.13		0.85714286

						その他		41		13349		1141		0.09		771		0.06		3756		0.28		0.66666667

		業種別（大分類：4区分）				製造業		1925		283670		182119		0.64		138745		0.49		52824		0.19		0.765625

						流通業		876		179130		142800		0.8		112072		0.63		25593		0.14		0.7875

						金融業		277		5668		27226		4.8		27627		4.87		3989		0.7		1.01458333

						サービス・情報業		1591		288897		301341		1.04		239971		0.83		74723		0.26		0.79807692

						無回答		-		-		-		-		-		-		-		-		-

		業種別（大分類：5区分）				建設業		357		145023		64445		0.44		32464		0.22		34676		0.24		0.5

						製造業		1568		138647		117674		0.85		106280		0.77		18148		0.13		0.90588235

						流通業		876		179130		142800		0.8		112072		0.63		25593		0.14		0.7875

						金融業		277		5668		27226		4.8		27627		4.87		3989		0.7		1.01458333

						サービス・情報業		1591		288897		301341		1.04		239971		0.83		74723		0.26		0.79807692

						無回答		-		-		-		-		-		-		-		-		-

		地域別				北海道		196		58989		25208		0.43		12742		0.22		9682		0.16		0.51162791

						東北		238		69440		21912		0.32		10479		0.15		5286		0.08		0.46875

						北関東		242		47136		32353		0.69		16294		0.35		17990		0.38		0.50724638

						首都圏		1861		210858		331823		1.57		289111		1.37		55195		0.26		0.87261146

						北陸・甲信越		279		59802		33095		0.55		20601		0.34		12592		0.21		0.61818182

						中部・東海		498		69726		56906		0.82		48840		0.7		12424		0.18		0.85365854

						京阪神		616		77193		76924		1		70960		0.92		18193		0.24		0.92

						近畿		97		5512		8796		1.6		5761		1.05		2789		0.51		0.65625

						中国		219		50428		17636		0.35		13819		0.27		4278		0.08		0.77142857

						四国		176		47925		22521		0.47		10756		0.22		9078		0.19		0.46808511

						九州		269		60356		26310		0.44		19052		0.32		9621		0.16		0.72727273

						無回答		-		-		-		-		-		-		-		-		-

		地域別②				北海道・東北		434		128429		47120		0.37		23221		0.18		14968		0.12		0.48648649

						関東		2103		257994		364177		1.41		305404		1.18		73185		0.28		0.83687943

						中部		777		129528		90001		0.69		69441		0.54		25017		0.19		0.7826087

						近畿		713		82705		85721		1.04		76721		0.93		20982		0.25		0.89423077

						中国・四国		395		98353		40157		0.41		24575		0.25		13356		0.14		0.6097561

						九州		269		60356		26310		0.44		19052		0.32		9621		0.16		0.72727273

		従業員規模別				５～２９人		301		594036		76159		0.13		20213		0.03		53296		0.09		0.23076923

						３０～４９人		213		67498		45435		0.67		21410		0.32		20055		0.3		0.47761194

						５０～９９人		485		49987		68626		1.37		43351		0.87		24870		0.5		0.6350365

						１００～２９９人		1153		32169		127604		3.97		103935		3.23		31411		0.98		0.81360202

						３００～９９９人		1323		10133		136264		13.45		126473		12.48		15805		1.56		0.92788104

						１０００～１９９９人		528		1927		59874		31.07		58967		30.6		3836		1.99		0.98487287

						２０００～４９９９人		408		1091		59240		54.3		61992		56.82		4212		3.86		1.04640884

						５０００人以上		280		524		80283		153.21		82073		156.63		3644		6.95		1.0223223

						１０００人未満　計		3475		753823		454088		0.6		315382		0.42		145437		0.19		0.7

						１０００人以上　計		1216		3542		199397		56.3		203032		57.32		11692		3.3		1.01811723

						無回答		-		-		-		-		-		-		-		-		-

		従業員規模別（小分類）				５～９９人		999		711521		190220		0.27		84974		0.12		98221		0.14		0.44444444

						１００～２９９人		1153		32169		127604		3.97		103935		3.23		31411		0.98		0.81360202

						３００～９９９人		1323		10133		136264		13.45		126473		12.48		15805		1.56		0.92788104

						１０００～１９９９人		528		1927		59874		31.07		58967		30.6		3836		1.99		0.98487287

						２０００～４９９９人		408		1091		59240		54.3		61992		56.82		4212		3.86		1.04640884

						５０００人以上		280		524		80283		153.21		82073		156.63		3644		6.95		1.0223223

		従業員規模別（中分類）				５～２９９人		2152		743690		317824		0.43		188909		0.25		129632		0.17		0.58139535

						３００～９９９人		1323		10133		136264		13.45		126473		12.48		15805		1.56		0.92788104

						１０００～４９９９人		936		3018		119114		39.47		120959		40.08		8048		2.67		1.01545478

						５０００人以上		280		524		80283		153.21		82073		156.63		3644		6.95		1.0223223

		業態変更				変更があった		109		9674		18065		1.87		17713		1.83		1366		0.14		0.97860963

						　企業名変更		24		4608		6059		1.31		6821		1.48		272		0.06		1.12977099

						　持株会社化		8		449		720		1.6		629		1.4		85		0.19		0.875

						　合併		25		269		4391		16.34		3686		13.71		253		0.94		0.83904529

						　分社化		7		566		744		1.31		748		1.32		28		0.05		1.00763359

						　その他		31		3283		4335		1.32		4115		1.25		513		0.16		0.9469697

						　採用方法変更		10		368		1593		4.33		1485		4.03		164		0.44		0.93071594

						　詳細無回答		4		130		223		1.71		228		1.75		52		0.4		1.02339181

						変更はなかった		4579		747663		633767		0.85		499045		0.67		155763		0.21		0.78823529

						無回答		3		28		1653		58.55		1656		58.65		0		0		1.00170794

		株式上場				上場している		1240		20488		204045		9.96		201855		9.85		14063		0.69		0.98895582

						上場していない		3442		734264		448746		0.61		316002		0.43		143066		0.19		0.70491803

						無回答		9		2612		694		0.27		557		0.21		0		0		0.77777778





		





		





		





		Ｑ１ＳＱ４　新卒採用　活動終了時期＜総数＝2019年卒の新卒採用実施企業＞

		*** ノンウェイト ***

				サンプル数		総　数		6月末までに終了した		9月末までに終了した		12月末までに終了予定		3月末までに終了予定		通年で採用活動を行う予定		採用活動終了（計）		採用活動継続（計）		無回答

		全　体		3596		100		15.8		39.2		21.1		13.1		10.7		54.9		44.9		0.2

		建設業		234		234		10.7		29.5		24.4		16.2		18.8		40.2		59.4		0.4

		製造業（機械以外）		694		694		20.5		43.1		19.7		8.2		8.4		63.5		36.3		0.1

		機械器具製造業		583		583		16		44.1		21.4		12.3		6		60		39.8		0.2

		電気・ガス・熱供給・水道業		31		31		48.4		32.3		9.7		6.5		3.2		80.6		19.4		0

		情報通信業		292		292		21.6		49.3		18.5		5.1		5.5		70.9		29.1		0

		運輸業		176		176		14.2		39.2		19.3		14.8		12.5		53.4		46.6		0

		卸売業		349		349		15.5		44.4		21.8		10.9		7.4		59.9		40.1		0

		小売業		352		352		9.7		29.5		28.1		21		11.6		39.2		60.8		0

		金融・保険業		257		257		17.5		49.4		21		7		5.1		66.9		33.1		0

		不動産業		65		65		23.1		44.6		16.9		9.2		4.6		67.7		30.8		1.5

		飲食店・宿泊業		114		114		7		23.7		21.1		28.1		20.2		30.7		69.3		0

		医療・福祉		124		124		3.2		4		12.1		33.1		47.6		7.3		92.7		0

		教育・学習支援業		60		60		6.7		30		20		28.3		15		36.7		63.3		0

		サービス業（他に分類されないもの）		238		238		13.4		36.6		22.7		14.3		13		50		50		0

		その他		27		27		29.6		33.3		14.8		3.7		11.1		63		29.6		7.4

		建設業		245		245		11.4		29.4		23.7		15.9		18.8		40.8		58.4		0.8

		製造業		1277		1277		18.4		43.5		20.5		10.1		7.3		61.9		37.9		0.2

		流通業		701		701		12.6		36.9		25		16		9.6		49.5		50.5		0

		金融業		257		257		17.5		49.4		21		7		5.1		66.9		33.1		0

		サービス・情報業		1100		1100		15.1		35.4		18.8		15.7		14.9		50.5		49.5		0.1

		無回答		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-

		５～９９人		320		320		8.1		26.6		15.9		20		29.4		34.7		65.3		0

		１００～２９９人		853		853		14		32.7		20		16.6		16.4		46.7		53.1		0.2

		３００～９９９人		1230		1230		19		40.3		21.1		11.5		8		59.3		40.6		0.1

		１０００～１９９９人		513		513		16.2		48.3		23		9.2		2.9		64.5		35.1		0.4

		２０００～４９９９人		403		403		15.9		44.9		23.1		10.9		5.2		60.8		39.2		0

		５０００人以上		277		277		14.8		43.3		23.8		11.9		5.8		58.1		41.5		0.4

		１０００人未満　計		2403		2403		15.8		35.8		20.1		14.4		13.8		51.6		48.3		0.1

		１０００人以上　計		1193		1193		15.8		46		23.2		10.4		4.4		61.8		38		0.3

		５～２９９人		1173		1173		12.4		31		18.9		17.6		19.9		43.4		56.4		0.2

		３００～９９９人		1230		1230		19		40.3		21.1		11.5		8		59.3		40.6		0.1

		１０００～４９９９人		916		916		16		46.8		23		9.9		3.9		62.9		36.9		0.2

		５０００人以上		277		277		14.8		43.3		23.8		11.9		5.8		58.1		41.5		0.4

				サンプル数		6月末までに終了した		9月末までに終了した		12月末までに終了予定		3月末までに終了予定		通年で採用活動を行う予定		採用活動終了（計）		採用活動継続（計）		無回答

		全　体		3596		15.8		39.2		21.1		13.1		10.7		54.9		44.9		0.2

		建設業		234		10.7		29.5		24.4		16.2		18.8		40.2		59.4		0.4

		製造業（機械以外）		694		20.5		43.1		19.7		8.2		8.4		63.5		36.3		0.1

		機械器具製造業		583		16		44.1		21.4		12.3		6		60		39.8		0.2

		電気・ガス・熱供給・水道業		31		48.4		32.3		9.7		6.5		3.2		80.6		19.4		0

		情報通信業		292		21.6		49.3		18.5		5.1		5.5		70.9		29.1		0

		運輸業		176		14.2		39.2		19.3		14.8		12.5		53.4		46.6		0

		卸売業		349		15.5		44.4		21.8		10.9		7.4		59.9		40.1		0

		小売業		352		9.7		29.5		28.1		21		11.6		39.2		60.8		0

		金融・保険業		257		17.5		49.4		21		7		5.1		66.9		33.1		0

		不動産業		65		23.1		44.6		16.9		9.2		4.6		67.7		30.8		1.5

		飲食店・宿泊業		114		7		23.7		21.1		28.1		20.2		30.7		69.3		0

		医療・福祉		124		3.2		4		12.1		33.1		47.6		7.3		92.7		0

		教育・学習支援業		60		6.7		30		20		28.3		15		36.7		63.3		0

		サービス業（他に分類されないもの）		238		13.4		36.6		22.7		14.3		13		50		50		0

				6月末までに終了した		9月末までに終了した		12月末までに終了予定		3月末までに終了予定		通年で採用活動を行う予定		無回答

		全　体		15.8		39.2		21.1		13.1		10.7		0.2

		建設業		10.7		29.5		24.4		16.2		18.8		0.4

		製造業（機械以外）		20.5		43.1		19.7		8.2		8.4		0.1

		機械器具製造業		16		44.1		21.4		12.3		6		0.2

		情報通信業		21.6		49.3		18.5		5.1		5.5		0

		運輸業		14.2		39.2		19.3		14.8		12.5		0

		卸売業		15.5		44.4		21.8		10.9		7.4		0

		小売業		9.7		29.5		28.1		21		11.6		0

		金融・保険業		17.5		49.4		21		7		5.1		0

		飲食店・宿泊業		7		23.7		21.1		28.1		20.2		0

		医療・福祉		3.2		4		12.1		33.1		47.6		0

		サービス業（他に分類されないもの）		13.4		36.6		22.7		14.3		13		0

				6月末までに終了した		9月末までに終了した		12月末までに終了予定		3月末までに終了予定		通年で採用活動を行う予定		無回答

		５～２９９人		12.4		31		18.9		17.6		19.9		0.2

		３００～９９９人		19		40.3		21.1		11.5		8		0.1

		１０００～４９９９人		16		46.8		23		9.9		3.9		0.2

		５０００人以上		14.8		43.3		23.8		11.9		5.8		0.4





		



6月末までに終了した

9月末までに終了した

12月末までに終了予定

3月末までに終了予定

通年で採用活動を行う予定

無回答



		



6月末までに終了した

9月末までに終了した

12月末までに終了予定

3月末までに終了予定

通年で採用活動を行う予定

無回答



		



6月末までに終了した

9月末までに終了した

12月末までに終了予定

3月末までに終了予定

通年で採用活動を行う予定

無回答



		Ｑ１ＳＱ５　新卒採用　活動継続理由　Ａ：採用目標人数を確保するため　---　Ｂ：多様な人材を確保するため＜総数＝2019年卒の新卒採用実施企業＆Q1SQ4採用活動継続＞

		*** ノンウェイト ***

								サンプル数		総　数		Ａに近い		ややＡに近い		どちらともいえない		ややＢに近い		Ｂに近い		Ａに近い（計）		Ｂに近い（計）		無回答

						全　体		1614		100		48.5		25		7.6		11.5		7.2		73.5		18.8		0.1

		業種別（中分類）				建設業		139		139		53.2		19.4		8.6		9.4		9.4		72.7		18.7		0

						製造業（機械以外）		252		252		44		27.4		8.7		12.3		7.5		71.4		19.8		0

						機械器具製造業		232		232		44.8		27.2		6		13.8		8.2		72		22		0

						電気・ガス・熱供給・水道業		6		6		66.7		33.3		0		0		0		100		0		0

						情報通信業		85		85		42.4		28.2		9.4		10.6		9.4		70.6		20		0

						運輸業		82		82		48.8		22		7.3		12.2		8.5		70.7		20.7		1.2

						卸売業		140		140		47.9		27.1		7.9		10		7.1		75		17.1		0

						小売業		214		214		54.7		23.4		4.7		13.6		3.7		78		17.3		0

						金融・保険業		85		85		35.3		37.6		7.1		9.4		10.6		72.9		20		0

						不動産業		20		20		55		30		5		10		0		85		10		0

						飲食店・宿泊業		79		79		54.4		16.5		7.6		15.2		6.3		70.9		21.5		0

						医療・福祉		115		115		53		22.6		10.4		6.1		7.8		75.7		13.9		0

						教育・学習支援業		38		38		55.3		31.6		7.9		0		5.3		86.8		5.3		0

						サービス業（他に分類されないもの）		119		119		51.3		19.3		10.1		14.3		5		70.6		19.3		0

						その他		8		8		37.5		12.5		0		25		25		50		50		0

		従業員規模別（中分類）				５～２９９人		662		662		49.2		21		8.3		12.7		8.8		70.2		21.5		0

						３００～９９９人		499		499		47.9		25.9		7.8		11.4		7		73.7		18.4		0

						１０００～４９９９人		338		338		48.2		30.2		6.2		10.1		5.3		78.4		15.4		0

						５０００人以上		115		115		47.8		29.6		7		9.6		5.2		77.4		14.8		0.9

						１０００人未満　計		1161		1161		48.7		23.1		8.1		12.1		8		71.7		20.2		0

						１０００人以上　計		453		453		48.1		30		6.4		9.9		5.3		78.1		15.2		0.2

						Ａに近い		ややＡに近い		どちらともいえない		ややＢに近い		Ｂに近い

				全　体		48.5		25		7.6		11.5		7.2

						Ａに近い（計）		Ｂに近い（計）		A-B

				全　体		73.5		18.8		+54.7

				建設業		72.7		18.7		+54.0

				製造業（機械以外）		71.4		19.8		+51.6

				機械器具製造業		72		22		+50.0

				情報通信業		70.6		20		+50.6

				運輸業		70.7		20.7		+50.0

				卸売業		75		17.1		+57.9

				小売業		78		17.3		+60.7

				金融・保険業		72.9		20		+52.9

				飲食店・宿泊業		70.9		21.5		+49.4

				医療・福祉		75.7		13.9		+61.8

				サービス業（他に分類されないもの）		70.6		19.3		+51.3

						Ａに近い（計）		Ｂに近い（計）		A-B

				５～２９９人		70.2		21.5		+48.7

				３００～９９９人		73.7		18.4		+55.3

				１０００～４９９９人		78.4		15.4		+63.0

				５０００人以上		77.4		14.8		+62.6





		



Ａに近い

ややＡに近い

どちらともいえない

ややＢに近い

Ｂに近い



		



Ａに近い（計）

Ｂに近い（計）

A-B



		



Ａに近い（計）

Ｂに近い（計）

A-B



		Ｑ４（２）　人材採用戦略　大学・大学院の新卒採用において　新卒扱いの対象拡大（年齢、年卒）

		*** ノンウェイト ***

								サンプル数		総　数		既に取り組んでいる		今後取り組む予定である		取り組む予定はない		無回答

						全　体		4691		100		24.2		18.7		56.9		0.1

		業種別（中分類）				建設業		338		338		29.3		22.5		48.2		0

						製造業（機械以外）		902		902		20.4		18.8		60.6		0.1

						機械器具製造業		666		666		24.8		20.7		54.2		0.3

						電気・ガス・熱供給・水道業		41		41		22		4.9		73.2		0

						情報通信業		330		330		27		15.2		57.9		0

						運輸業		278		278		23.7		16.9		59.4		0

						卸売業		444		444		17.6		19.6		62.8		0

						小売業		432		432		29.2		24.3		46.5		0

						金融・保険業		277		277		24.9		13.4		61.7		0

						不動産業		92		92		17.4		9.8		72.8		0

						飲食店・宿泊業		175		175		32		19.4		48		0.6

						医療・福祉		227		227		28.2		18.1		53.7		0

						教育・学習支援業		82		82		28		13.4		57.3		1.2

						サービス業（他に分類されないもの）		366		366		24		16.9		59		0

						その他		41		41		12.2		24.4		63.4		0

		従業員規模別（中分類）				５～２９９人		2152		2152		20.6		17.9		61.4		0

						３００～９９９人		1323		1323		27.1		21.4		51.3		0.2

						１０００～４９９９人		936		936		27		17.3		55.3		0.3

						５０００人以上		280		280		28.9		17.1		53.9		0

								サンプル数		既に取り組んでいる		今後取り組む予定である		取り組む予定はない		無回答

						全　体		4691		24.2		18.7		56.9		0.1

						建設業		338		29.3		22.5		48.2		0

						製造業（機械以外）		902		20.4		18.8		60.6		0.1

						機械器具製造業		666		24.8		20.7		54.2		0.3

						情報通信業		330		27		15.2		57.9		0

						運輸業		278		23.7		16.9		59.4		0

						卸売業		444		17.6		19.6		62.8		0

						小売業		432		29.2		24.3		46.5		0

						金融・保険業		277		24.9		13.4		61.7		0

						不動産業		92		17.4		9.8		72.8		0

						飲食店・宿泊業		175		32		19.4		48		0.6

						医療・福祉		227		28.2		18.1		53.7		0

						教育・学習支援業		82		28		13.4		57.3		1.2

						サービス業（他に分類されないもの）		366		24		16.9		59		0

						５～２９９人		2152		20.6		17.9		61.4		0

						３００～９９９人		1323		27.1		21.4		51.3		0.2

						１０００～４９９９人		936		27		17.3		55.3		0.3

						５０００人以上		280		28.9		17.1		53.9		0





		Ｑ４（９）　人材採用戦略　新卒・中途の区分にこだわらない通年採用の実施

		*** ノンウェイト ***

						社数 シャ		新卒・中途の区分にこだわらない通年採用を実施・予定（A+B） シンソツチュウトクブンツウネンサイヨウジッシヨテイ		既に取り組んでいる（A）		今後取り組む予定である（B）		取り組む予定はない		無回答

		全　体				4691		5210.0%		2810.0%		2400.0%		4780.0%		10.0%

		業種別		建設業		338		6240.0%		3990.0%		2250.0%		3760.0%		-

				製造業（機械以外）		902		4980.0%		2370.0%		2610.0%		5010.0%		10.0%

				機械器具製造業		666		4800.0%		1980.0%		2820.0%		5170.0%		30.0%

				情報通信業		330		4390.0%		2030.0%		2360.0%		5610.0%		-

				運輸業		278		6040.0%		4030.0%		2010.0%		3960.0%		-

				卸売業		444		4460.0%		1800.0%		2660.0%		5540.0%		-

				小売業		432		6020.0%		2850.0%		3170.0%		3980.0%		-

				金融・保険業		277		3040.0%		1340.0%		1700.0%		6970.0%		-

				不動産業		92		3910.0%		1740.0%		2170.0%		6090.0%		-

				飲食店・宿泊業		175		6970.0%		4340.0%		2630.0%		2970.0%		60.0%

				医療・福祉		227		8460.0%		7360.0%		1100.0%		1540.0%		-

				サービス業（他に分類されないもの）		366		5050.0%		3220.0%		1830.0%		4950.0%		-

		従業員規模別		５～２９９人		2152		5980.0%		3960.0%		2020.0%		4020.0%		-

				３００～９９９人		1323		4750.0%		2190.0%		2560.0%		5240.0%		10.0%

				１０００～４９９９人		936		4370.0%		1520.0%		2850.0%		5600.0%		30.0%

				５０００人以上		280		4320.0%		1250.0%		3070.0%		5680.0%		-

		Ｑ４（２）　人材採用戦略　大学・大学院の新卒採用において　新卒扱いの対象拡大（年齢、年卒）

		*** ノンウェイト ***

						サンプル数		既に取り組んでいる		今後取り組む予定である		取り組む予定はない		無回答

				全　体		4691		24.2		18.7		56.9		0.1

		業種別（中分類）		建設業		338		29.3		22.5		48.2		0

				製造業（機械以外）		902		20.4		18.8		60.6		0.1

				機械器具製造業		666		24.8		20.7		54.2		0.3

				情報通信業		330		27		15.2		57.9		0

				運輸業		278		23.7		16.9		59.4		0

				卸売業		444		17.6		19.6		62.8		0

				小売業		432		29.2		24.3		46.5		0

				金融・保険業		277		24.9		13.4		61.7		0

				不動産業		92		17.4		9.8		72.8		0

				飲食店・宿泊業		175		32		19.4		48		0.6

				医療・福祉		227		28.2		18.1		53.7		0

				サービス業（他に分類されないもの）		366		24		16.9		59		0

		従業員規模別（中分類）		５～２９９人		2152		20.6		17.9		61.4		0

				３００～９９９人		1323		27.1		21.4		51.3		0.2

				１０００～４９９９人		936		27		17.3		55.3		0.3

				５０００人以上		280		28.9		17.1		53.9		0

						社数 シャ		新卒扱いの対象拡大を実施・予定（A+B） シンソツアツカタイショウカクダイジッシヨテイ		既に取り組んでいる（A）		今後取り組む予定である（B）		取り組む予定はない		無回答

		全　体				4691		4290.0%		2420.0%		1870.0%		5690.0%		10.0%

		業種別		建設業		338		5180.0%		2930.0%		2250.0%		4820.0%		-

				製造業（機械以外）		902		3920.0%		2040.0%		1880.0%		6060.0%		10.0%

				機械器具製造業		666		4550.0%		2480.0%		2070.0%		5420.0%		30.0%

				情報通信業		330		4220.0%		2700.0%		1520.0%		5790.0%		-

				運輸業		278		4060.0%		2370.0%		1690.0%		5940.0%		-

				卸売業		444		3720.0%		1760.0%		1960.0%		6280.0%		-

				小売業		432		5350.0%		2920.0%		2430.0%		4650.0%		-

				金融・保険業		277		3830.0%		2490.0%		1340.0%		6170.0%		-

				不動産業		92		2720.0%		1740.0%		980.0%		7280.0%		-

				飲食店・宿泊業		175		5140.0%		3200.0%		1940.0%		4800.0%		60.0%

				医療・福祉		227		4630.0%		2820.0%		1810.0%		5370.0%		-

				サービス業（他に分類されないもの）		366		4090.0%		2400.0%		1690.0%		5900.0%		-

		従業員規模別		５～２９９人		2152		3850.0%		2060.0%		1790.0%		6140.0%		-

				３００～９９９人		1323		4850.0%		2710.0%		2140.0%		5130.0%		20.0%

				１０００～４９９９人		936		4430.0%		2700.0%		1730.0%		5530.0%		30.0%

				５０００人以上		280		4600.0%		2890.0%		1710.0%		5390.0%		-





		2018年秋調査　追加集計						タイプ１		Q1SQ4「5.通年で採用活動を行う予定」 に回答 & Q4(2)「1.既に取り組んでいる or 2.今後取り組む予定である」に回答 ツウネンサイヨウカツドウオコナヨテイカイトウスデトクコンゴトクヨテイカイトウ																						299

		*** ノンウェイト ***						タイプ２		Q1SQ4「5.通年で採用活動を行う予定」 に回答 & Q4(2)「1.既に取り組んでいる or 2.今後取り組む予定である」以外に回答 ツウネンサイヨウカツドウオコナヨテイカイトウスデトクコンゴトクヨテイイガイカイトウ																						85

								タイプ３		Q1SQ4「5.通年で採用活動を行う予定」以外に回答 & Q4(2)「1.既に取り組んでいる or 2.今後取り組む予定である」に回答 ツウネンサイヨウカツドウオコナヨテイイガイカイトウスデトクコンゴトクヨテイ																						1,535

								タイプ４		Q1SQ4「5.通年で採用活動を行う予定」以外に回答 & Q4(2)「1.既に取り組んでいる or 2.今後取り組む予定である」以外に回答 ツウネンサイヨウカツドウオコナヨテイイガイカイトウスデトクコンゴトクヨテイイガイカイトウ																						1,666

								サンプル数		タイプ１		タイプ２		タイプ３		タイプ４		通年採用実施企業における採用対象拡大割合（タイプ１/（タイプ１＋タイプ２） ツウネンサイヨウジッシキギョウサイヨウタイショウカクダイワリアイ

						全　体		3585		8.3		2.4		42.8		46.5		77.6%

		業種別（中分類）				建設業		233		17.2		1.7		50.2		30.9		91.0%

						製造業（機械以外）		692		5.8		2.6		41.0		50.6		69.0%

						機械器具製造業		580		4.7		1.4		45.0		49.0		77.0%

						情報通信業		292		4.5		1.0		41.8		52.7		81.8%

						運輸業		176		7.4		5.1		48.9		38.6		59.2%

						卸売業		349		5.4		2.0		36.7		55.9		73.0%

						小売業		352		9.9		1.7		50.9		37.5		85.3%

						金融・保険業		257		3.9		1.2		36.2		58.8		76.5%

						飲食店・宿泊業		113		15.9		4.4		52.2		27.4		78.3%

						医療・福祉		124		37.9		9.7		29.8		22.6		79.6%

						サービス業（他に分類されないもの）		238		10.1		2.9		45.0		42.0		77.7%

		従業員規模別（中分類）				５～２９９人		1171		16.0		4.0		41.8		38.3		80.0%

						３００～９９９人		1227		6.7		1.3		43.8		48.2		83.8%

						１０００～４９９９人		911		2.2		1.8		42.9		53.1		55.0%

						５０００人以上		276		3.6		2.2		42.4		51.8		62.1%								大企業は対象を拡大せずに、通年化できている ダイキギョウタイショウカクダイツウネンカ

																										中小は対象を拡大しないと通年化の効果がない チュウショウタイショウカクダイツウネンカコウカ

								社数 シャ		タイプ①		タイプ②		タイプ③		タイプ④		通年採用予定企業における対象拡大の着手割合
【① / （①＋②）】 ヨテイチャクシュ		対象拡大着手企業における通年採用予定割合
【① / (①＋③)】 タイショウカクダイチャクシュキギョウツウネンサイヨウヨテイワリアイ

				全　体				3585		830.0%		240.0%		4280.0%		4650.0%		77.6%		16.2%

				業種別		建設業		233		1720.0%		170.0%		5020.0%		3090.0%		91.0%		25.5%

						製造業（機械以外）		692		580.0%		260.0%		4100.0%		5060.0%		69.0%		12.4%

						機械器具製造業		580		470.0%		140.0%		4500.0%		4900.0%		77.0%		9.5%

						情報通信業		292		450.0%		100.0%		4180.0%		5270.0%		81.8%		9.7%

						運輸業		176		740.0%		510.0%		4890.0%		3860.0%		59.2%		13.1%

						卸売業		349		540.0%		200.0%		3670.0%		5590.0%		73.0%		12.8%

						小売業		352		990.0%		170.0%		5090.0%		3750.0%		85.3%		16.3%

						金融・保険業		257		390.0%		120.0%		3620.0%		5880.0%		76.5%		9.7%

						飲食店・宿泊業		113		1590.0%		440.0%		5220.0%		2740.0%		78.3%		23.3%

						医療・福祉		124		3790.0%		970.0%		2980.0%		2260.0%		79.6%		56.0%

						サービス業（他に分類されないもの）		238		1010.0%		290.0%		4500.0%		4200.0%		77.7%		18.3%

				従業員規模別		５～２９９人		1171		1600.0%		400.0%		4180.0%		3830.0%		80.0%		27.7%

						３００～９９９人		1227		670.0%		130.0%		4380.0%		4820.0%		83.8%		13.3%

						１０００～４９９９人		911		220.0%		180.0%		4290.0%		5310.0%		55.0%		4.9%

						５０００人以上		276		360.0%		220.0%		4240.0%		5180.0%		62.1%		7.8%

								社数 シャ		タイプ①		タイプ②		タイプ③		タイプ④		通年採用予定企業における対象拡大の着手割合
【① / （①＋②）】 ヨテイチャクシュ		通年採用を予定しない企業における対象拡大の着手割合
【③/ (③＋④)】 ツウネンサイヨウヨテイキギョウタイショウカクダイチャクシュワリアイ

				全　体				3585		830.0%		240.0%		4280.0%		4650.0%		77.6%		47.9%

				業種別		建設業		233		1720.0%		170.0%		5020.0%		3090.0%		91.0%		61.9%

						製造業（機械以外）		692		580.0%		260.0%		4100.0%		5060.0%		69.0%		44.8%

						機械器具製造業		580		470.0%		140.0%		4500.0%		4900.0%		77.0%		47.9%

						情報通信業		292		450.0%		100.0%		4180.0%		5270.0%		81.8%		44.2%

						運輸業		176		740.0%		510.0%		4890.0%		3860.0%		59.2%		55.9%

						卸売業		349		540.0%		200.0%		3670.0%		5590.0%		73.0%		39.6%

						小売業		352		990.0%		170.0%		5090.0%		3750.0%		85.3%		57.6%

						金融・保険業		257		390.0%		120.0%		3620.0%		5880.0%		76.5%		38.1%

						飲食店・宿泊業		113		1590.0%		440.0%		5220.0%		2740.0%		78.3%		65.6%

						医療・福祉		124		3790.0%		970.0%		2980.0%		2260.0%		79.6%		56.9%

						サービス業（他に分類されないもの）		238		1010.0%		290.0%		4500.0%		4200.0%		77.7%		51.7%

				従業員規模別		５～２９９人		1171		1600.0%		400.0%		4180.0%		3830.0%		80.0%		52.2%

						３００～９９９人		1227		670.0%		130.0%		4380.0%		4820.0%		83.8%		47.6%

						１０００～４９９９人		911		220.0%		180.0%		4290.0%		5310.0%		55.0%		44.7%

						５０００人以上		276		360.0%		220.0%		4240.0%		5180.0%		62.1%		45.0%

								【① / （①＋②）】		【③/ (③＋④)】

						全　体		77.6%		47.9%																通年やってない＆対象だけ拡大が多い ツウネンタイショウカクダイオオ

						建設業		91.0%		61.9%

						製造業（機械以外）		69.0%		44.8%

						機械器具製造業		77.0%		47.9%

						情報通信業		81.8%		44.2%																通年と対象拡大が逆 ツウネンタイショウカクダイギャク				対象拡大系 タイショウカクダイケイ

						運輸業		59.2%		55.9%																				通年と対象拡大がリンク系 ツウネンタイショウカクダイケイ

						卸売業		73.0%		39.6%

						小売業		85.3%		57.6%

						金融・保険業		76.5%		38.1%

						飲食店・宿泊業		78.3%		65.6%

						医療・福祉		79.6%		56.9%

						サービス業（他に分類されないもの）		77.7%		51.7%

						５～２９９人		80.0%		52.2%

						３００～９９９人		83.8%		47.6%

						１０００～４９９９人		55.0%		44.7%

						５０００人以上		62.1%		45.0%

																						通年やってる会社＆対象も拡大が多い ツウネンカイシャタイショウゾウカクダイオオ





		



【③/ (③＋④)】



				中途採用ＤＩ チュウトサイヨウ

		2007
年度 ネンド		8.3

		2008
年度 ネンド		3.3

		2009
年度 ネンド		-8.4

		2010
年度 ネンド		-4.6

		2011
年度 ネンド		-0.8

		2012
年度 ネンド		2.6

		2013
年度 ネンド		2.2

		2014
年度 ネンド		5.9

		2015
年度 ネンド		9.0

		2016
年度 ネンド		10.4

				増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ

		2012年度 ネンド		7.3%		32.6%		4.7%		43.9%		11.4%		0.1%

		2011年度 ネンド		4.1%		27.3%		4.9%		50.5%		13.0%		0.3%

		2010年度 ネンド		1.7%		22.2%		6.3%		54.9%		14.6%		0.3%

		2009年度 ネンド		4.0%		32.5%		12.4%		50.8%		-		0.3%

		2008年度 ネンド		11.3%		40.7%		8.0%		39.0%		-		0.9%

		2007年度 ネンド		15.8%		29.8%		7.5%		43.7%		-		3.2%

														（％ポイント）

				増える フ		変わらない カ		減る ヘ		わからない		以前も今後も
採用しない イゼンコンゴサイヨウ		無回答 ムカイトウ		　　増える
　　　－減る フヘ

		2015年度 ネンド		1300.0%		3130.0%		400.0%		4270.0%		880.0%		20.0%		+9.0

		2014年度 ネンド		1070.0%		3260.0%		480.0%		4160.0%		1010.0%		20.0%		+5.9

		2013年度 ネンド		750.0%		3050.0%		530.0%		4720.0%		930.0%		20.0%		+2.2

		2012年度 ネンド		7.3%		32.6%		4.7%		43.9%		11.4%		0.1%		+2.6

		2011年度 ネンド		4.1%		27.3%		4.9%		50.5%		13.0%		0.3%		-0.8

		2010年度 ネンド		1.7%		22.2%		6.3%		54.9%		14.6%		0.3%		-4.6

		2009年度 ネンド		4.0%		32.5%		12.4%		50.8%		-		0.3%		-8.4

		2008年度 ネンド		11.3%		40.7%		8.0%		39.0%		-		0.9%		+3.3

		2007年度 ネンド		15.8%		29.8%		7.5%		43.7%		-		3.2%		+8.3
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						(A)		(B)		(A)に対する
(B)の増減率 タイゾウゲンリツ

						当初計画
採用予定数 トウショケイカクサイヨウヨテイスウ		最終見通し
採用予定数 サイシュウミトオサイヨウヨテイスウ

		全体 ゼンタイ				719,300人		743,800人		+3.4%

		従業員
規模別 ジュウギョウインキボベツ		5～299人 ニン		402,200人		438,100人		+8.9%

				300～999人 ニン		145,100人		152,200人		+4.9%

				1000～4999人 ニン		123,300人		109,300人		-11.4%

				5000人以上 ニンイジョウ		48,700人		44,200人		-9.2%

		業種別 ギョウシュベツ		　建設業 ケンセツ		80,400人		77,200人		-4.0%

				　製造業		262,200人		282,800人		+7.9%

				　流通業		280,000人		289,400人		+3.4%

				　金融業 キンユウギョウ		11,300人		11,700人		+3.5%

				　サービス・情報業 ギョウ		85,400人		82,700人		-3.2%





		

				新卒採用DI（大学生・大学院生） シンソツサイヨウダイガクセイダイガクインセイ

		2008
年卒 ネンソツ		15.8

		2009
年卒 ネンソツ		11.2

		2010
年卒 ネンソツ		-7.4

		2011
年卒 ネンソツ		-3.8

		2012
年卒 ネンソツ		全体 ゼンタイ		建設業 ケンセツギョウ		製造業 セイゾウギョウ		流通業 リュウツウギョウ		金融業 キンユウギョウ		情報・サービス業 ジョウホウギョウ

				全体 ゼンタイ		建設業 ケンセツギョウ		製造業 セイゾウギョウ		流通業 リュウツウギョウ		金融業 キンユウギョウ		情報・サービス業 ジョウホウギョウ

		2014
年卒 ネンソツ		3.4		6.5		-1.7		6.4		5.5		6.5

		2015
年卒 ネンソツ		7.8		17.7		4.3		6.9		7.6		9.9

		2016
年卒 ネンソツ		8.7		14.8		6.2		9.6		8.1		9.7

		201７
年卒 ネンソツ		9.2		11.1		6.4		10.2		11		9.7

								2014
年卒 ネンソツ		2015
年卒 ネンソツ		2016
年卒 ネンソツ		201７
年卒 ネンソツ

						全体 ゼンタイ		+3.4		+7.8		+8.7		+9.2

						建設業 ケンセツギョウ		+6.5		+17.7		+14.8		+11.1

						製造業 セイゾウギョウ		-1.7		+4.3		+6.2		+6.4

						流通業 リュウツウギョウ		+6.4		+6.9		+9.6		+10.2

						金融業 キンユウギョウ		+5.5		+7.6		+8.1		+11.0

						情報・サービス業 ジョウホウギョウ		+6.5		+9.9		+9.7		+9.7





				■日本の大学・大学院を卒業する外国人留学生の新卒採用見通し ニホンダイガクダイガクインソツギョウガイコクジンリュウガクセイシンソツサイヨウミトオ

										社数 シャスウ		採用予定
あり サイヨウヨテイ								採用予定・採用数は未定 サイヨウヨテイサイヨウスウミテイ		採用予定なし サイヨウヨテイ		無回答 ムカイトウ

														増える フ		変わらない カ		減る ヘ

				全　　体 ゼンカラダ						4673		2640.0%		310.0%		2230.0%		100.0%		2890.0%		4460.0%		10.0%

				従業員規模別 ジュウギョウインキボベツ		１000人未満 ニンミマン				3147		2190.0%		170.0%		1900.0%		120.0%		2530.0%		5270.0%		-

						1000人以上 ニンイジョウ				1526		3580.0%		600.0%		2920.0%		60.0%		3630.0%		2770.0%		20.0%

								1000～1999人 ニン		688		3610.0%		440.0%		3110.0%		60.0%		3070.0%		3330.0%		-

								2000～4999人 ニン		536		3720.0%		730.0%		2950.0%		40.0%		3750.0%		2520.0%		20.0%

								5000人以上 ニンイジョウ		302		3310.0%		760.0%		2450.0%		100.0%		4700.0%		1920.0%		70.0%

				業種別 ギョウシュベツ		製造業				2165		2790.0%		450.0%		2210.0%		130.0%		3040.0%		4160.0%		0.0%

						流通業				989		2320.0%		170.0%		2060.0%		90.0%		2670.0%		4990.0%		10.0%

						金融業 キンユウギョウ				288		1870.0%		30.0%		1740.0%		100.0%		2950.0%		5170.0%		-

						サービス・情報業 ギョウ				1206		2820.0%		250.0%		2500.0%		70.0%		2790.0%		4390.0%		10.0%

				■海外の大学・大学院を卒業する外国籍留学生の新卒採用見通し カイガイダイガクダイガクインソツギョウガイコクセキリュウガクセイシンソツサイヨウミトオ

																								（％ポイント）

										社数 シャスウ		採用予定
あり サイヨウヨテイ								採用予定・採用数は未定 サイヨウヨテイサイヨウスウミテイ		採用予定なし サイヨウヨテイ		無回答 ムカイトウ

														増える フ		変わらない カ		減る ヘ

				全　　体 ゼンカラダ						4673		2170.0%		180.0%		1910.0%		80.0%		2960.0%		4870.0%		0.0%

				従業員規模別 ジュウギョウインキボベツ		１000人未満 ニンミマン				3147		1800.0%		100.0%		1600.0%		100.0%		2580.0%		5620.0%		-

						1000人以上 ニンイジョウ				1526		2940.0%		340.0%		2560.0%		40.0%		3750.0%		3300.0%		10.0%

								1000～1999人 ニン		688		3010.0%		220.0%		2780.0%		10.0%		3010.0%		3980.0%		-

								2000～4999人 ニン		536		2950.0%		470.0%		2440.0%		40.0%		4180.0%		2870.0%		-

								5000人以上 ニンイジョウ		302		2750.0%		400.0%		2250.0%		100.0%		4670.0%		2520.0%		70.0%

				業種別 ギョウシュベツ		製造業				2165		2240.0%		240.0%		1910.0%		90.0%		3070.0%		4690.0%		0.0%

						流通業				989		1870.0%		90.0%		1710.0%		70.0%		2750.0%		5370.0%		10.0%

						金融業 キンユウギョウ				288		1740.0%		-		1600.0%		140.0%		3160.0%		5100.0%		-

						サービス・情報業 ギョウ				1206		2370.0%		180.0%		2130.0%		60.0%		2890.0%		4730.0%		-





				■日本の大学・大学院を卒業する外国人留学生の新卒採用見通し ニホンダイガクダイガクインソツギョウガイコクジンリュウガクセイシンソツサイヨウミトオ

										社数 シャスウ		採用予定
あり サイヨウヨテイ		採用予定
なし サイヨウヨテイ		採用予定・採用数は未定 サイヨウヨテイサイヨウスウミテイ		無回答 ムカイトウ										無回答 ムカイトウ

																						増える フ		変わらない カ		減る ヘ

				全　　体 ゼンカラダ						4673		910.0%		7550.0%		1390.0%		160.0%				310.0%		2230.0%		100.0%		10.0%				0.9		8.2		1.6		13.9		75.5		0

				従業員規模別 ジュウギョウインキボベツ		１000人未満 ニンミマン				3147		890.0%		7570.0%		1380.0%		160.0%				170.0%		1900.0%		120.0%		-				0.8		8.1		1.6		13.8		75.7

						1000人以上 ニンイジョウ				1526		3540.0%		2860.0%		3530.0%		80.0%				600.0%		2920.0%		60.0%		20.0%				5.8		29.6		0.6		35.3		28.6		0.2

								1000～1999人 ニン		688		3550.0%		3330.0%		3070.0%		60.0%				440.0%		3110.0%		60.0%		-				4.4		31.1		0.6		30.7		33.3

								2000～4999人 ニン		536		3680.0%		2520.0%		3750.0%		60.0%				730.0%		2950.0%		40.0%		20.0%				7.3		29.5		0.4		37.5		25.2		0.2

								5000人以上 ニンイジョウ		302		3210.0%		1920.0%		4700.0%		170.0%				760.0%		2450.0%		100.0%		70.0%				7.6		24.5		1		47		19.2		0.7

				業種別 ギョウシュベツ		製造業				2165		650.0%		8000.0%		1320.0%		40.0%				450.0%		2210.0%		130.0%		0.0%				1.1		5.4		0.4		13.2		80		0

						流通業				989		1550.0%		6870.0%		1280.0%		300.0%				170.0%		2060.0%		90.0%		10.0%				1.5		14		3		12.8		68.7		0

						金融業 キンユウギョウ				288		1130.0%		8360.0%		490.0%		30.0%				30.0%		1740.0%		100.0%		-				0		11.3		0.3		4.9		83.6

						サービス・情報業 ギョウ				1206		750.0%		7330.0%		1690.0%		230.0%				250.0%		2500.0%		70.0%		10.0%				0.2		7.3		2.3		16.9		73.3		0

				■海外の大学・大学院を卒業する外国籍留学生の新卒採用見通し カイガイダイガクダイガクインソツギョウガイコクセキリュウガクセイシンソツサイヨウミトオ

																		（％ポイント）

										社数 シャスウ		採用予定
あり サイヨウヨテイ		採用予定
なし サイヨウヨテイ		採用予定・採用数は未定 サイヨウヨテイサイヨウスウミテイ		無回答 ムカイトウ										無回答 ムカイトウ

																						増える フ		変わらない カ		減る ヘ

				全　　体 ゼンカラダ						4673		780.0%		7660.0%		1410.0%		150.0%				180.0%		1910.0%		80.0%		0.0%				0.4		7.4		1.5		14.1		76.6		0

				従業員規模別 ジュウギョウインキボベツ		１000人未満 ニンミマン				3147		770.0%		7680.0%		1400.0%		150.0%				100.0%		1600.0%		100.0%		-				0.4		7.3		1.5		14		76.8

						1000人以上 ニンイジョウ				1526		2910.0%		3410.0%		3630.0%		40.0%				340.0%		2560.0%		40.0%		10.0%				3.2		25.9		0.3		36.3		34.1		0.1

								1000～1999人 ニン		688		3000.0%		3980.0%		3010.0%		10.0%				220.0%		2780.0%		10.0%		-				2.2		27.8		0.1		30.1		39.8

								2000～4999人 ニン		536		2910.0%		2870.0%		4180.0%		40.0%				470.0%		2440.0%		40.0%		-				4.7		24.4		0.4		41.8		28.7

								5000人以上 ニンイジョウ		302		2650.0%		2520.0%		4670.0%		170.0%				400.0%		2250.0%		100.0%		70.0%				4		22.5		1		46.7		25.2		0.7

				業種別 ギョウシュベツ		製造業				2165		510.0%		8060.0%		1420.0%		10.0%				240.0%		1910.0%		90.0%		0.0%				1		4.1		0.1		14.2		80.6		0

						流通業				989		1350.0%		7100.0%		1240.0%		300.0%				90.0%		1710.0%		70.0%		10.0%				0		13.5		3		12.4		71		0

						金融業 キンユウギョウ				288		1120.0%		8390.0%		460.0%		30.0%				-		1600.0%		140.0%		-						11.2		0.3		4.6		83.9

						サービス・情報業 ギョウ				1206		680.0%		7410.0%		1680.0%		230.0%				180.0%		2130.0%		60.0%		-				0.1		6.7		2.3		16.8		74.1





				■日本の大学・大学院を卒業する外国人留学生の新卒採用見通し ニホンダイガクダイガクインソツギョウガイコクジンリュウガクセイシンソツサイヨウミトオ

										社数 シャスウ		採用意向
あり サイヨウイコウ		採用意向
なし サイヨウイコウ		未定 ミテイ		無回答 ムカイトウ										無回答 ムカイトウ

																						増える フ		変わらない カ		減る ヘ

				全　　体 ゼンカラダ						4673		910.0%		7550.0%		1390.0%		160.0%				310.0%		2230.0%		100.0%		10.0%				0.9		8.2		1.6		13.9		75.5		0

				従業員規模別 ジュウギョウインキボベツ		１000人未満 ニンミマン				3147		890.0%		7570.0%		1380.0%		160.0%				170.0%		1900.0%		120.0%		-				0.8		8.1		1.6		13.8		75.7

						1000人以上 ニンイジョウ				1526		3540.0%		2860.0%		3530.0%		80.0%				600.0%		2920.0%		60.0%		20.0%				5.8		29.6		0.6		35.3		28.6		0.2

								1000～1999人 ニン		688		3550.0%		3330.0%		3070.0%		60.0%				440.0%		3110.0%		60.0%		-				4.4		31.1		0.6		30.7		33.3

								2000～4999人 ニン		536		3680.0%		2520.0%		3750.0%		60.0%				730.0%		2950.0%		40.0%		20.0%				7.3		29.5		0.4		37.5		25.2		0.2

								5000人以上 ニンイジョウ		302		3210.0%		1920.0%		4700.0%		170.0%				760.0%		2450.0%		100.0%		70.0%				7.6		24.5		1		47		19.2		0.7

				業種別 ギョウシュベツ		製造業				2165		650.0%		8000.0%		1320.0%		40.0%				450.0%		2210.0%		130.0%		0.0%				1.1		5.4		0.4		13.2		80		0

						流通業				989		1550.0%		6870.0%		1280.0%		300.0%				170.0%		2060.0%		90.0%		10.0%				1.5		14		3		12.8		68.7		0

						金融業 キンユウギョウ				288		1130.0%		8360.0%		490.0%		30.0%				30.0%		1740.0%		100.0%		-				0		11.3		0.3		4.9		83.6

						サービス・情報業 ギョウ				1206		750.0%		7330.0%		1690.0%		230.0%				250.0%		2500.0%		70.0%		10.0%				0.2		7.3		2.3		16.9		73.3		0

				■海外の大学・大学院を卒業する外国籍留学生の新卒採用見通し カイガイダイガクダイガクインソツギョウガイコクセキリュウガクセイシンソツサイヨウミトオ

																		（％ポイント）

										社数 シャスウ		採用意向
あり サイヨウイコウ		採用意向
なし サイヨウイコウ		未定 ミテイ		無回答 ムカイトウ										無回答 ムカイトウ

																						増える フ		変わらない カ		減る ヘ

				全　　体 ゼンカラダ						4673		780.0%		7660.0%		1410.0%		150.0%				180.0%		1910.0%		80.0%		0.0%				0.4		7.4		1.5		14.1		76.6		0

				従業員規模別 ジュウギョウインキボベツ		１000人未満 ニンミマン				3147		770.0%		7680.0%		1400.0%		150.0%				100.0%		1600.0%		100.0%		-				0.4		7.3		1.5		14		76.8

						1000人以上 ニンイジョウ				1526		2910.0%		3410.0%		3630.0%		40.0%				340.0%		2560.0%		40.0%		10.0%				3.2		25.9		0.3		36.3		34.1		0.1

								1000～1999人 ニン		688		3000.0%		3980.0%		3010.0%		10.0%				220.0%		2780.0%		10.0%		-				2.2		27.8		0.1		30.1		39.8

								2000～4999人 ニン		536		2910.0%		2870.0%		4180.0%		40.0%				470.0%		2440.0%		40.0%		-				4.7		24.4		0.4		41.8		28.7

								5000人以上 ニンイジョウ		302		2650.0%		2520.0%		4670.0%		170.0%				400.0%		2250.0%		100.0%		70.0%				4		22.5		1		46.7		25.2		0.7

				業種別 ギョウシュベツ		製造業				2165		510.0%		8060.0%		1420.0%		10.0%				240.0%		1910.0%		90.0%		0.0%				1		4.1		0.1		14.2		80.6		0

						流通業				989		1350.0%		7100.0%		1240.0%		300.0%				90.0%		1710.0%		70.0%		10.0%				0		13.5		3		12.4		71		0

						金融業 キンユウギョウ				288		1120.0%		8390.0%		460.0%		30.0%				-		1600.0%		140.0%		-						11.2		0.3		4.6		83.9

						サービス・情報業 ギョウ				1206		680.0%		7410.0%		1680.0%		230.0%				180.0%		2130.0%		60.0%		-				0.1		6.7		2.3		16.8		74.1





		■新卒・中途　「増える」－「減る」ポイントの関係 シンソツチュウトフヘカンケイ

																																				2012年度 ネンド

								2014年卒 ネンソツ		2013年度 ネンド								2013年卒 ネンソツ		2012年度 ネンド								2012年卒 ネンソツ		2011年度 ネンド

						N数 スウ		新卒 シンソツ		中途 チュウト						N数 スウ		新卒 シンソツ		中途 チュウト		象限 ショウゲン				N数 スウ		新卒 シンソツ		中途 チュウト		象限 ショウゲン																																						業種名（オリジナル） ギョウシュメイ

				農林・水産・鉱業		21		4.8		9.5						16		6.2		-6.3		4				14		0.0		-7.1																																								農林・水産・鉱業

		製造業 セイゾウギョウ		総合工事業		246		7.7		4.0						206		3.9		5.8		1				201		4.9		-3.0		4																																						総合工事業

				設備工事業		107		3.7		5.6						89		1.1		-1.1		4				79		-2.6		-6.4		3																																						設備工事業・職別工事業（大工、とび、左官、石工など）

				食品		237		0.9		-0.8						220		-0.9		1.0		2				218		-2.3		-0.9		3																																						食品

				繊維		72		-1.4		-5.5						59		3.4		1.7		1				72		-2.8		5.5		2																																						繊維

				化学・紙・石油		197		-1.0		0.0						211		-8.0		-2.9		3				213		0.0		-3.7																																								化学・紙・石油

				医薬・化粧品		68		2.9		-7.4						65		3.1		0.0						68		2.9		0.0																																								医薬・化粧品

				ゴム・ガラス・セラミックス		60		-3.3		-5.0						60		3.3		5.0		1				56		-1.8		7.1		2																																						ゴム・ガラス・セラミックス

				鉄鋼・非鉄金属・金属		167		-8.4		-1.8						177		-4.5		-3.9		3				175		-1.7		-5.1		3																																						鉄鋼・非鉄金属・金属

				機械・プラント・エンジニアリング		207		-4.9		-7.7						217		2.3		-6.0		4				217		4.6		-3.2		4																																						機械・プラント・エンジニアリング

				総合電機		15		-6.7		0.0						12		0.0		8.3						13		7.7		23.1		1																																						総合電機

				重電・産業用電気機器		36		-5.5		-2.7						40		12.5		7.5		1				37		0.0		5.4																																								重電・産業用電気機器

				コンピュータ・通信機器・ＯＡ機器関連		50		4.0		10.0						55		5.4		5.5		1				57		0.0		3.5																																								コンピュータ・通信機器・ＯＡ機器関連

				家電・ＡＶ機器		17		-5.9		0.0						21		14.2		9.5		1				18		16.6		0.0																																								家電・ＡＶ機器

				ゲーム・アミューズメント機器		5		0.0		0.0						5		0.0		-20.0						6		33.3		0.0																																								ゲーム・アミューズメント機器

				半導体・電子・電気部品		99		4.1		-2.1						111		-3.6		1.8		2				106		7.6		-0.9		4																																						半導体・電子・電気部品

				その他の電気機械器具製造業		74		-4.1		-1.4						68		4.4		-7.4		4				75		-4.0		0.0																																								その他の電気機械器具製造業

				自動車・鉄道・航空機等製造・同部品製造		156		-5.8		-6.4						173		2.9		4.0		3				172		3.4		-0.6		4				2013年度 ネンド																																		自動車・鉄道・航空機等製造・同部品製造

				精密機械器具製造業		88		9.1		-2.3						97		4.1		-1.0		4				99		10.1		-3.0		4																																						精密機械器具製造業

				印刷関連		53		7.5		7.5						53		5.6		-5.6		4				48		0.0		-4.2																																								印刷関連

				その他の製造業		218		-3.7		1.4						210		5.7		1.4		1				200		-3.5		-3.0		3																																						その他の製造業

		流通業 リュウツウギョウ		商社		499		2.6		1.2						525		6.6		2.7		1				528		1.5		0.4		1																																						商社

				百貨店		24		8.3		0.0						26		3.9		7.7		1				30		0.0		0.0																																								百貨店

				スーパー・ＤＩＹ・生活協同組合		123		15.4		5.7						138		15.2		5.0		1				133		6.7		3.0		1																																						スーパー・ＤＩＹ・生活協同組合

				専門店（複合）		24		25.0		8.3						25		12.0		8.0		1				29		13.8		6.9		1																																						専門店（複合）

				専門店（洋装品・呉服）		44		4.6		2.3						53		11.4		0.0						60		6.7		0.0																																								専門店（洋装品・呉服）

				専門店（自動車関連）		124		8.0		4.9						127		15.0		3.2		1				123		1.6		-1.6		4																																						専門店（自動車関連）

				専門店（電気製品）		12		0.0		-8.3						12		-8.3		16.7		2				11		-9.1		18.2		2																																						専門店（電気製品）

				専門店（カメラ・メガネ・貴金属・皮革・スポーツ用品・楽器・その他）		79		8.8		3.8						83		9.7		10.9		1				65		3.1		0.0																																								専門店（カメラ・メガネ・貴金属・皮革・スポーツ用品・楽器・その他）

		金融業 キンユウギョウ		銀行		71		4.2		0.0						69		0.0		-1.5						71		1.4		0.0																																								銀行

				信託銀行		2		50.0		0.0						3		0.0		0.0						3		0.0		0.0																																								信託銀行

				労働金庫・信用金庫・信用組合		183		3.3		0.6						111		-2.7		0.0						66		-6.1		0.0																																								労働金庫・信用金庫・信用組合

				証券		47		8.5		8.5						32		3.2		0.0						32		-3.1		-3.2		3																																						証券

				生命保険・損害保険		33		6.0		0.0						31		-6.4		9.7		2				24		0.0		0.0																																								生命保険・損害保険

				クレジット		27		11.1		3.7						13		30.8		0.0						13		7.7		0.0																																								クレジット

				その他金融（投資業・ベンチャーキャピタル・消費者金融・その他）		35		8.6		2.9						29		10.3		0.0						20		5.0		0.0																																								その他金融（投資業・ベンチャーキャピタル・消費者金融・その他）

		サービス業 ギョウ		通信		19		0.0		-10.5						21		-4.8		-4.8		3				23		-4.4		-4.3		3																																						通信

				放送業		42		-4.8		-7.1						17		-11.8		5.9		2				14		0.0		0.0																																								放送業

				情報サービス・調査業		263		14.8		11.1						253		13.0		8.3		1				240		5.8		0.4		1																																						情報サービス・調査業（ソフトウエア業、情報処理、コンピュータ修理など）

				インターネット付随サービス業		6		16.7		0.0						5		40.0		40.0		1				9		11.1		-11.1		4																																						インターネット付随サービス業

				映像・音声・文字情報制作業		48		0.0		0.0						48		4.1		-2.1		4				51		-9.8		-1.9		3																																						映像・音声・文字情報制作業（映画・ビデオ・テレビ番組など）

				不動産		90		7.8		5.6						68		-1.5		7.3		2				67		0.0		3.0																																								不動産

				鉄道・道路旅客運送業		81		3.7		6.1						68		5.9		8.8		1				73		-5.5		-4.1		3																																						鉄道・道路旅客運送業

				道路貨物運送業		92		4.4		10.8						73		2.7		9.6		1				63		7.9		-4.7		4																																						道路貨物運送業

				倉庫業		19		10.5		5.2						22		0.0		4.5						26		-3.8		-3.8		3																																						倉庫業

				旅行業および運輸に付帯するサービス業		25		-8.0		8.0						14		7.1		7.1		1				15		0.0		-20.0																																								旅行業および運輸に付帯するサービス業

				海運・航空・その他の運輸業		50		-6.0		4.0						46		2.2		2.1		1				48		-6.3		0.0																																								海運・航空・その他の運輸業

				電力・ガス・水道・エネルギー		42		4.7		4.8						29		0.0		-6.9						29		-3.4		0.0																																								電力・ガス・水道・エネルギー

				飲食店		68		27.9		20.6						77		16.9		13.0		1				68		16.2		7.3		1																																						飲食店

				旅館・ホテル・レジャー		105		1.0		4.8						79		0.0		5.1						70		-8.6		-1.4		3																																						旅館・ホテル・レジャー

				医療・福祉		131		6.9		9.2						42		0.0		0.0						33		9.1		18.2		1																																						医療・福祉

				教育・学習支援		79		3.8		-6.4						49		2.0		4.1		1				48		8.3		-6.2		4																																						教育・学習支援

				物品賃貸業		42		7.1		9.5						20		5.0		0.0						19		-5.2		-10.5		3																																						物品賃貸業

				広告代理店		21		4.8		9.5						21		14.3		9.5		1				19		10.5		5.3		1																																						広告代理店

				専門サービス業		71		8.5		14.1						64		6.2		14.1		1				53		5.7		1.9		1																																						専門サービス業（法律事務所、税務事務所、デザイン業）

				その他の事業サービス業		123		5.6		1.6						89		2.2		3.4		1				82		3.6		-1.3		4																																						その他の事業サービス業（理美容関連、消毒、ビルメンテナンス）

				自動車整備業、機械等修理業など		95		-1.1		0.0						101		-3.0		5.9		2				68		2.9		-1.4		4																																						その他のサービス業（自動車整備業、機械等修理業）

				その他		31		3.2		16.2						25		8.0		8.0		1				25		16.0		-8.0		4																																						その他

																		2012		2012								2011		2011

																		新卒 シンソツ		中途 チュウト								新卒 シンソツ		中途 チュウト

				総合工事業												206		3.9		5.8								4.9		-3

				設備工事業・職別工事業（大工、とび、左官、石工など）												89		1.1		-1.1								-2.6		-6.4

				食品												220		-0.9		1								-2.3		-0.9

				繊維												59		3.4		1.7								-2.8		5.5

				化学・紙・石油												211		-8		-2.9								0		-3.7

				医薬・化粧品												65		3.1		0								2.9		0

				ゴム・ガラス・セラミックス												60		3.3		5								-1.8		7.1

				鉄鋼・非鉄金属・金属												177		-4.5		-3.9								-1.7		-5.1

				機械・プラント・エンジニアリング												217		2.3		-6								4.6		-3.2

				重電・産業用電気機器												40		12.5		7.5								0		5.4

				コンピュータ・通信機器・ＯＡ機器関連												55		5.4		5.5								0		3.5

				家電・ＡＶ機器												21		14.2		9.5								16.6		0

				半導体・電子・電気部品												111		-3.6		1.8								7.6		-0.9

				その他の電気機械器具製造業												68		4.4		-7.4								-4		0

				自動車・鉄道・航空機等製造・同部品製造												173		2.9		4								3.4		-0.6

				精密機械器具製造業												97		4.1		-1								10.1		-3

				印刷関連												53		5.6		-5.6								0		-4.2

				商社												525		6.6		2.7								1.5		0.4

				百貨店												26		3.9		7.7								0		0

				スーパー・ＤＩＹ・生活協同組合												138		15.2		5								6.7		3

				専門店（複合）												25		12		8								13.8		6.9

				専門店（洋装品・呉服）												53		11.4		0								6.7		0

				専門店（自動車関連）												127		15		3.2								1.6		-1.6

				専門店（カメラ・メガネ・貴金属・皮革・スポーツ用品・楽器・その他）												83		9.7		10.9								3.1		0

				銀行												69		0		-1.5								1.4		0

				労働金庫・信用金庫・信用組合												111		-2.7		0								-6.1		0

				証券												32		3.2		0								-3.1		-3.2

				生命保険・損害保険												31		-6.4		9.7								0		0

				その他金融（投資業・ベンチャーキャピタル・消費者金融・その他）												29		10.3		0								5		0

				通信												21		-4.8		-4.8								-4.4		-4.3

				放送業												17		-11.8		5.9								0		0

				情報サービス・調査業（ソフトウエア業、情報処理、コンピュータ修理など）												253		13		8.3								5.8		0.4

				映像・音声・文字情報制作業（映画・ビデオ・テレビ番組など）												48		4.1		-2.1								-9.8		-1.9

				不動産												68		-1.5		7.3								0		3

				鉄道・道路旅客運送業												68		5.9		8.8								-5.5		-4.1

				道路貨物運送業												73		2.7		9.6								7.9		-4.7

				倉庫業												22		0		4.5								-3.8		-3.8

				海運・航空・その他の運輸業												46		2.2		2.1								-6.3		0

				電力・ガス・水道・エネルギー												29		0		-6.9								-3.4		0

				飲食店												77		16.9		13								16.2		7.3

				旅館・ホテル・レジャー												79		0		5.1								-8.6		-1.4

				医療・福祉												42		0		0								9.1		18.2

				教育・学習支援												49		2		4.1								8.3		-6.2

				広告代理店												21		14.3		9.5								10.5		5.3

				専門サービス業（法律事務所、税務事務所、デザイン業）												64		6.2		14.1								5.7		1.9

				その他の事業サービス業（理美容関連、消毒、ビルメンテナンス）												89		2.2		3.4								3.6		-1.3

				その他のサービス業（自動車整備業、機械等修理業）												101		-3		5.9								2.9		-1.4
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【女性の採用比率（大学生・大学院生）】

• 「新卒人材確保のための施策として女性の比率を高めているか」を聞いた。女性の採用比率の引き上げを、「既に
取り組んでいる」企業は39.6％、「今後取り組む予定」企業は16.6％となり、合わせて56.2％の企業が女性の採
用比率の引き上げを実施、もしくは予定している。

• 業種別で見ると、機械器具製造業が50.2％で最も多い。
• 企業規模別で見ると、1,000人以上の企業の方が、1,000人未満の企業と比較して「既に取り組んでいる」、また
は「取り組む予定」の企業の割合は18.3％ポイント高い。大企業の方が、女性採用を増加する余地が大きいと考え
られる。

• 前年と比較すると、女性の採用比率引き上げを実施または予定する企業の上昇幅は、初任給と比べ大きくはない。
ただし、大手の企業においては新卒採用における女性採用比率が中小企業と比べて低いことから、一層の取り組み
が期待される。（参考：2018年卒採用実績における女性比率 5,000人以上企業：29.8％、300人未満企業：
43.9％ リクルートワークス研究所「第35回ワークス大卒求人倍率調査」）

■人材採用戦略 大学生・大学院生の新卒採用において女性の比率を高める

■女性の採用比率の引き上げ実施したまたは実施予定の企業の割合

56.2 55.0
62.9 57.7 54.1 49.2 51.4

69.7
54.7 56.7 60.9 58.8

47.0 47.5 49.3

69.6

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

全体 建設業 製造業 流通業 金融業 サービス・情報業 1000人未満 1000人以上

業種 企業規模

2020年卒 2019年卒
（％）

社数
女性の採用比率引き
上げを実施・予定
（A)＋（B)

既に取り組ん
でいる
（A）

今後取り組む
予定である
（B）

取り組む予
定はない

無回答

4691 56.2% 39.6% 16.6% 43.8% 0.1%
建設業 338 55.0% 32.8% 22.2% 45.0% -
製造業（機械以外） 902 56.1% 37.9% 18.2% 43.8% 0.1%
機械器具製造業 666 72.3% 50.2% 22.1% 27.5% 0.3%
※電気・ガス・熱供給・水道業 41 51.2% 39.0% 12.2% 48.8% -
情報通信業 330 57.9% 47.6% 10.3% 42.1% -
運輸業 278 48.5% 32.0% 16.5% 51.4% -
卸売業 444 54.0% 35.8% 18.2% 45.9% -
小売業 432 61.6% 43.8% 17.8% 38.4% -
金融・保険業 277 54.1% 37.9% 16.2% 45.8% -
※不動産業 92 42.4% 32.6% 9.8% 57.6% -
飲食店・宿泊業 175 54.3% 40.0% 14.3% 45.1% 0.6%
医療・福祉 227 45.4% 41.4% 4.0% 54.6% -
※教育・学習支援業 82 42.7% 29.3% 13.4% 57.3% -
サービス業（他に分類されないもの） 366 44.6% 33.9% 10.7% 55.5% -
５～２９９人 2152 40.7% 25.6% 15.1% 59.3% -
３００～９９９人 1323 68.9% 48.4% 20.5% 31.1% 0.1%
１０００～４９９９人 936 69.8% 55.7% 14.1% 29.9% 0.3%
５０００人以上 280 69.3% 51.8% 17.5% 30.7% -

従業員規模別

業種別

全体

※が付いているものは、回答社数が少ないため、参考データとして掲載
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【外国籍学生の採用（大学生・大学院生）】

• 「新卒人材確保のための施策として外国籍学生の採用比率を高める取り組みを行っているか」を聞いた。外国籍学
生の採用比率を高める取り組みを行っている企業は、「既に取り組んでいる」企業が10.5％、「今後取り組む予
定」の企業が13.8％となり、合わせて24.3％の企業が外国籍学生採用を実施、もしくは予定している。

• 業種別に見ると、「既に取り組んでいる」企業については、機械器具製造業が19.4％と高く、「今後取り組む予
定」も20.9％と高い。また飲食店・宿泊業も高い傾向にある。

• 従業員規模別に見ると、実施または予定の企業は、1,000人未満企業では19.8％、1,000人以上企業においては
37.2％となっており、規模が大きな企業の割合の方が高くなっている。外国籍学生の採用については規模が大きな
企業中心の動きとなっている。

• 2019年卒と比較すると、金融業を除く全ての業種において、外国籍学生の採用比率が高まる傾向にある。
• 初任給の引き上げ・女性採用比率の引き上げを実施または予定している企業の割合と合わせて考えると、企業は女
性採用比率の引き上げ→初任給の引き上げ→外国籍学生の採用比率引き上げの順で、新卒の人材採用戦略に注力し
ていると考えられる。

■人材採用戦略 大学生・大学院生の新卒採用において 外国籍学生の比率を高める

24.3
18.9

32.2

22.1

9.0

21.6 19.8

37.2

20.9
16.7

27.5

16.3
9.1

19.7
16.5

33.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

全体 建設業 製造業 流通業 金融業 サービス・情報業 1000人未満 1000人以上

業種 企業規模

2020年卒 2019年卒

（％）

社数

外国籍学生の採
用比率の引き上
げを実施・予定
（A)＋（B)

既に取り組ん
でいる
（A）

今後取り組
む予定であ

る
（B）

取り組む予
定はない

無回答

4691 24.3% 10.5% 13.8% 75.5% 0.2%
建設業 338 18.9% 7.4% 11.5% 81.1% -
製造業（機械以外） 902 26.3% 11.1% 15.2% 73.6% 0.1%
機械器具製造業 666 40.3% 19.4% 20.9% 59.5% 0.3%
※電気・ガス・熱供給・水道業 41 14.6% 7.3% 7.3% 85.4% -
情報通信業 330 27.5% 14.2% 13.3% 72.4% -
運輸業 278 22.3% 10.4% 11.9% 77.7% -
卸売業 444 19.4% 7.7% 11.7% 80.6% -
小売業 432 25.0% 7.4% 17.6% 75.0% -
金融・保険業 277 9.0% 5.4% 3.6% 91.0% -
※不動産業 92 9.7% 5.4% 4.3% 89.1% 1.1%
飲食店・宿泊業 175 37.7% 20.0% 17.7% 61.7% 0.6%
医療・福祉 227 14.5% 2.2% 12.3% 85.5% -
※教育・学習支援業 82 14.7% 4.9% 9.8% 82.9% 2.4%
サービス業（他に分類されないもの） 366 17.5% 7.7% 9.8% 82.2% 0.3%
５～２９９人 2152 14.7% 5.3% 9.4% 85.3% 0.1%
３００～９９９人 1323 28.2% 11.3% 16.9% 71.7% 0.2%
１０００～４９９９人 936 36.1% 18.4% 17.7% 63.5% 0.4%
５０００人以上 280 40.7% 21.1% 19.6% 59.3% -

業種別

従業員規模別

全体

※が付いているものは、回答社数が少ないため、参考データとして掲載

■外国籍学生の採用比率の引き上げ実施したまたは実施予定の企業の割合
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■業種別 新卒採用の充足率

・2019年卒の新卒採用の10月1日時点での充足率（＝2018年10月1日時点の内定数÷2018年4月時点の採用予定数）は80.0
％となり、全体では計画通りに採用人数を確保できていない。
・業種別でみると、金融・保険業が100％を超えた。採用計画人数が横ばいであるためと考えられる。建設業と医療・福祉で
は計画を大きく割り込んでいる状況であり、計画人数が充足しないことにより採用活動が長期化する状況が顕在化している
。
・地域別でみると首都圏が89.0％、京阪神が92.0％と都市部が高い。都市部に労働供給が集中しているためと考えられる。
・企業規模別では1,000～4,999人と5,000人以上がともに100％を超える結果（それぞれ101.5％、102.1％）。規模の大き
な企業の採用力の高さがわかるとともに、内定辞退への対応も含め学生に計画以上に内定を出そうとする採用意欲の高さが
うかがえる。

【2019年新卒採用の10月1日時点 充足率（大学生・大学院生）】

■地域別 新卒採用の充足率

■企業規模別 新卒採用の充足率

80.0

50.0

91.5 92.3 100.0
81.6

92.5
83.1 75.9

101.0 100.0
76.7

38.8

92.9 85.7

0.0
20.0
40.0
60.0
80.0

100.0
120.0

（％）

80.0

57.9
50.0 50.7

89.0

61.8

85.4
92.0

65.6
77.1

46.8

72.7

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0
（％）

80.0

61.0

92.9
101.5 102.1

71.2

101.8

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0 （％）
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15.8 39.2 21.1 13.1 10.7 0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体

6月末までに終了した 9月末までに終了した 12月末までに終了予定

3月末までに終了予定 通年で採用活動を行う予定 無回答

• 大学生および大学院生の新卒採用における通年採用の状況について調査した。2019年4月入社者の採用活動を
終了した・終了する予定の時期については、9月末までに終了した企業が全体で54.9％、10月1日以降も継続し
ている企業が34.2％、通年で採用活動予定の企業が10.7％であった。

• 業種別で通年で採用活動予定の企業を見ると、医療・福祉（47.6％）、飲食店・宿泊業（20.2％）、建設業
（18.8％）において割合が高い。規模別では、300人未満の中小企業（19.9％）で高い傾向にある。

【2019年卒採用における通年採用（採用活動終了時期）】

注）業種別はサンプル数が十分であった業種について記載
注）新卒採用を実施している企業対象

■2019年4月入社者の採用活動の終了予定時期（全体）

■2019年4月入社者の採用活動の終了予定時期（業種別・企業規模別）

採用活動終了 採用活動継続 通年で採用活動予定

12.4 

19.0 

16.0 

14.8 

31.0 

40.3 

46.8 

43.3 

18.9 

21.1 

23.0 

23.8 

17.6

11.5

9.9

11.9

19.9 

8.0 

3.9 

5.8 

0.2

0.1

0.2

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５～２９９人

３００～９９９人

１０００～４９９９人

５０００人以上

54.9％ 34.2％ 10.7％

N=3596

10.7 

20.5 

16.0 

21.6 

14.2 

15.5 

9.7 

17.5 

7.0 

3.2 

13.4 

29.5 

43.1 

44.1 

49.3 

39.2 

44.4 

29.5 

49.4 

23.7 
4.0 

36.6 

24.4 

19.7 

21.4 

18.5 

19.3 

21.8 

28.1 

21.0 

21.1 

12.1 

22.7 

16.2 

8.2 

12.3 

5.1 

14.8 

10.9 

21.0 

7.0 

28.1 

33.1 

14.3 

18.8 

8.4 

6.0 

5.5 

12.5 

7.4 

11.6 

5.1 

20.2 

47.6 

13.0 

0.4 

0.1 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建設業

製造業（機械以外）

機械器具製造業

情報通信業

運輸業

卸売業

小売業

金融・保険業

飲食店・宿泊業

医療・福祉

サービス業（他に分類されないもの）
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• 大学生・大学院生の新卒採用において2019年4月入社者の採用活動を10月1日以降も継続している企業に対し
て、その理由について、A：採用目標人数を確保するため、B:多様な人材を確保するため、といずれの理由に近
いかを尋ねた。全体では「Aに近い」と答えた企業が73.5％と多く、「Bに近い」と答えた企業は18.8％にとど
まった。

• 業種別で見ると、各業種ほぼ同水準であるが、「Bに近い」の割合は、機械器具製造業（22.0％）、飲食店・
宿泊業（21.5％）において高い。規模別では、300人未満の中小企業（21.5％）で高い傾向にある。これは、
10月以降も新卒採用を継続している企業自体が大手の企業においては少数であり、人数確保に取り組まざるを
得ない採用難の企業と見られ、大手の企業において「Aに近い」の比率が高いものと考えられる。

【2019年卒採用における通年採用（採用活動継続の理由】

注）業種別はサンプル数が十分であった業種について記載

■2018年10月以降も2019年4月入社者の採用活動を行っている理由（全体）

■2018年10月以降も2019年4月入社者の採用活動を行っている理由（業種・企業規模別）

Aに近い（計） Bに近い（計）73.5％ 18.8％
48.5 25.0 7.6 11.5 7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体

Ａに近い ややＡに近い どちらともいえない ややＢに近い Ｂに近い

Ａ：採用目標人数を確保するため --- Ｂ：多様な人材を確保するため

N=1,614

73.5 72.7 71.4 72.0 70.6 70.7 75.0 78.0 72.9 70.9 75.7 70.6 

18.8 18.7 19.8 22.0 20.0 20.7 17.1 17.3 20.0 21.5 
13.9 19.3 

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

Ａに近い（計） Ｂに近い（計）

70.2 73.7 78.4 77.4

21.5 18.4 15.4 14.8

0%
20%
40%
60%
80%

100%
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• 人材確保が困難になるなか人材採用力を高めるための戦略について、通年採用に関連した質問をしている。
• 新卒採用における人材確保を目的とした、新卒扱いの対象拡大（年齢・卒年）については、全体で42.9％の企業
が対象拡大を実施・予定しており、業種別では小売業（53.5％）、建設業（51.8％）、飲食店・宿泊業
（51.4％）において高い。従業員規模別では、5,000人以上（46.0％）が最も多く、規模が大きい企業がより実
施・予定している。

• 人材確保を目的とした、新卒・中途の区分にこだわらない採用については、全体で52.1％が実施・予定をしてお
り、業種別では医療・福祉（84.6％）、飲食店・宿泊業（69.7％）が高く、従業員規模別では300人未満の中小
企業が高い（59.8％）。

• 人手不足業種を中心に、“新卒”扱いの年齢を拡大し、新卒・中途の垣根を超えた採用を進めていると見られる。

【2019年卒採用における通年採用（対象拡大、新卒・中途にこだわらない採用）】

注）業種別はサンプル数が十分であった業種について記載

■人材確保を目的に新卒扱いの対象拡大（年齢・卒年）を実施・予定している企業の割合（大学生・大学院生）

■人材確保を目的に新卒・中途の区分にこだわらない採用を実施・予定している企業の割合
（高校生・大学生・大学院生）

社数
新卒扱いの対象拡
大を実施・予定
（A+B）

既に取り組
んでいる
（A）

今後取り組む
予定である
（B）

取り組む予定
はない

無回答

4691 42.9% 24.2% 18.7% 56.9% 0.1%
建設業 338 51.8% 29.3% 22.5% 48.2% -
製造業（機械以外） 902 39.2% 20.4% 18.8% 60.6% 0.1%
機械器具製造業 666 45.5% 24.8% 20.7% 54.2% 0.3%
情報通信業 330 42.2% 27.0% 15.2% 57.9% -
運輸業 278 40.6% 23.7% 16.9% 59.4% -
卸売業 444 37.2% 17.6% 19.6% 62.8% -
小売業 432 53.5% 29.2% 24.3% 46.5% -
金融・保険業 277 38.3% 24.9% 13.4% 61.7% -
不動産業 92 27.2% 17.4% 9.8% 72.8% -
飲食店・宿泊業 175 51.4% 32.0% 19.4% 48.0% 0.6%
医療・福祉 227 46.3% 28.2% 18.1% 53.7% -
サービス業（他に分類されないもの） 366 40.9% 24.0% 16.9% 59.0% -
５～２９９人 2152 38.5% 20.6% 17.9% 61.4% -
３００～９９９人 1323 48.5% 27.1% 21.4% 51.3% 0.2%
１０００～４９９９人 936 44.3% 27.0% 17.3% 55.3% 0.3%
５０００人以上 280 46.0% 28.9% 17.1% 53.9% -

全　体

業種別

従業員規模別

社数

新卒・中途の区分に
こだわらない通年採
用を実施・予定
（A+B）

既に取り組
んでいる
（A）

今後取り組む
予定である
（B）

取り組む予定
はない

無回答

4691 52.1% 28.1% 24.0% 47.8% 0.1%
建設業 338 62.4% 39.9% 22.5% 37.6% -
製造業（機械以外） 902 49.8% 23.7% 26.1% 50.1% 0.1%
機械器具製造業 666 48.0% 19.8% 28.2% 51.7% 0.3%
情報通信業 330 43.9% 20.3% 23.6% 56.1% -
運輸業 278 60.4% 40.3% 20.1% 39.6% -
卸売業 444 44.6% 18.0% 26.6% 55.4% -
小売業 432 60.2% 28.5% 31.7% 39.8% -
金融・保険業 277 30.4% 13.4% 17.0% 69.7% -
不動産業 92 39.1% 17.4% 21.7% 60.9% -
飲食店・宿泊業 175 69.7% 43.4% 26.3% 29.7% 0.6%
医療・福祉 227 84.6% 73.6% 11.0% 15.4% -
サービス業（他に分類されないもの） 366 50.5% 32.2% 18.3% 49.5% -
５～２９９人 2152 59.8% 39.6% 20.2% 40.2% -
３００～９９９人 1323 47.5% 21.9% 25.6% 52.4% 0.1%
１０００～４９９９人 936 43.7% 15.2% 28.5% 56.0% 0.3%
５０００人以上 280 43.2% 12.5% 30.7% 56.8% -

全　体

業種別

従業員規模別
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